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　昼休み。

　今日も、彼──文ふみ月つき重かさ音ねは教室の隅で一人、本を読んでいる。

「…………」

　廊下側の席でお弁当を食べながら送っている私の視線に、重音は気付く素振りすら見せない。教科書で顔を隠しながら盗み見しているし、気付かれないのもしょうがないと思うけど……正直、すごく寂しい。

　彼と私、常とき坂さか枝し折おりは幼おさな馴な染じみだ。

　昔は、毎日公園で日が暮れるまで遊ぶぐらい、すごく仲良しだった。




『まだ帰りたくない……』

『そんなこと言っても、もう暗くなってるぞ？』

『まだ全然明るい。重音の顔も見えるから、大丈夫』

『俺の方はあんまり見えてないんだけど』

『こうしたら、見える？（ずいっ）』

『わっ！　い、いきなり近付くなって！　びっくりするなもう……』

『見み辛づらいなら、見える距離でできる遊びをすればいい。何しよっか？』

『いや、だからもう帰るって言ってんだろ。門限はとっくに過ぎてるんだし』

『がーん。……重音は、私と遊びたくないの？』

『遊びたくないとかいう話じゃなくて、もう暗いからさ……』

『わかってる、けど……私はまだ、重音と一緒にいたい……』

『……はぁ。じゃあ、あと一時間だけだぞー』

『いいの？』

『いいよ。俺もまだ遊び足りない気分ではあるし』

『ありがとう……っ！』




　昔の私達に想おもいを馳はせてみる。

　お母さんを幼い頃に亡なくして、お父さんと二人きりだった私。お父さんは家計を支えるために夜遅くまで働いていたから、私は家に帰っても一人だった。

　だからまだ帰りたくないって……ううん、それはあくまでも建前。

　重音ともっと一緒にいたいから、私は彼にいつも我わが儘ままを言っていた。

　その度に重音は呆あきれた顔をしつつも、私が満足するまで一緒に遊んでくれた。

　でも今は、挨拶どころか言葉を交わすことすらしないぐらい、疎遠になっちゃってる。

（どうして、こうなっちゃったんだろう）

　小学校も中学校も一緒で、高校も一緒のところに通うことになった。

　だから、重音と私はずっと一緒にいると思ってた。

　高校だけじゃなくて、その先もずっと一緒に……。

　でも、それは叶かなわなかった。

　きっかけなんてわからない。

　ある日突然、重音が私から距離を取り始めた。

　……もしかして、私が我儘を言い過ぎたから、嫌われちゃったのかな？

　重音がそんなことをするような人じゃないってわかっているはずなのに、一抹の不安が私の胸の内に燻くすぶってしまう。

　直接、重音に聞けばいいだけのことだ。

　でも、私には、それをするだけの勇気が足りていない。

（今日こそ、重音と話したいな……）

　私は人と話すのが苦手だ。どうやって話を切り出せばいいのか全然わからない。

　だからせめてタイミングを窺うかがおうと、こうして毎日、重音を盗み見してる。

「っ」

　私の視線に気付いたのか、重音がこっちを見てきた。

　たったそれだけのことなのに、胸が高鳴ってしまう。

（ど、どうしようっ）

　せっかく目が合ったのに、びっくりしちゃって、つい視線を逸そらしてしまう。

（む、無視したと思われちゃうかも……）

　ゆっくりと彼の方へ視線を戻してみる。

　重音の瞳は、すでに本の方へと向けられていた。

　さっきまで高鳴っていた胸が、一瞬で締め付けられてしまう。

　重音と話したい。昔みたいに仲良くしたい。

　たったそれだけの願いが叶わなくて、どうしようもなく悲しくなっちゃう。

（大丈夫。まだ、今日は終わってない……）

　チャンスはある。

　もう一年ぐらい失敗続きだけど、今日こそは、きっと上手うまくいく。







　午後の授業。

　重音は、退屈そうに窓の外を眺めている。

　私は黒板の内容をノートに写しながら、そんな重音の様子を観察していた。

（重音、いつもつまらなそう）

　高校に入学してから、重音は昔みたいな明るい人じゃなくなった。

　もしかしたら、私の前でだけ明るく接していたのかもしれないけど、とにかく、今の重音は昔と比べて、すごく静かな人になってしまった。

　私以外に仲良しな人ができたのなら、そんなことにはなっていないはず。

　なのにどうして、重音は私を遠ざけちゃうんだろう……。

（……でも、重音がまだ誰のものにもなってないのは、ちょっと安心）

　嫌な考えだなぁ、と自分でも思う。

　こんな捻ひねくれた考え方をしちゃう女の子だから、重音に嫌われてしまったのかも……。

　横目で彼のことを見つめながら、私は頭の中のもやもやに顔を顰しかめる。

「──坂さん……常とき坂さかさん！」

「っ。は、はい」

　突然、先生から名前を呼ばれたので、慌てて立ち上がる。

「常坂さん。この問題がわかるかどうかを聞いています」

「すいません。少し、ぼーっとしていました」

「授業には集中するように」

「すいません……」

　先生に謝罪し、着席する。

　重音のことを考えていたら、注意されてしまった。

　……今の私、変じゃなかったかな？

　重音におかしいやつだって思われたりしなかったかな？

　情けないところは、あまり重音には見られたくないんだけど……。

「っ」

　重音の方を見てみると、彼もまた、こちらを見ていた。

　思わず、顔が強こわ張ばってしまう。

　こんな自分を見られたくなくて、つい目を逸らしてしまった。

（うぅ、恥ずかしい……）

　こんなはずじゃないのに、どうして上手くいかないんだろう。

　自分の不ふ甲が斐いなさを嘆きながら、私は赤くなっているはずの顔を教科書で隠した。







　休憩時間。

「……はぁ」

　女子トイレの洗面台で、私は大きな溜ため息いきを洩もらしていた。

　もうそろそろ学校が終わっちゃうのに、まだ重音に話しかけられてない。

　このままじゃダメだってわかってるけど、今の状況を変えられるだけの勇気がどうしても湧いてこない。

　もう一度溜息を吐ついて、トイレから廊下に出る。

「あ、常坂さんだ……」

「相変わらず可か愛わいいなぁ……付き合いてえ」

「お前じゃ無理だって」

「うっせえわ」

　周囲から聞こえてくる声に、私は一ミリも反応を示さない。

　最近はだいぶ落ち着いてきたけど、入学当初は異性から告白されることが多かった。

　周囲からは、そういうのに興味がないと思われてるけど、流石さすがにここまで持て囃はやされれば嫌でもわかる。

　だけど、全然嬉うれしくない。

　重音に恋心を抱いた中学生ぐらいの時からずっと、私は彼に可愛いと思ってもらいたくて、女の子らしくあろうと努力してきた。

　でも、集められるのは他人からの注目だけで、当の本人にはあまり効果がなかった。

　私は、重音にだけ見てもらえれば、それでよかったのに。

（寂しい……）

　何度目かもわからない溜息を零こぼしながら、廊下を進む。

　と。

「……あっ」

　向こうの方から、重音が歩いてくるのが見えた。

　このまま歩いていたら、彼とすれ違うことになる。

　それは、願ってもないチャンスだった。

（こ、声をかけなきゃ）

　変なところはないかな、と慌てて身だしなみを確認する。うん、大丈夫。

（世間話でも何でもいいんだ。何か、何か話しかけないと）

　何を話す？　今日の授業のこと？　それとも最近何をしていたかを聞く？　でも、いきなり話しかけて重音を困らせちゃったらどうしよう……いや、それでも話さなきゃ……。

　動揺しているせいか、考えがまとまらない。

　頑張れ、私。

　重音がすぐそこにいるんだから。

「あ、ぁ……ぁの……」

　緊張のせいで唇が震える。冷汗が頰を伝ってもいる。

　でも、言わなきゃ。話しかけなきゃ。

　こんな関係を、終わらせるために──ッ！

「…………」

「ぁっ……」

　声はかけようとした。したん、だけど……。

　重音は私のところに来る前に、近くの階段の方へ進路を変えてしまった。

　つまりは、失敗だった。

「っ……」

　伸ばそうとしていた手を下ろし、スカートをぎゅっと握り締める。

　彼はこんなに近くにいるのに、どうしても距離を縮められない。

　……でも、

（絶対、諦めたくなんかない……っ！）

　だから神様、お願いします。

　私に、重音と仲直りするチャンスをください。











第一章　リモート生活は、ある日突然に。









「……というわけで、本校では二年生にのみ試験的にオンライン授業が取り入れられることとなりました」

　県内有数の進学校である私立春しゅん陽よう高校。

　生徒の体調を管理するためという名目で校門にサーモグラフィーを設置したり、シエスタやフィールドワークを積極的に導入したりと、普通の高校とは違う、少々変わり種の学校だ。最近では交換留学生の受け入れを始めたりもしている。

　そんな春陽高校が、今回もまた、一風変わったことを始めようとしているらしい。

「このオンライン授業は、我が校のハイレベルな授業を日本全国、いや世界各国どこにいてもリモートで受けられるようにすることを目的としております。春陽高校は常に未来を見据え、教育界の最先端を突き進んでいくのです」

「せんせー。どうして二年生だけなんですかー？」

「三年生は受験勉強があるからです。入学したばかりの一年生については、まずは学校に馴な染じんでもらいたい、という理由で学校側が配慮し、今回のオンライン授業からは除外されました」

　要するに、一番自由な二年生が実験台に選ばれたということか。

「オンライン授業って自宅で受けるんですよね？　部活とかどうすればいいんですか？」

「授業後に登校して部活動を行うようにしてください」

「えー。めんどくせぇ……」

「その代わり、部活時間を一時間延長するなど、学校側でも臨機応変に対応します」

「そもそもオンライン授業がめんどくせぇんだけど……」

　部活動生、特に運動部の連中から不平不満が洩れ始める。俺は帰宅部なので、正直どうでもいい。

　先生は咳せき払ばらいで生徒達を黙らせると、

「オンライン授業に伴い、君達にはノートＰＣを支給します。前から順番に後ろに回してください」

　無料でノートＰＣを支給してくれるなんて太っ腹だな。学費が高いだけはある。

「授業はこのノートＰＣを使って行うので、傷つけたり失なくしたりしないように」

　配られたノートＰＣを机の上に置き、俺はふと廊下側の席に視線をやる。

　そこにいたのは、長い前髪で右目を隠し、小柄ながらに大きな胸とクールな顔立ちが特徴の美少女。オンライン授業に興味があるのかないのかわからない無感情な瞳で担任教師を眺めるその姿は、まさに一種の芸術品のよう。

　彼女の名は、常とき坂さか枝し折おり。

　美少女でありながら愛あい想そがないので周囲からは「お姫様」なんて呼ばれており、更には俺の幼おさな馴な染じみだったりもする女子生徒だ。

（昔と違って、今はすっかり疎遠になっちまったけどな）

　中学生の時までは、毎日互いの家に通って遊ぶぐらい仲良しだった。

　でも、高校に上がってすぐぐらいから、俺達は遊ばなくなり、そしてついには会話すらしなくなった。

　……いや、正確には違う。

　疎遠になったんじゃない。

　俺が彼女を、突き放したんだ。

「…………」

　俺から見られていることに気付いたのか、枝折がこちらに視線を向けてきた。

　しかし、そんな時間は長くは続かず、枝折の顔は数秒足らずで先生の方へと向けられてしまった。

「Wi - Fi環境がないなど、自宅で授業を受けられない人は遠慮なく申し出てください。その場合、教室で授業を受けられるようにこちらで手配しますので」

　先生はファイルで教卓を叩たたきながら、

「オンライン授業について何か質問がある人はいますか？　いないなら、これにてホームルームを終了します」

　先生が教室から出て行った後、教室が喧けん騒そうに包まれる。

「オンライン授業かー。自宅で勉強なんて集中できる気しねーよ」

「ゲームしながら授業ができるって考えると結構楽な気がするけどね」

「授業中はやっぱり制服の方がいいのかな？」

「部屋着をクラスメイトに見られるとか有り得ないから私は制服かなー」

「学校で会えなくなるのは寂しいねー」

　わいわいがやがやと駄だ弁べり続けるクラスメイト達の間を通り抜け、一人で教室から廊下へと出る。

　──その直後のことだった。

　何者かが、俺の制服の裾をぎゅっと握ってきた。

「枝折……？」

　振り返った先にいたのは、ずっと疎遠だった幼馴染。

　彼女は空いている方の手を胸元で握り締めたまま、やや裏返った声でこう言ってきた。

「相談したいことがあるんだけど……少し、時間もらえる……？」







　枝折に連れてこられたのは、通学路から少し離れた喫茶店。

　その一角で、俺は彼女と向き合っていた。

「…………」

　先ほど店員が運んできた紅茶のカップを見つめる枝折。

　緊張しているのか、さっきから肩が小刻みに震えている。

　そもそも喋しゃべること自体が久しぶりだけど、それを差し引いたとしても、こんなに緊張している枝折はここ数年では見た覚えがない。

（まぁ、緊張しているのは俺も同じか）

　口の中がパッサパサに渇き切ってるし。

　実を言うと、彼女に声をかけられた時、どうにかして逃げられないかと考えた。

　自分から突き放した幼馴染とどんな顔をして会えばいいのかわからなかったから。

　でも、そんな俺の行動を予測していたのか、彼女は俺の服を摑つかんで離さなかった。

　全身を小刻みに震わせ、そして、目尻に涙を浮かべながら──。

「そ、そういえば、重かさ音ねのご両親は、元気にしてる……？」

　ここに連れてこられるまでの経緯に想おもいを馳はせていると、突然、枝折が話を切り出してきた。

「今も仕事で世界中飛び回ってるよ。相変わらず変なお土産も送ってきてる」

「そう、なんだ……じゃあ、まだ、一人暮らしのまま？」

「ああ。でも、別にそこまで苦じゃねぇな。家事は普通にできるし」

「重音、昔から家事得意だもんね……」

「必要に迫られてやってたらいつの間にかできるようになってただけだ」

「私は、苦手だから……すごいよ……すごい……うん……」

　再びの会話終了。

　話すのもしばらくぶりだったので共通の話題がそこまでないんだろう。そもそも枝折は人と話すのが得意ではないはずなので、これでも結構頑張っている方だと思う。

「……それで、俺に相談したいことって？」

　必死に会話を展開しようとする幼馴染をこれ以上見ていられなかったので、結局こちらから話を切り出してしまった。

　枝折はびくんっと肩を跳ねさせるも、深呼吸で自分を落ち着かせ、前髪を弄いじりながら声を絞り出し始める。

「きゅ、急、だね……びっくりしちゃった……」

「何か話があるっつってたろ」

「う、うん、まぁ、そう、なんだけど……」

　枝折は両手をぎゅっと握る。

「相談というより、お願い、かな……」

「お願い？」

「うん……」

　顔色を窺うかがうように俺をちらちら見ながら、枝折は続ける。

「私は機械に疎うといから、今度始まるオンライン授業の準備をどうすればいいのかよくわからなくて……重音さえ良ければ、準備を手伝ってほしくて。ノートＰＣはあるから、ここで簡単に教えてくれるだけで、いいんだけど……」

「教えるかどうかはさて置くとして、ここじゃ無理だと思うぞ」

「え……？」

「いやほら、ここってフリーWi - Fiとかないみたいだしさ」

「わい、ふぁい……？」

　枝折の動きが完全に停止した。口はぽかーんと間抜けに開いている。

「何だその現代人とは思えない反応は。もしかして、Wi - Fi知らねえのか？」

「Wi - Fiは知ってる。けど……オンライン授業って、Wi - Fi必要なの……？」

「そりゃそうだろ。ノートＰＣだけじゃネット繫つながんねえし」

「スマホは繫がるのに……？」

「あれはそういうものなんだよ」

「じゃあ、ノートＰＣさえあればどこでも授業を受けられるわけじゃない……？」

「Wi - Fi環境がないと無理だな。つか、先生もそう言ってたろ」

「……専門用語が多くて、私には難しかった」

「機械音痴なのは昔から知ってたけど、まさかそこまでとはな」

　俺の指摘が刺さったのか、むぅ、と枝折は頰を膨らませる。

「うぅ、どうしよう……Wi - Fiの機械、お父さんが持って行っちゃってるんだよね」

「親父おやじさん、今も単身赴任中なのか？」

「うん……色々と、忙しいみたい」

　枝折の親父さんは単身赴任や出張でよく家を不在にする。娘がずっとWi - Fiを使わない状況なのだから、わざわざ家にWi - Fi環境を引く必然性がないんだろう。それこそ、モバイルルーターでこと足りる。

　頭を抱える枝折に俺は溜ため息いきを零こぼしつつ、

「Wi - Fiがないなら学校で受けさせてもらったらどうだ？　自宅で授業が受けられないなら遠慮なく申し出ろって先生も言ってたじゃん」

「私以外にもWi - Fi環境がない子がいるなら……」

「少なくとも、誰かが先生に『学校で受けさせてくれー』って頼んでたようには見えなかったな」

　先生が教室を出る時に誰にも呼び止められてなかったし、教室でもWi - Fi環境ないよどうしようみたいな会話をしている者は誰一人としていなかったと記憶している。

「それって、私一人だけになるかもしれない、ってことでしょう？」

「まぁ、他に誰もいないならそうなるだろうな」

「私一人のためだけに教室を開けてもらうのは、流石さすがに申し訳ないし……」

　枝折は顔を隠すように小さく項うな垂だれながら、

「それに、みんなが自宅で受けてる中で、私だけ教室にいるのは、なんか嫌……」

「ンなこと言っても、自宅にWi - Fi環境がないならしょうがねえだろ」

「それは、そう、なんだけど……」

　悪目立ちするのを避けようとするところは、一年経たっても何も変わっていないようだ。

　枝折はむーむー唸うなりながら考え込んでいたが……、

「あの、一つ、聞いてもいい？」

「答えられる範囲なら」

「重音の家ウチって、Wi - Fi通ってる……？」

「通ってるよ。オンラインゲームとかするしな」

　むしろこのご時世でWi - Fi環境がない家の方が珍しいと思うんだけど。

「そっか……むぅ……でも、うぅん……」

　頰をむにゅっと押さえ、俺の方をちら見し、そして溜息を吐つく。露骨に挙動不審だった。

「言いたいことがあるならはっきり言えよ」

「わ、わかった」

　こほん、とわざとらしく咳せき払ばらいし、枝折は言の葉を紡つむぐ。

「お願いしたいことが、あるんだけど……」

「何だ？」

「重音の部屋で、授業を受けさせてほしい……」

「え。いや、普通にダメだろ」

　俺の部屋を貸すということは、枝折と一つ屋根の下で過ごすということだ。いくら幼おさな馴な染じみとはいえ、流石に許容しかねる。

　それに、枝折を突き放した俺に、彼女と一緒に過ごす権利なんて、あるはずがないじゃないか。

「つか、そういうことなら俺じゃなくて他のやつに頼めよ。クラスの女子とかいるだろ」

「私、友達とか、いない……だから、頼れるのは、重音だけ……」

　……彼女の言葉に、一瞬、嬉うれしさを覚えてしまった。

　そして同時に、申し訳なさも浮かんできた。

　幼馴染から頼ってもらえたことは、すごく嬉しい。

　でも、彼女が独りになってしまっているのは、元を正せば俺のせいだ。

「……じゃあ、なおさら学校で受けるべきだろ。俺の部屋で受けるなんて有り得ない」

　自分への嫌けん悪お感を悟られないように俺は視線を彷徨さまよわせながら、言葉を返す。

「どうしてダメなの？」

「どうして、って……二人で一緒にいるなんて周りにバレたら、迷惑だろ」

「迷惑って、誰に？」

「それは……お前に、だよ……」

「重音と一緒にいることが、どうして私の迷惑になるの？」

「それは……」

「そもそも私達は幼馴染。一緒にいても、おかしくなんかない」

「た、確かに、そうかも、しれないけど……」

　何故なぜかぐいぐい来る枝折に押し負けそうになってしまう。

　こいつはいったい、何を考えてるんだ。

　俺はお前を突き放して、寂しい想いをさせてきた男なんだぞ。

　なのにどうして、今さらまた俺に近付こうとしてくるんだ。

「お願い。重音の部屋を貸して。迷惑はかけないから……」

　上目遣いで俺の顔色を窺ってくる枝折。

　疎遠になっていたとはいえ、約十年間を一緒に過ごした幼馴染。

　そんな彼女の縋すがるような瞳は、俺から逆らう気力を奪うには十分だった。

「……授業中だけでいいんだよな？」

「え？　う、うん。授業さえ受けられれば大丈夫……」

「はぁ……わかった。じゃあ、授業中だけ、俺の部屋を貸してやる。でも、お前が俺の部屋にいることは誰にもバレないようにしてくれ」

　枝折と一つ屋根の下で授業を受けているなんてことがクラスの連中に知られたら、絶対に面倒なことになる。

　それに──。

「ありがとう。……でも、本当にいいの？」

　枝折に顔を覗のぞき込まれたので、俺は考えごとを中断する。

「お前が頼んできたんだろ。それとも断った方がよかったのか？」

「だ、ダメ。でも、あんなに嫌がってたのに……」

「嫌がってたというか、なんというか……」

　罪悪感のせいだ、とは流石に言えないので、言葉を濁した。

　俺はうなじを搔かきながら、

「とにかく、まぁ、その、なんだ……よろしく頼む」

「うん。よろしく」

　やる気を見せるように、ふんす、と鼻を鳴らす枝折。

　妙に子どもっぽいところは、昔と何も変わっていないらしい。







　オンライン授業初日。

　枝折は授業開始一時間前に俺の家に来ていた。

「テーブルはそっち側を使ってくれ。対面になるように座れば、互いの姿が画面に映ることもないだろ」

「うん、ありがとう」

　枝折は俺に促されるがままに腰を下ろすと、きょろきょろと部屋を見渡し始めた。

「一年前に来た時より、片付いてる……？」

　彼女の呟つぶやきに思わずびくっとしてしまう。

「……気のせいじゃないか？」

「気のせいじゃない。前までは、壁かべ際ぎわに鞄かばんとか置きっ放しになってた」

「何でそんな細かいこと覚えてんだ」

「べ、別に、記憶に残ってただけ。深い意味とか、全然ない」

　わたわたと手を振って誤魔化す枝折。
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　彼女は深呼吸して自分を落ち着かせると、鞄からノートＰＣを取り出し、こちらを上目遣いで見てきた。

「あの、授業の準備なんだけど……教えてもらっても、いい……？」

「そういえばわからないって言ってたな。ええっと、まずはノートＰＣを起動して……」

　俺の説明に合わせて、枝折はノートＰＣをぎこちなく操作していく。

　手こずりつつも、十分足らずで授業の準備を終えられた。

「……最後に、授業開始五分前にアラームをセットして、っと……。授業時間になったらアプリが勝手に起動するから、ノートＰＣのカメラに映る位置で授業を受ければいい」

「ありがとう。重音はやっぱりすごい。何でもできるんだ……」

「持ち上げ過ぎだ。これぐらい誰でもできる」

「私はできない。だから、すごい」

「すごい、って言うなら、枝折の方がすげーだろ。みんなから人気あるし。入学してから何度も告白されてるし」

「買い被かぶり過ぎ。私は、全然すごくない」

　枝折は顔を伏せながら、

「……それに、そんな風にすごくても、全然意味ないから……」

「そ、そうか。なんか……すまん」

「うん」

「…………」

「…………」

　会話終了。

　昨日もそうだったが、話すことが無さ過ぎる。互いに口下手なこともあり、より一層会話の難易度が跳ね上がってる気がする。

「…………（そわそわ）」

　どうやらそれは枝折も同じようで、落ち着かない様子で前髪を弄いじっている。

　ちら、とスマホで時間を確認。授業開始まではもう少しだけ時間がある。重い空気のまま授業を迎えるのはなるべく避けたい。……苦手だとしても、会話でもして時間を潰すべきだろう。

「あ、あー……そういえば、今日は天気がいいな。絶好の授業日和だ」

「うん。雲一つない。きれい……」

「ああ、綺き麗れいな青空だ」

「そうだね……とても、きれい……」

　枝折の声が空気に溶け、再びの静寂が訪れた。

　スマホを見てみると、まだ三十秒ぐらいしか経たっていなかった。

「……さ、さっき家具の話をしてたけど、お前はどんな家具を使ってるんだ？　前に部屋に行った時は全体的に白い家具が置かれてた気がするけど」

「特に何も変わってない。まだ壊れてないし、白、好きだし……」

「そ、そうか……い、色と言えば、俺は黒が好きなんだよ」

「知ってる」

「そ、そうだよな……幼馴染だもんな……それぐらい知ってるよな……」

「重音は黒い服ばかり着てたから、覚えてる」

「お、俺みたいなオタクは黒い服が大好きだからな」

「オタクと黒、何か関係あるの？」

「黒はかっこいいから、とか？」

「そうなんだ……かっこいいから……」

「お、おう……」

　冷汗が止まらない。会話するのってこんなに難しかったっけ。

「…………」

　沈黙を誤魔化すように、枝折は長い前髪を指でねじねじ弄っている。

　その後もなんとか会話を続けようとするが、俺の会話スキルの低さでは長いやり取りを続けることは叶かなわず。

　短い会話と沈黙を交互に二十回ぐらい繰り返したところで、ようやく授業開始の時間がやってきた。

「……じゅ、授業が始まるから、準備しなきゃな」

「……（こくん）」

　こんな気まずさがこれから何日間も続くのかと思うと、億おっ劫くうで仕方がなかった。







『……以上で授業を終わります。みんな、忘れずにしっかりと復習をしておくように』

　先生はそう言うと、ミーティングアプリを終了させた。

　初めてのオンライン授業は接続に手間取った生徒が数人いたりしたものの、無事に進行した。

　まだ午前の授業が終わっただけだけど、俺と枝折が一緒にいるというのはクラスの連中はおろか教師にすらバレずに済んでいる。テーブルの向かいに座っているし、互いに声も発さないから気付かれるわけがないのだけど。

「……ふぅ」

　小さい口から吐息を洩もらし、そして鞄の中に手を突っ込む枝折。

　鞄から出てきた彼女の手には可か愛わいらしい弁当箱が摑つかまれていた。

「重音。テーブル、借りてもいい……？」

　相変わらずの言葉足らずだけど、何が言いたいのかは流石さすがにわかる。

「いちいち許可とか取らなくていいよ。飯ぐらい好きに食ってくれ」

「うん。汚さないように、気を付けるね」

　枝折は会え釈しゃくした後、弁当箱をテーブルの上に広げた。冷凍食品と白飯が敷き詰められているだけの極めて簡素な弁当。そういえば、料理はあまり上手うまくないんだったっけ。

「いただきます……」

　律りち義ぎに両手を合わせ、箸を持──ったところで、彼女の動きが止まった。

　きょろきょろと周囲を見渡し、鞄の中を漁あさり、肩を落とす。

「どうした？」

「あ、えっと……水筒、家に置いてきちゃったみたい……」

　そう言って、枝折は恥ずかしそうに頰を搔く。

「でも、大丈夫。お茶がなくても食べられるから」

「いや無理だろ。喉パッサパサになるぞ」

「ご飯の水分で何とかなる……はず」

「なるわけねえだろ」

「とにかく、大丈夫、だから」

「昼飯を乗り越えられたとしても、まだ午後の授業が残ってんだぞ。授業中に喉が渇いたらどうするつもりなんだ？」

「それは……」

　表情の変化に乏しい枝折だから、よくよく見ないとわからない。

　でも、彼女の顔は……少しだけ、困ったように歪ゆがんでいた。

（こいつ……もしかして、俺に気を遣ってるのか？）

　幼おさな馴な染じみだから知っていることだけど、彼女には他人に対して必要以上に気を遣い過ぎてしまう節がある。

　今回のような無理を言って俺の部屋を借りている状況で、幼馴染とはいえ、彼女が俺に気を遣わないはずがない。

　彼女の昔と変わらない一面に、つい溜ため息いきが零こぼれてしまう。

「何でそう、不器用なんだよお前は……」

「重音？」

　きょとん、とする幼馴染を手で制しながら、俺は立ち上がる。

「ちょっと待っててくれ」

「え？」

　困惑する枝折に構わず、キッチンへ移動する。

　棚に入っていたパックを使って紅茶を淹いれ、彼女に差し出した。

「こんなんしかないけど、ないよりはマシだろ」

「わ、悪いよ。もらえない……」

「いいから飲めって。つか、幼馴染に遠慮とかするなよ」

「め、迷惑は、かけたくないから……だから、大丈夫……」

「これぐらい迷惑の内に入らない。だから大人しく受け取ってくれ」

「でも……」

「い・い・か・ら」

　紅茶のカップを彼女に無理やり摑ませる。

　流石に観念したのか、枝折はほうと溜息を吐ついた。

「じゃ、じゃあ、いただきます……」

「あ、ちょっと待ってくれ」

　カップに口をつけようとする彼女を手で制しつつ、シュガーポットから角砂糖を二つ取り出し、彼女に差し出す。

「いつも入れてただろ」

「……私の好み、覚えててくれたんだ」

「あん？」

「角砂糖二つ。いつも、紅茶に入れてたから……」

「あー……」

　完全に無意識だった。

　身体からだが覚えていた、とはまさにこのことなのだろう。

「嬉うれしい……ありがとう、重音」

「お、おう」

　正面からお礼を言われ、少々気恥ずかしくなってしまう。

　指で頰を搔かく俺の前で、枝折は再び両手を合わせた。

「じゃあもう一度……いただきます」

「飯、喉に詰まらせるなよ」

「そ、そんなことしない。子どもじゃないんだから……」

　そう言って、枝折はぷくーっと頰を膨らませた。







『では、教科書の二十三ページから。小こ森もりさん』

『はーい』

　本日最後の授業にて。

　生徒には厳しいが、絶世の美女なので生徒（特に男子）から絶大な人気を誇る現国教師・佐さ々さ木き愛まな美み先生の授業を右から左に聞き流しながら、俺はほうと溜息を洩らした。

　オンライン授業に疲れているわけじゃない。

　枝折と一緒にいることに慣れておらず、精神的に疲れてしまっている。

（たった一年しか離れてなかったのにな）

　ノートＰＣ越しに枝折の方へ視線をやる。

　無表情で画面を眺めながら、綺麗な姿勢でノートにペンを走らせる枝折。耳にかかった髪が気になるのか、何度も指で搔き上げている。

　高校に上がってから、勉強中の彼女を近くで見るなんてことはほとんどなかった。

　だからだろうか。別に初めてというわけではないのに、新鮮さを覚えてしまう。

「？」

　俺の視線に気付いた枝折が、ふとこちらを見た。

　宝石のように美しい瞳に捉えられ、つい視線を逸らしてしまう。

　と。




　ピンポーン。




　部屋のチャイムが、高らかに鳴り響いた。

『今、チャイム二つ聞こえなかった？』

　誰かの言葉を皮切りに、他のやつらまでざわつき始める。

『つーか、誰のとこから聞こえてきたん？』

『文ふみ月つきじゃね？　チャイムが鳴った時、文月ンとこの枠が光ってたし』

『常坂さんのところからも聞こえてきてたよね』

『え？　何でその二人のところから同時にチャイムが聞こえたワケ？』

「…………」

　クラスメイト達が騒然とする中、枝折は顔を蒼そう白はくにさせていた。焦燥を顔に出さないように努めているみたいだけど、幼馴染である俺の目は誤魔化せない。

　俺はノートにペンを走らせ、彼女の方へと近付ける。

《とりあえず、二人で玄関に向かおう》

《怪しまれないかな？》

　枝折は筆談で返事をしてきた。

《戻ってくるタイミングをずらしさえすれば大丈夫なはずだ》

《わかった。重音の言うとおりにする》

　小さく頷うなずく枝折を確認したところで俺はペンから手を離し、タブレットの画面に向き直る。

「すいません。誰か来たみたいなので、少し席を外させていただきます」

「私も、インターホンが鳴っているので、見てきます」

『自宅ですものね、仕方がありません。許可します』

　相変わらず淡々とした言葉を放つ佐々木先生に頭を下げつつ、カメラとマイクをオフにし、枝折と共に小走り気味に玄関へと向かう。

「俺は受け取りをして戻るから。枝折は先に戻っててくれ」

「う、うん。わかった」

　枝折を廊下に待たせたまま、玄関の扉を開く。

　扉を開けた先にいたのは配達員だった。海外の両親からの配達物を持ってきたらしい。せめて夜の時間を指定するとか、もう少し気遣いとかできないものだろうかあの親バカコンビは。

　枝折がリビングへ戻っていく気配を感じつつ、宅配物の受け取りを終わらせる。

　そして十秒ほど時間を潰した後、俺も続く形でリビングへと戻ることにした。

「…………」

　不安そうな面持ちでこちらを見てくる枝折に「大丈夫だ」とジェスチャーで伝え、マイクとカメラをオンにする。

「授業を止めてしまってすいません。宅配の受け取りをしていました」

『問題ありません。ただ、今後はなるべく、授業時間を回避した配達時間指定を。授業が止まってしまいますので』

「はい。すいません」

　先生は何事もなかったかのように教科書を持ち直すと、

『では、授業の続きを──』

『その二人の家のチャイムが同時に鳴るなんてすごい偶然っしょ。もしかして、同じ家に住んでるとか？』

　それだけで終わればよかったのに、一人の女子生徒が余計なことを口走った。

　ポニーテールにまとめられたライトブラウンの髪やぱっちりとした目つきが特徴の美少女。クラスの中心人物・小森唯ゆい奈なである。

　彼女の言葉の直後、画面に映っている全員が沈黙した。その中でも俺は全身の毛穴から冷汗が噴き出るほどに動揺していた。

　ノートＰＣ越しに枝折の方を見てみると、彼女もまた顔中にびっしりと冷汗を張り付けていた。よほど慌てているのか、いつもの鉄面皮にも綻びが見て取れる。

『あ、もしかしてスキャンダル発見伝？　あたし、記者としての才能あるかも？』

　余計なことを言うな！　頼むから黙っててくれ！

　喉は干上がり、背筋を寒気が突き抜ける。

　頼む、誰も本気にしないでくれ……っ！

『唯奈……』

　心の中で両手を合わせていると、女子の一人が反応を示した。

『まさか、そんなことあるわけないじゃん。だって文月と常坂さんだよ？』

『そうそう。その二人のどこに接点あるんだって感じ』

『でも、二人と同じ中学出身のやつが、昔は仲良かったはずって言ってたけど……』

『あんな陰キャと常坂さんが仲良いとか噓うそだろー。たまたま同じ学校だったってだけっしょ。普通に釣り合い取れてなさ過ぎて、ありえないわ』

『常坂さんが気を遣って話しかけてただけかもね』

『そーそー。唯奈、恋愛脳過ぎるよー』

『えぇー。名推理だと思ったんだけどなー』

『唯奈のそういう推理が当たったの見たことないんだけど！』

『『あははははは』』

　疑いの空気はどこへやら。小森の反応をきっかけとして、クラス全体が意味のない雑談に包まれていく。数秒後には俺と枝折のことなど消滅し、昨日観みたテレビの話にまで話題が二転三転してしまっていた。

『コホンッ。今は授業中です。私語は慎むように』

『『はーい』』

　クラス全体を包んでいた喧けん騒そうを咳せき払ばらい一つで収める佐々木先生。

　そこからは、いつも通りの授業が再開される。

「……ふぅ」

　窮地を乗り越えられた安心感から、肩の力が抜けてしまう。まさに薄氷を踏むような気分だった。

　というか──。

（俺と枝折が仲良しなはずがない、か……まぁ、そうだよな）

　周りからそう思われているのはわかっていた。だからこそ俺は枝折を遠ざけたわけだしむしろ仲良しだと思っている人がいる方がおかしな話だろう。

　でも、何故なぜか胸が締め付けられる、そんな感覚を覚えてしまっていた。







　危機を無事に脱した後、授業は何事もなく進んでいき、そして授業終了のアラームが鳴り響いた。

『今日の授業はここまでです。次回の授業では教科書の三十ページまで進むので、予習をしっかりしておくように。もちろん、復習も忘れずに。……では、委員長』

『きりーつ。れーい』

『『ありがとうございましたー』』

　終礼の後、佐々木先生がアプリを終了させ、ノートＰＣに再び静寂が訪れる。

「……今度からはミュートにしておいた方がよさそうだな」

「うん。危機一髪だった……」

　ぐでー、とテーブルに同時に突っ伏す俺と枝折。その反動でノートが落ちたが、それを気にする余裕はない。

　脱力感溢あふれる中、ふと枝折と目が合った。

「…………」

「…………」

　数秒間の見つめ合いの後、俺達は同時に吹き出してしまう。

「くくくっ……思い出してみると、あの時の俺達焦あせり過ぎだよな！　ほら、文字とかめっちゃ震えてるし……あはははははっ！」

「ふふっ……玄関まで慌てて走っていく重音は、ちょっと面白かった」

「途中で躓つまずきかけたしな！　あわや大惨事だったわ」

　つい数分前までは気まずい空気に包まれていた我が家に笑い声が響き渡る。何がこんなにおかしいのか自分でもわからないが、とにかく笑いが止まらなかった。

　そして数分後、目尻に浮かんだ涙を指で拭いながら、枝折がふと、こう零こぼした。

「……重音とこうして笑うの、久しぶりかも」

「まぁ、話すらしてなかったからな……」

「うん。だから、重音の笑顔を見るのも、久しぶり。じー」

「おい、やめろ。そんなに凝視するな」

「やだ。じー」

「やめろ、マジでやめろ」

「重音、顔真っ赤になってる」

「人から見られるの慣れてねえんだからしょうがないだろ」

「ふふっ……」

　心の底から嬉うれしそうに微笑ほほえむ枝折。枝折の言葉じゃないけど、彼女のそんな顔を見るのは久しぶりだった。

　枝折の視線を手で遮りながら、俺は赤面を誤魔化すように声を張り上げる。

「も、もう授業も終わったし、そろそろ帰らないといけないんじゃないかっ？」

　しかし、枝折は荷物をまとめるどころか、立ち上がろうとすらしなかった。

「どうしたんだ？」

「あの、重音」

「何だよ」

「……もう少しここにいちゃ、ダメかな？」

「え？」

　逸そらしていた顔を、彼女の方へと慌てて戻す。

　そこには、仄ほのかに頰を染め、上目遣いでこちらを見てくる幼おさな馴な染じみの姿があった。

「重音と久しぶりにお喋しゃべりしたい、から……ダメ、です、か……？」

　遠慮がちに、彼女は言う。

　触れたら壊れてしまいそうなほどにびくびくする彼女の頼みを断るなど、俺にはできなかった。

「まぁ、まだ外も明るいし、少しだけなら……」

「ほ、本当っ？」

「まぁ、どうせ暇だしな……俺と話しても、楽しくねえかもだけど……」

「そんなことない。楽しいよ。だから、もっと重音とお喋りしたい」

　流石さすがに照れ臭いのか、枝折は目を逸らしながらそう言った。ちなみに、顔はさっきまでよりも赤く染まっている。

　まぁ、俺の方も、顔は赤くなっているだろうけど。

「じゃあ、まぁ……もうちょっとだけ時間潰すか」

「うん、うん……お話、しよう？」

「とりあえず紅茶の準備でもするか。すぐに用意するからここでちょっと待っててくれ」

「私も手伝う」

「枝折は客なんだから座ってていいって」

「ダメ。手伝わせて」

「ハイ」

　どうやら、押しが強いところは昔と何も変わっていないようだ。





★★★






「よかっっったぁぁぁー……」

　オンライン授業初日を終えて家に帰った私は自室のベッドに飛び込むや否いなや、肺の中の空気を全て吐き出す勢いで安あん堵どの息を洩もらしていた。

「どうなるかと心配だったけど、何とかなった……」

　重音は私が部屋に行くことを嫌がってたから、素っ気ない対応をされることぐらいは覚悟してた。……というか、実際、最初は結構素っ気なかった。

　でも、最終的には昔みたいに喋れたよ。ちょっとだけ、ぎこちないところはあったけど、それでも、ここ一年間の疎遠っぷりに比べたら、全然マシ。むしろプラスって言っても過言じゃない。

「勇気を出してよかったな」

　オンライン授業についての連絡をされた時、チャンスだと思った。

　重音と仲直りするためのチャンスになるかもしれない、って。

　だから勇気を振り絞って、重音に声をかけた。

　喉はカラカラに渇いてて、心臓は今にも爆発しそうで。

　──だから、重音が頷うなずいてくれた時、天にも昇る気持ちになっちゃった。

　正直、断られると思ってた。だって、ずっと避けられてたから。

「私、頑張ったよね」

　頑張ったよ、超頑張った。勇気を出せて偉いぞ私。

　……もちろん、嬉しいばかりじゃないんだけど。

「結局、どうして私を避けてたのかについては聞けなかった」

　悔しさを嚙かみ締めるように、枕をぎゅーっと抱き締める。

　重音との距離が開いちゃったその理由を、私は全く知らない。

　私が何かしちゃって、それで重音を怒らせたのか。

　思い当たる節なんてない、と思うけど……重音が私を突き放すだけの理由が、絶対にあるはずなんだ。

「オンライン授業がいつまで続くかわからないから……なるべく早く、その原因を探らないと……」

　もちろん、重音に直接尋ねるのは怖い。

　嫌われてるわけじゃないとは、思う、けど……もしかしたら、私が一緒にいることで、彼に何か迷惑をかけちゃってるのかもしれない。

　でも、聞かなくちゃ。

　自分に悪いところがあるなら、それを直して、できるだけ長く重音と一緒にいたいから。

　あんな、身が張り裂けそうになる思いをするのだけは、もう二度とごめんだ。

「頑張れ、私……頑張れ、おー」

　重音の本当の想おもいを知って、そして、昔みたいな関係に戻る。

　……ううん。今よりもっと、仲良くなりたい。

　そうしたら、きっと──

「手を繫つないだり、き、キスなんかしちゃったりして……〜〜ッ！」

　自室で一人、ベッドの上で悶もだえる私。

　妄想を現実にできるように、頑張らなくっちゃ。











第二章　その手の温ぬくもりは、とても身近で。









　この生活にも少しずつ慣れてきた頃。本日の授業も無事に終え、放課後となった。

「重かさ音ね。今日はお菓子を持ってきた」

「当たり前のように残ろうとするじゃん」

　枝し折おりは鞄かばんから菓子袋を取り出し、フフンと得意気に鼻を鳴らす。

　授業初日からというもの、枝折は放課後になっても家に帰ろうとせず、外が暗くなるまでは基本的に俺の部屋で過ごすようになっている。

「今朝、ここに来る前にコンビニで美味おいしそうなものを見つけたから。重音と一緒に食べたいなと思って」

「仮にも授業日に堂々と寄り道してきてんじゃねえよ」

　テーブルの上でばかっと開かれた袋の中から現れたのは、よくある薄塩味のポテトチップス。そういえばこいつ、結構ジャンクなの好きだったっけ。

「美味しそう……っ！」

　目をキラキラ輝かせる枝折に思わず苦笑する。

　と。

　突然、テーブルの上に置いていたスマホが震え始めた。

「？」

　ソシャゲのスタミナ回復通知か？　でも、通知系は全部切ってるはずだけど……。

　疑問を抱きつつ、画面を確認。

　表示されていたのは、一件のメッセージ受信通知だった。

「……小こ森もり？」

　この前のオンライン授業中に、俺と枝折の関係に勘付きそうになっていたクラスメイトだ。普段はムードメイカーとしてバカで明るい振る舞いをしているくせに妙なところで勘が鋭いとか、油断も隙もなさ過ぎるし。

　個人的には大分要注意人物だけど、そのフレンドリーさだけは少しだけ羨ましく思ったりする。どれぐらいフレンドリーなのかというと、クラス替え初日にクラスメイト全員と連絡先を交換するレベル。連絡先を交換するためにこんな俺にまで話しかけてきた生粋のコミュニケーション強者だ。

　そんな色んな意味で俺とは正反対な小森が、いったい俺に何の用なのか。

　思い当たる節がなさ過ぎるけど、とりあえずメッセージを開いてみる。

『やっほー。さねさねの家の棚にＣｏＧの最新作置いてあったけど、もしかしてさねさねってＣｏＧファンなん？』

　ＣｏＧ、正式名称『クール・オブ・ガン』は世界的に人気なＦＰＳゲームである。元々ＦＰＳが好きだったこともあり、俺も初代からプレイしている。

　ＣｏＧ好きであることは別に隠すようなことでもないので、素直に返信してみる。

『一応、初代からプレイしてる』

『ほんと？　ガチファンじゃん！　あたしは２からなんだけど、最新作の６が一番好きで激ハマりしちゃっててさー』

　意外だ。小森のような人間はＦＰＳなんかに興味を示さないと思っていたのに。

『ＣｏＧってマルチプレイもあるじゃん？　でも、あたしの周りにゲーム好きっていなくてさー』

『ＦＰＳは人を選ぶからな』

『そーそー。だからあんまり友達とかに勧められなくてー。そもそもみんなソシャゲばっかだし、やっぱりゲームは楽しんでもらいたいじゃん？』

　小森がゲームを布教する姿はそれはそれで見てはみたいけども。

『ま、友達のことは一旦置いといて。さねさね、今度一緒にＣｏＧやろうよ。一度でいいからＣｏＧのマルチしてみたかったんだよねー』

　女子からゲームのお誘いをいただいてしまった。

「どうすっかな……」

「どうしたの？」

「ああ、いや、メッセージが来てたからその確認をしてた」

　テーブルの対面から、ずずいっと枝折が身を乗り出してきた。その視線は俺のスマホに向けられている。

「誰から？」

「小森だよ。クラスメイトの」

「小森さん……どんな連絡だったの？」

「なんか、一緒にゲームしないかって。授業ン時に棚の中のゲームソフトが見えてたらしい」

「へぇ……ゲームのお誘い……小森さんと仲良かったんだ。ふーん」

「いや、一度も喋しゃべったことないぞ」

「でも、文面でさねさねって呼ばれてる」

「それについては俺も困惑してるところだ」

「嬉うれしそう。嬉しいんだ。ふーん」

　急に枝折が不機嫌になった。

「別に嬉しいとは一言も言ってないだろ」

「小森さんは可か愛わいいもん。可愛い子から誘われて、嬉しくないはずない」

「いや、可愛さで言うならお前も負けてないだろ」

「……ほえ？」

「お前、クラスメイト達からめちゃくちゃ人気じゃん。お姫様とか何とか言われて持て囃はやされてるし。小森も人気だし可愛いけど、可愛さならお前の方が勝ってると俺は思うけど」

「も、もういい、それぐらいで。わかった、わかったから」

　枝折ストップが入ってしまった。小森から誘われて嬉しいと思っているわけではないことはどうやらちゃんと伝わってくれたらしい。

　暑いのか、枝折はパタパタと手で顔を扇あおぎながら、

「えっと……それで、いつ遊ぶの？　もし邪魔になるようだったら、すぐ帰るけど」

「うーん……とりあえず保留かな。女子と二人きりでゲームなんてしたことないから、会話とか持たなそうだし」

　何を話せばいいのかそもそもわからないしな、と冗談交じりに笑っていると、枝折が真剣な面持ちでこう言った。

「じゃあ、私とゲームするのも、嫌……？」

「え？」

「私も、女の子だから……」

　そう言って、枝折は唇をぎゅっと結び、何かを期待するようにこちらを見てきた。

「別にいいけど、枝折ってゲームとかしたことあるっけ？」

「あんまりない、けど……重音と一緒にしてみたい。……ダメ？」

　顔色を窺うかがうような視線に、断る気力など湧くはずもなく。

　気付けば、俺は彼女に軽く頷うなずきを返していた。

「じゃあ、せっかくだし一緒にするか。このあとだと一時間ぐらいしかできないだろうけど、それでいいよな？」

「もっと長くても大丈夫」

「頼むから暗くなる前に帰ってくれ」

「むぅ……」

　俺と遊んでいたせいで夜道で何かトラブルに巻き込まれた、みたいになるのだけは絶対に避けたい。

「で、やるゲームについてだけど……どれがいい？」

「小森さんと話してたゲームはどれ？」

「え、ＣｏＧか？　あれＦＰＳだからゲーム初心者には難しいと思うけど……」

「やる。それがいい」

　確固たる意志を持って選んだご様子。頑固なところは昔とあまり変わらないらしい。

「じゃあ、ＣｏＧの協力プレイでもやるか。あれならちょうど二人プレイだしな」

　とりあえず小森に「機会があれば」と玉虫色のメッセージを送り、ゲームを準備する。

　俺はコントローラーの一つを枝折に渡しながら、

「それ、最近はほとんど使ってないから、途中で動かなくなったりしたらごめんな？」

「（こくん）」

　コントローラーを物珍しそうに弄びながら、枝折は無言で首を縦に振る。

　学校だけでなく家でも一人なので、基本的にはコントローラーは一つしか使わない。ならどうして二つあるのかというと、ゲーム機本体を買った時にスペアとしてもう一つ買っておいたからである。

「ええと、協力プレイを……って、枝折？」

　ふと横を見ると、モニターに流れるＣｏＧのオープニングムービーに釘くぎ付づけ状態の枝折の姿が。そういえば、ゲームはほとんどやったことがないと言ってたっけ。枝折と仲が良かった時もゲームに誘ったりはしなかったし、興きょう味み津しん々しんになるのも無理はないか。

　俺は彼女の肩を叩たたく。

「っ。ご、ごめんなさい。こういうの、あまり見たことがなくて……」

「いや、全然。ただ、操作方法とか確認しとかなくて大丈夫かなと思ってさ」

「見せて」

　取扱説明書を表示させたスマホを枝折に渡す。

　枝折は数秒ほどでスマホから顔を上げると、

「完全に理解した」

　中々の得意顔をこちらに向けてきた。

「……本当か？」

「ゲームの操作を覚えるぐらい造作もない。えっへん」

「そういうやつほど変な操作ミスするんだよな」

「ミスなんてしないもん」

「まぁ、プレイし始めれば噓うそか本当かはわかるし、別にいいけどさ」

「私の凄すご腕うでプレイで重音の鼻を明かしてあげる」

　やけに自信満々な枝折に一抹の不安を覚えつつ、協力プレイを開始する。

「ほら、敵が出てきたぞ」

「わっ、わっ」

　枝折はコントローラーとテレビを交互に見ながら、わたわたと慌て始める。

　そして銃を構えることすらできず、数秒足らずで敵に蜂の巣にされてしまった。

　枝折は目尻に涙を浮かべながら頰を膨らませると、

「……重音ぇ」

「さっきまでの自信はなんだったんだよ」

「どのボタンを押せばいいのかは頭で理解してる……けど、身体からだが追い付かない」

「そもそも押すボタンすら間違えてたけどな」

「……えっ？」

「銃を構えるのはＲ２ボタンだぞ。さっきのお前は×ボタンを押してただろ」

「？？？」

　操作方法を完全に理解したと言っていたくせにこの困り顔である。機械音痴なんだからかっこつけずに素直にわからないって言えばいいのに。

　このままじゃまともにゲームが進まないので、操作方法をちゃんと教えることにする。

「ちょっと貸してみろ」

「ひゃっ」

　彼女が握ったままのコントローラーに手を添えつつ、モードを協力プレイから一人プレイに切り替え、代わりにプレイしてみせる。

「銃を構える時はこうで、敵が近付いてきたらここのボタンを押すんだ」

　彼女と手を重ねたまま説明を加えながら、敵を次々撃破していく。

　このゲームはかなりやり込んでいるので、今更詰まったりすることはない。

「よし、これでトドメ、っと……」

　短いモードなので、五分足らずであっさりクリア。

「と、まぁ、こんな感じだよ」

　渾こん身しんのドヤ顔を決めてやろうと枝折の顔を覗のぞき込むと、何故なぜか彼女の顔は深紅に染まっていた。

「どうした？　もしかして、よくわからなかったのか？」

「ち、違う。あの、手が……」

「手？」

「コントローラー、触れて……うぅ……」

　口ごもる彼女の視線を追った先には、コントローラーの上で重ねられた二人分の手が。

　今の状況を認識した途端、彼女の温ぬくもりと柔らかさが伝わってきた。

「ご、ごめん」

　かなり失礼なことをしていたことに気付き、身体ごと慌てて離す。

　枝折はコントローラーを握ったまま、視線を彷徨さまよわせ始めた。

「こ、こっちこそ、ごめんなさい……」

　幼おさな馴な染じみとはいえ、流石さすがにデリカシーがなさ過ぎた。

　せっかくそこそこ喋れるようになってきたのに、このままでは元の木もく阿あ弥みだ。

「マジでごめん。ゲームに夢中になり過ぎた」

「あ、謝らなくていい。嫌だったわけじゃ、ないから……ちょっと、驚いただけ」

　よくわからないが、どうやら怒ってはいないらしい。

　反省を込めてもう一度謝罪しつつ、タイトル画面に戻る。

「操作方法は大丈夫そうか？」

「うん。重音が教えてくれたから大丈夫」
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「また蜂の巣にされたりしてな」

「重音なら守ってくれるって信じてる」

「……善処はするよ」

　幼馴染に頼られただけでやる気が出る自分自身のチョロさが悲しい。

　自分の分のコントローラーを握り、ゲーム再開。

「きゃっ……！」

　操作方法を手取り足取り教えたとはいえ、枝折は初心者。開始数秒で敵に囲まれてしまう。

　慌ててフォローに入るが、流石に二人用の敵を一人で殲せん滅めつすることはできず、ゲームオーバーになってしまう。

「あー……すまん。もっと早く援護に入ればよかった」

「ううん。私がだらしなかった。次はもっと上手うまくやる」

　どうやら枝折の心に火が点ついてしまったらしい。

「絶対にクリアしてみせる……っ！」

　やる気満々の彼女に苦笑しつつ、俺は協力プレイを再開した。







「……勝ったの？」

　苦節三時間弱。

　モニターにデカデカと表示される『Stage clear!!』の文字に、枝折は唇を震わせる。

　何時間も死んではやり直してを繰り返した結果の勝利。

　自分の勝利を信じられないでいる彼女に向かって、俺は親指を立てた。

「おう、俺達の勝ちだ」

「やった……やったっ！」

「おわっ」

　初めてのゲームクリアが心の底から嬉うれしかったのか、枝折は満面の笑みを浮かべながら勢いよく俺に抱き着いてきた。急に押し当てられた彼女の豊満な胸の柔らかな感触に、俺の身体は反射的に強こわ張ばってしまう。

「重音が教えてくれたから勝てた。嬉しい……っ！」

「そ、それはよかった、けど……し、枝折さん？」

「なに？」

「い、いや、ちょーっと、近過ぎるんじゃないかな、とか思ったり思わなかったり……」

「近過ぎる……？　……っ！」

　ようやく状況を把握した枝折は光のような速さで飛び退のいた。

「ご、ごめ、ごめんなさい。嬉しくって、つい……」

　枝折は真っ赤な顔を隠すように手を忙せわしなく動かしながら、言い訳を並べていく。

「だ、大丈夫。別に、嫌とか、そういうんじゃねえから……」

「そ、そう。嫌じゃないなら、よかった……」

「…………」

「…………」

　そして訪れる、気まずい静寂。もう何度目かもわからない。

「……あっ！」

　照れ臭そうに前髪を弄いじる枝折をちらちら見ながら時間が経たつのを待っていると、彼女が突然、驚いたような声を上げた。

「ど、どうした？」

「もう、こんな時間。そろそろ帰らないと」

　枝折に釣られて窓の外を見ると、すっかり暗くなってしまっていた。

「時間を忘れてゲームしちまってたからな……」

「でも、楽しかった。また、一緒にやってもいい？」

「もちろん。俺も楽しかったし、枝折さえいいなら、またやりたいかな」

「ん。じゃあ、約束」

「ああ、約束だ」

　子どものような約束に、お互いクスリと笑ってしまう。

「じゃあ、私、帰るね」

　枝折は慌てて荷物をまとめると、駆け足気味に玄関へと向かう。

　そして扉を開きながら……顔だけこちらに向け、こう言った。

「……また明日」

「ああ。また明日」

　枝折が遠慮がちに手を振りながら立ち去り、そして扉がゆっくりと閉まる。

　俺はしっかりと鍵を閉め、「枝折でもやれるようなゲームを増やしておくか」とか考えながらリビングへと戻る。

「……ん？」

　ふと、何かが視線の端を過よぎった。

　テーブルの上に置かれた銀色の物体。

　それは、一本の鍵だった。

「枝折の忘れ物か？」

　慌てていたせいで鞄かばんに入れるのを忘れてしまったのだろうか。相変わらず大切なところで抜けている幼馴染だ。

　これがなくては家に入れないだろうし、届けた方がいいだろう。まだそう遠くへは行っていないはず。走ればすぐに追い付ける。

「世話の焼けるやつだな……あれ、このキーホルダー……」

　変な表情のフグが描かれたキーホルダー。割と昔のものなのか、ところどころに傷が入ってしまっている。

　そのキーホルダーには、妙に見覚えがあった。

　記憶の泉に手を伸ばし、過去へ想おもいを馳はせてみる。




　──ずっと大切にするね。重音と一緒にいたいから、ずっと……っ！




「確かこれって、俺が昔、枝折にあげたやつ……？」

　小学二年生の頃だったか、三年生の頃だったか。枝折と彼女の父親、そして俺の三人で水族館に行った時。これを欲しがっていた枝折に、俺が少ない小遣いをはたいて買ってあげたものではなかったか。

「俺のプレゼントをまだ取っておいてくれてたのか……？」

　俺からのプレゼントだからまだ大事にしてくれてるのかな、なんて考えがふと頭を過ぎる。

「……流石にそんな都合のいい勘違いは気持ち悪過ぎるだろ」

　自分に辟へき易えきしていると、部屋のチャイムが鳴り響いた。

「枝折か？」

　忘れ物に気付いて戻ってきたのだろうか。

　キーホルダーを持ったまま玄関まで行き、扉を開く。

　そこには慌てた様子の枝折が立っていた。

「重音っ。私の家の鍵、見なかった？」

「あ、ああ。これだろ？」

　彼女の前に鍵を差し出す。

「テーブルの上に置いてあったから、ちょうど届けに行こうと思ってたんだけど……」

「ありがとう。失なくしたと思ってすごく焦あせった……」

　枝折は俺から受け取った鍵を、それはもう大事そうに握り締めた。

　俺は頰を搔かきつつ、彼女に問いかける。

「……なぁ、その鍵についてるやつ、なんだけど」

「キーホルダーのこと？」

「ああ。そのフグのやつって、もしかして……」

「うん。重音が昔プレゼントしてくれた、キーホルダー」

「だ、だよな」

　勘違いじゃなかったとわかり、つい胸を撫なで下ろしてしまう。

「見覚えはあったんだよ。でもまさか、まだ持ってくれてるとは思ってなくて」

「当たり前。捨てるなんて、絶対ない」

「でもそれ結構ボロボロじゃん。他の綺き麗れいなやつとかつければいいのに……」

「イヤ」

　枝折は即座に拒否の言葉を口にし、キーホルダーへ愛いとおしそうな目を向ける。

「だって、これは……重音がくれた、初めてのプレゼントだから」

　思い出を懐なつかしむような、柔らかな微笑ほほえみ。

　たった一人の幼馴染から放たれたそれは、俺の胸を高鳴らせるのに、十分な破壊力を宿していた。

「……重音？　どうしたの？」

　呆ぼう然ぜんとする俺の顔を心配するように、枝折は首をこてんと傾かしげる。

　俺は誤魔化すように手を大おお袈げ裟さに振った。

「あ、いや、その……大切にしてくれてるなら、いいんだ。ありがとう」

「どういたしまして……？」

　まさかお礼を言われると思っていなかったのか、枝折はきょとんとしてしまう。

　動揺してしまったこと、そして彼女の意外な反応のせいで気恥ずかしさが増してきたので、俺は彼女の肩を摑つかみ、玄関の外へと押し出した。

「と、とりあえず、忘れモンは渡したから。ま、また明日あしたな」

「どうして顔が赤いの？」

「あ、赤くなってなんかねえし！」

「噓うそ。トマトみたいに真っ赤っか」

「今日は暑いからかな!?」

「今日の気温二十度もないのに……？」

　枝折は呆あきれたような吐息を零こぼすと、

「ま、いいや。そういうことにしておいてあげる」

「なんか嫌な勘違いされてそうなんだけど」

「ふふっ。どうだろう。──じゃあ、また明日」

　ひらひらと手を振りながら、扉の向こうへと消えていく枝折。

　閉じた扉の前で突っ立ったまま、俺は朱に染まる頰を軽く抓つねった。

「……あっちぃ」





★★★






　家に帰って、いつもみたいにベッドに飛び込む私。

　誰も見てないから、隠さないけど……すっごく、頰が緩んでしまっています。

「重音と久しぶりにたくさん遊べた……っ♪」

　やったことないゲームだったけど、重音と二人で遊べたからすごく楽しかった。

　わからないところはちゃんと教えてくれたし……というか、操作方法とかを教えてくれていた時の重音、超かっこよかった。

　しかも、指を重ねちゃってたし。なんなら密着までしちゃってたし。

「ああいうことを無自覚でやっちゃうところ、ほんとずるいなぁ……」

　私の純情を弄ぶなんて……重音には少しは反省してほしいものです。

「それに、キーホルダーのこと……ちゃんと覚えててくれてた」

　重音に買ってもらったキーホルダー。

　疎遠になっていた時も、私と重音は繫つながってるんだって、私に自信と勇気をくれた大切なアイテム。すっかりボロボロになっちゃってるし、買ってもらったのは何年も前のことだからすっかり忘れられてると思ってたけど……重音はちゃんと気付いてくれた。

　この思い出は私だけのものじゃないって、安心させてくれた。

「……今思ってみれば、私の好きな人がくれたものだから、みたいな感じで告白に繫げられたかも」

　雰囲気も良かったから、絶好のチャンスになったかもしれないのに。

　でも、もう一度同じ場面があったとしても、きっと私は何も言えない。

　頭の中ではいくらでも大胆になれるのに。

「いつか、恋人同士になれる日が来るのかな……」

　それ以前の問題だとわかってはいるけれど。

　重音の特別になれるその日を、私は勝手に妄想してしまいます。











第三章　氷と女王と二人きりの夜道。









『では、教科書の四十ページから四十三ページまでを……桜さくら野のさん』

　そう言いながら、佐さ々さ木き愛まな美み先生は宝石のように美しい瞳を教科書に向けたまま、細く長い指でページ内の該当箇所をトントンと叩たたく。

　生徒の音読を涼しげな顔で聞きつつ、長い髪を搔き上げるその仕草は、彼女の美しさをより際きわ立だたせている。

　そんな彼女が担当する現代国語は、昼休み直後、一日で最も眠くなる時間帯に行われていた。

「く、ふぁ……」

　込み上げてくる欠伸あくびを嚙かみ殺し、目尻に浮かんだ涙を拭う。

　と。

　ズガガガガガガガガガ！　バンバンッ！　グワーッ！

『……今の音は何ですか？』

『あ、やべっ』

　突然鳴り響いた銃撃音。疑問に思った佐々木先生が目を細めた途端、一人の男子生徒（畑はた山やまとかいう名前だった気がする）が慌てた様子で手元の何かをバタバタと操作し始める。

　大方、オンライン授業だからとこっそりゲームでもしていたんだろう。で、その音がマイクに拾われてしまった、と。

『畑山くん。今は授業中です』

　教科書を開いたまま机に置き、カメラ越しに睨にらみを利きかせてくる佐々木先生。睨まれているのは現行犯である畑山だとわかっているのに、こちらまでもが睨まれているような錯覚に陥ってしまう。……まあ、カメラは一つしかないので、あながち間違いでもないのだが。

『あなたの身勝手で授業を中断することは許しません』

『す、すいません』

『そもそも授業中にゲームをするなど言語道断です。このことはあなたの保護者に報告させてもらいます』

『そ、そんな！　親に言うのだけは……ゲーム取り上げられちまうよ！』

『なにも問題ありませんね』

『た、頼むよ先生！　授業を止めたことは謝るから……』

『あなたがみんなから奪った授業時間は謝ったところで戻ってはきません。そして教師に対しては敬語を使うように』

『ぐぅっ……』

『話はこれで終わりです。授業を再開します』

　縋すがりつくような顔を浮かべる畑山をぴしゃりと制すると、佐々木先生は置いていた教科書を再び摑んだ。

『桜野さん。音読の続きを』

『は、はい』

　佐々木先生によって生み出された静寂を、教科書を読む声のみが泳いでいく。

　その途中、桜野の声が突然止まった。

『どうされました？』

『え、えっと……』

『わからないことがあるなら質問しなさい』

『は、はいっ。えっと、『レストランに集まった客から』の次に書かれている漢字は、どうやって読めば……』

『それは「ひんしゅく」と読みます。顰ひん蹙しゅくを買う、という言葉を聞いたことぐらいはありますよね？』

『は、はい。すいません』

『謝罪の必要はありません。授業中に質問をすることは当然の行いです。むしろ、質問をしたあなたの勇気を、わたしは称賛します。では、続きをどうぞ』

『は、はい！』

　さっきとは打って変わって、生徒に優しい言葉をかける佐々木先生。飴あめと鞭むちの使い方が上手うまいというか、純粋に面倒見がいいんだろう。若くて美人なのもあって、生徒達からの人気も高かったりする。

　その後、滞りなく授業は進み、終了のアラームが鳴り響いた。

『今日はここまでですね。各自、復習をしっかりしておくように。委員長、号令を』

『きりーつ、れーい』

『『『ありがとうございました』』』

　生徒達の言葉を最後に、佐々木先生によりアプリが閉じられる。

「重かさ音ね。眠そうだった」

　欠伸交じりに背伸びをしていると、枝し折おりがテーブルの向かいから話しかけてきた。

「長い文章を読んでるとどうしてもな。そういう枝折はどうなんだよ」

「私は佐々木先生の授業、好きだから。すごくわかりやすい」

「確かに」

　教師としては新人の部類に入るはずなのに、佐々木先生の授業は熟練の教師にも劣らないほどにわかりやすい。要点をまとめ、生徒が引っ掛かりやすいところは予あらかじめ伝え、その解決策まで提示する。まさに理想の授業である。

「それに、佐々木先生はかっこいい。憧れる」

　枝折から羨せん望ぼうの目を向けられる佐々木先生が、少しだけ羨ましく思えた。







「重音。今日は何する？」

　本日の授業が終わった後、何故なぜか帰り支度をせずに放課後の予定を確認してくる枝折さん。どうやら今日もすぐに家に帰るつもりはないらしい。

「あー……今日はこれから買い物に行かなきゃなんだよな。冷蔵庫の中身、空っぽだし」

「そうなんだ……」

　しゅん、と落ち込む枝折。

　その落ち込み様は、まさか俺と遊ぶことを楽しみにしてくれていたのか、なんて思ってしまうほどに深かった。

「じゃあ、私、帰った方がいいよね……」

　この世の終わりのような表情で枝折は帰り支度を始める。なんか何も悪くないのに罪悪感すら覚えてきた。

　ちら、とスマホを見てみる。まだタイムセールの時間までは少しある。

「……と思ってたけど、ちょっとだけゲームしたくなってきたな」

「ほんとっ？」

　ぱぁぁ、と枝折の顔に満面の笑みが現れた。いつでもクールなお姫様がこんなに無邪気な笑みを浮かべているのをクラスのやつらが知ったらどれだけ動揺するだろうか。

「じゃあ、じゃあ、このゲームがしたい。色んなミニゲームができる、パーティゲーム」

「オーケー。じゃあ、スゴロクモードはちょっと時間足りないから、ミニゲームモードで対戦でもするか」

「うんっ」

　買い物は急げば何とかなるしな。

　相も変わらず幼おさな馴な染じみからのお願いごとに弱い自分に悲しみを覚えつつ、俺はゲームの準備を開始した。







「はぁ……タイムセールにギリギリ間に合ってよかった……」

　ギッチギチに中身の詰まった買い物袋両手に自宅を目指して歩きながら、それはもう大きな溜ため息いきを洩もらす俺。

　枝折とのミニゲーム勝負。一時間だけの予定だったはずなのに、思っていたよりも白熱したせいで気付けば二時間ぐらいプレイしていた。時間が過ぎてしまったことを枝折からめちゃくちゃ謝られたけど、どっちが悪いとかいう話じゃないしなあ。しいて言うなら面白過ぎるゲームが悪い。

　──それにしても。

「食材はまあいいとして、お菓子は買わなくてもよかった気がする」

　一週間に一度しか買い物に行かないせいか、つい買い過ぎてしまった。今回なんか絶対にいらないであろうお菓子を何箱も買ってしまったし。……まぁ、大丈夫か。どうせ枝折が食べるだろ。

「……なんか、枝折がいるのが当たり前になってきたな」

　それがいいことなのか悪いことなのかはよくわからないけど。

　──と。

「……ん？」

　マンションの玄関ホール。その自動ドアの前で、一人の女性がスマホ片手に誰かと電話する光景が、ふと目に映った。

「佐々木先生？」

　最初は見間違いかと思ったけど、あれだけの美人を誰かと間違えるはずもなく。

「…………」

　プライベートな時間に知り合いと遭遇するのってなんか気まずい。

　ちょうど電話中のようだし、ここは見なかった振りをして通り過ぎるのがベストだろう。

　買い物袋を持ち直し、いざマンション内へ──

「文ふみ月つき君？」

　──隠おん密みつ虚むなしく呼び止められてしまった。

　この状況では流石さすがに無視をするわけにもいかない。

「ど、どうもー……佐々木先生ー……」

　頰をひくつかせながら彼女の方を振り返る。彼女はちょうどスマホを鞄かばんの中にしまおうとしているところだった。

「どうしてここに？」

「どうしてと言われましても、俺はこのマンションに住んでるので……」

「え、文月君、わたしと同じマンションに住んでいるの……？」

　なんか絶対に聞き逃してはいけないワードが飛び出してきたぞ。

「佐々木先生も、ここに住んでるんですか？」

「え、ええ」

「そ、そうですか……」

　……枝折がここから出て行くのを見られたりしてないよな？

「文月君？」

「あ、い、いえ、何でもないです」

　いかん、挙動不審になるな俺。余計な詮索をされたらどうする。

　動揺を隠すように、慣れない世間話を展開する。

「せ、先生はここで何をされてるんですか？　誰かと電話していたみたいでしたけど」

「……誤魔化すようなことでもない、か」

「？」

「家の鍵をね、失なくしてしまったの」

「えっ!?　それ、家に入れないのでは……？」

「ええ、まあ。だから、管理会社の人に連絡していたの」

　照れ臭そうに、事情を説明してくる佐々木先生。生徒達から女帝だの氷の女王だのと噂うわさされている、常にしかめっ面つらな女教師と同一人物とは思えなかった。

「まあ、あと一、二時間もすれば合鍵を持ってきてくれるらしいから、全然問題はないのだけれど……」

　そう言って、佐々木先生は自身の手元に視線をやる。そこには中身がいっぱいに詰まったレジ袋が。目を凝らして見てみると、中には多種多様なアイスクリームが確認できた。

「問題、ありそうですけど……アイスとか……」

「た、たまたまセールだったから買い過ぎちゃっただけで、普段からこんなにアイスばっかり食べてるわけじゃないんだからね？」

「はぁ」

　普段からたくさんアイス食べてるんだろうなぁ。

　先生は照れ隠しをするように咳せき払ばらいを挟むと、

「あなたの言う通り、アイスをどうすればいいのかで少し悩んでいるの。自宅以外で冷やすことなんてできないし……」

　合鍵が届くまでの間、喫茶店などで時間を潰すにしても、アイスを冷凍することはできない。今ここで食べるか、どこかで冷凍庫を確保しないと、アイスクリームは確実に溶けてしまうだろう。

　……はぁ。仕方がない。

「あの、これは提案なんですけど。そのアイス、うちで預かりましょうか？」

「え？　そ、そんな、悪いわよ」

「せっかく買ったアイスが溶けてしまうなんてもったいないですよ」

　と、そこでふと気付いた。

　先生がぽかんとした顔で俺をまじまじと見つめてきていることに。

「や、やっぱり、今のは忘れてください。出過ぎた真ま似ねでしたよね……」

「……ふふっ」

「え、今笑うところありました……？」

「いえ、ごめんなさい。慌てるあなたが少し面白くて」

　怪け訝げんな顔を向ける俺に、佐々木先生は笑いながらも謝罪する。
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「それに、まずいなんてことはないわ。あなたは親切心から言ってくれているんだもの。むしろ、その優しさに甘えるべきだとわたしは思います」

「えっと、つまり……？」

　先生は買い物袋を持ち上げ、中身を見せながら、

「冷蔵庫、貸してもらえる？」







「先生のアイス、冷凍室に入れておきました」

「ありがとう。……でも、お茶まで戴いただいてしまって、悪いわね」

　先生の買い物袋の中身を全て冷蔵庫に収納し、居間へと戻った俺を、佐々木先生は正座の状態で出迎えた。細く綺き麗れいな指は、俺が用意した紅茶のカップに添えられている。

　彼女のテーブルの向かいに座りながら、俺は言葉を返す。

「ちょうど賞味期限が近いものがあったので」

「……文月君はあれね、正直にものを言い過ぎるきらいがあるわね」

　そう言って、クスリと笑う佐々木先生。授業中とは違う柔らかな物言いに、調子が崩れてしまいそうになる。

「それにしても、文月君ってもっと淡白な子だと思っていたわ」

「まぁ、学校では誰とも喋しゃべりませんし」

「……もしかして、失礼なことを言ってしまったかしら？」

「いえ、俺に友達がいないのは事実なので、お気になさらず」

「そう。なら、謝罪はしないでおくわね」

　結構イイ性格してるなこの人。

「ぼっちな教え子に友達を作れとか言わなくていいんですか？」

「青春の過ごし方は人それぞれ。あなたが今の環境に満足しているのなら、わたしが口を出すのは野暮というものだわ」

　先生はそう言うと、柔らかく微笑ほほえんだ。

「……先生、授業してる時とキャラ違いません？」

「ごほぉ」

　ずっと抱いていた違和感を指摘すると、美女が盛大に咳せき込んだ。

「そ、そんなことないわよ？　わたしはいつもこうでしょう？」

「いや、先生が笑ったところなんて初めて見ましたし、何より授業中はいつも厳格なので会話の成立すら難しいですし」

「文月君って結構ズバズバものを言う子なのね……」

　ひくひくと頰を引き攣つらせる佐々木先生。やばい、少し口を滑らせ過ぎたか。

「そういうあなたこそ、学校にいる時とキャラが違う気がするわ。なんというか、とても柔らかくなっているような……」

「……気のせいじゃないですかね」

　先生からの指摘に対し、俺はやんわりとお茶を濁した。

　俺の中で何か変化が起きているとしたら、それは間違いなく枝折とのリモート生活が原因だ。あまり詮索されるわけにはいかないし、誤魔化すに越したことはない。

「ふぅん。まぁ、いいわ」

　佐々木先生は紅茶で唇を湿らせると、

「文月君って一人暮らしなのよね？　高校生で一人暮らしって大変じゃない？」

「最初は確かに面倒でしたけど、今はそうでもないです。好きな時に好きなものだけ食べられますし、何時に寝ても誰からも文句言われませんし」

「そう……でも、授業中にとても眠そうにされているわたしは、あなたに対してとてもとても文句を言いたい気持ちなのだけれど」

「……気付いてたんですか？」

「教師ですから当然です」

　なるべくポーカーフェイス且かつ欠伸あくびは嚙かみ殺すように努力していたのに、まさか全部バレていたとは。教師おそるべし。

「でも、まあ、オンライン授業で気が緩んでしまう気持ちもわかるわ。叱責されたとしてもそれは所詮画面の向こう側。緊張感に欠けるもの」

「俺はオンライン授業、嫌いじゃないですけどね。早起きしなくて済みますし」

「学生はそうでしょうね。でも、わたし達社会人からすると、仕事とプライベートの境界線が曖昧になってしまうから、あまり好ましくはないのよ」

「はぁ。そういうもんですかね」

「あなたも大人になったらわかるわ」

「わかりたくない……」

　俺が相当げっそりとした顔をしていたのか、佐々木先生は小さく吹き出した。

　と。

「あら、電話が。ちょっと失礼するわね」

　スマホを耳に当てながら、玄関の方へと向かう佐々木先生。数分後、安あん堵どしたような表情で戻ってきた。

「管理会社の人が到着したみたい。部屋の前で待っているから鍵を取りに来てほしい、と言われたわ」

「じゃあ、冷蔵庫に入れてたやつを取ってきますね。先生は先に玄関まで行っておいてください」

「ええ、わかったわ」

　キッチンへと移動し、先生の買い物袋へ商品を入れ直していく。

　パンパンに詰まった袋を持ち、いざ玄関へ。

「何から何までありがとう、文月君」

「感謝の言葉とか要らないんで、次のテスト範囲とか教えてくれませんか？」

「いいから受け取っておきなさい。大人になったら、誰かに感謝されることなんてそうそうないんだから」

「さっきからことある毎ごとに大人の辛つらさを突きつけられるな……」

「ふふっ」

　先生は俺から袋を受け取り、扉を開く。

「じゃあね、文月君。明日の授業で居眠りしないように、今日は早めに寝ること。いいわね？」

「善処します」

「欠伸一回につき課題を一つ増やしましょうか」

「九時には寝ます」

「いい返事です。じゃあ、また明日あした、オンライン授業で」

「はい。また明日」

　ひらひらと手を振る佐々木先生の姿が、閉まる扉で遮られる。

　部屋に一人残された俺は扉に施せ錠じょうしながら、ふと一言。

「……たまには早めに寝るか」







「──ということがあってさ。昨日は久しぶりに九時に寝たんだよ」

　そして翌日。

　早寝のおかげで居眠りすることなく一日の授業を終えた俺は、今日も枝折のために紅茶を用意しながら、昨日の件について彼女に話をしていた。

「早起きできたから、アイスを食ったんだよ。しかも先生がくれた結構お高めのやつ。いやぁ、美味うまかったな……」

「ふぅん……」

「なんだよ」

「佐々木先生と仲良くしたんだなーって」

「ただ冷蔵庫を貸して少し雑談しただけだぞ」

「重音がそう思うならそうなんでしょうねぇー」

　めちゃくちゃ不機嫌になっていた。なんなら口調まで崩れてしまっている。

　うーん、今の話の中で、何か引っ掛かる点でもあっただろうか……あ、もしかして。

「なるほど、そういうことか」

「な、なに？」

「お前の分のアイスも貰もらっておくべきだったよな。ごめん」

「重音のばか」

　渾こん身しんの罵倒をいただいてしまった。どうやら違ったらしい。

　これ以上突つつくとさらに機嫌を損ねられかねないので、話題を変えることにした。

「にしても、夕方になって急に降ってきたな」

　窓の外では大粒の雨が大量に降り注いでいる。ゲリラ豪雨というやつだろう。夕立と言ってもいいかもしれない。別にどちらでも構わないけど。

「お前、傘とか持ってきてんのか？」

「……降るとは思ってなかったから、持ってきてない」

　そこまで不機嫌さを引っ張るつもりもなかったのか、枝折は普通に返事をしてきた。

「そもそも、こんなに雨が激しいと。傘を差してても濡ぬれちゃいそう」

「確かになぁ」

「……帰れないなら、泊まろうかな」

　枝折の小さな、本当に小さな呟つぶやきを俺は聞き逃さなかった。

　すかさずツッコミを入れる。

「普通にダメだろ」

「でも、昔は互いの家によくお泊まりしてた」

「そん時は両親もいたろ。年頃の男女が二人でお泊まりなんて……何かあったらどうするんだ」

「私が泊まったら、重音は私に何かしちゃうの？」

　枝折渾身の上目遣い。思わず心臓が跳ねてしまう。

　俺はさっと視線を逸そらし、

「……とにかく泊まりはダメだ」

「誤魔化した」

「誤魔化してない」

「……じゃあ、雨が止やむまで、ここにいさせて。ダメ？」

「まあ、この雨じゃ帰れねえしな……」

　傘を貸すから豪雨の中帰れ、なんて言うほど鬼ではない。……枝折と過ごす放課後を簡単に手放すというのも、なんか嫌だし。

「雨が止むまで時間を潰すとして、何をする？　ゲームでもするか？」

「今日はゲームの気分じゃない」

「じゃあてきとーにテレビでも観みながら駄だ弁べるか。リモコン、リモコンは……」

　ぐるりと部屋を見渡してみる。お探しの品は、枝折の後ろに置かれていた。

「枝折。そこのリモコン取って」

「ん」

　枝折からリモコンを受け取る。なんか、今のすごく夫婦っぽかったな。

　……いやいやなに考えてんだよ。夫婦とか、烏お滸こがましいにもほどがあるだろ。

「重音、顔が赤い」

「き、気のせいだよ」

「……怪しい」

「あ、怪しくなんてねえよ!?」

「…………もしかして、スカート、捲めくれてた……？」

　なんかとてつもない誤解が発生している気がする。

「違う。そういうんじゃないから。こっちの話だから。とりあえずお前のパンツとかは見えてないから。そもそもこっちからじゃ捲れてたとしても見えないから」

「そ、そう」

　早口で捲まくし立てたおかげか、どうやら枝折は納得してくれたらしく、それ以上は何も追及してこなかった。

　余計な詮索をされたくないので、強引に話の軌道をひん曲げる。

「そ、それより、枝折は何か観たいやつとかあるかっ？」

「なんでもいい」

「じゃあてきとーにニュースでも点つけとくか」

　テレビを点けると、ちょうど気象予報士が今週の天気について説明している場面が映し出された。

「うわ、今週ずっと雨なのか。洗濯物干せねえじゃん……」

「部屋干しじゃダメなの？」

「部屋干しすると部屋が狭くなるんだよ……」

　肩を竦すくめ、溜ため息いきを吐つく。そこでふと、ヘアピンで前髪を留めようとしている枝折の姿が目に映った。

「何してんの？」

「前髪を上げてる。テレビが観えにくいから」

「ふーん。鬱陶しいなら切ればいいのに」

「人と目が合うのが、嫌だから」

　そういえば、枝折は生粋の人見知りだった。学校でも基本的には他人を避けているし。

「でも、今は俺がいるじゃん。俺と目が合うのはいいのかよ」

「重音とならいい」

「えっ」

「……い、今のはなし。何でもない」

「いや無理だろ……」

　そっぽを向きながら無理難題を押し付けてくる枝折さん。その顔は林りん檎ごよりも真っ赤に染まってしまっている。

　もしかしたら、枝折は俺のことを──思わず、そんな想像をしてしまう。

　それがただの思い込みだとわかってはいるのに。

「（特別扱いされたのかと一瞬でも思っちまったのが馬鹿みたいだな……）」

　今なら、前髪を上げた枝折の新鮮な姿が見放題なのに、俺は何故なぜか彼女の方へ視線を向けることができずにいた。







　気付くと、雨は上がっていた。

「そ、そろそろ帰れるんじゃねえか？」

「……うん」

　軽い背伸びの後に立ち上がり、枝折は荷物をまとめ始める。返事の際、彼女がとても嫌そうな顔をしていたように見えたのは気のせいだろうか。

「じゃあ、また明日」

　鞄かばんを肩に下げ、枝折は玄関へと歩いていく。

　すっかり見慣れた光景だ。このまま彼女は扉を開き、家へと帰っていく。そして俺はこの部屋に一人残され、夕食の準備を始める。

　いつも通りの光景だ。

　だが、この日は、いつも通りとはいかなかった。

「……まだ、帰りたくないな」

　ドアノブに手をかけながら、ふと、枝折はそんな呟きを洩もらした。

「え？」

「あ、えと、その……違くて。もう暗いから、送ってもらえたらな、というか……なんというか……や、やっぱり、忘れて」

　帰りたくない、と枝折は言った。

　でも、彼女はそれを誤魔化した。

　もしかしたら、枝折はまだ話し足りないのかもしれない。

　だけど、素直にそれを伝えるのは恥ずかしくて、だから誤魔化したのかもしれない。

「じゃ、じゃあ、また明日──」

「あー……ちょっと、まぁ、待て」

　そそくさーっと帰ろうとする枝折を呼び止める。

「な、なに？」

「実はですね、まだちょっと話し足りないなー、とか思ってたり……外も暗くて一人だと危ないし、送るついでにもう少しだけ話したいなー、みたいな……」

　はっきりと言えない自分の気弱さが嘆かわしい。

　おどおどしていてキモイとか思われてないだろうか、と彼女の顔をちらりと見やる。

「い、いいのっ？」

　なんか凄すごく喜んでいた。

「お、おう。お前さえよければ、だけど……」

「うん、うん。もちろん。むしろ、私からお願いします」

「おっけー。じゃあ、上着取ってくるから、ちょっと待っててくれ」

　リビングに上着を取りに行き、羽織りながら玄関へと戻ってくる。

「お待たせ。じゃあ、行くか」

「うん。……気を遣わせちゃって、ごめん」

　やっぱりバレていたか。

　でも、お前のそんな顔が見たくて気を遣ったわけじゃないんだよ、俺は。

「別にそんなんじゃねぇよ。だから謝るな」

「……ん。ありがとう」







　雨上がりの夜道。湿った道路が街灯の光を反射し、夜なのに若干眩まぶしい不思議な空間。

　そんな神秘的な道を、俺と枝折は並んで歩く。

　肩を並べ、互いに歩幅を合わせながら。

「重音とこんな時間に外を歩くの、久しぶり」

「お前の我わが儘ままに付き合って夜遅くまで公園で遊んで以来かもな」

「お父さん達に、たくさん怒られた記憶」

「俺は親父おやじから拳げん骨こつくらってたっけか」

「痛そうだった」

「あの時は頭が割れることを覚悟したな。拳骨ってより兜かぶと割りだぜ、あれ」

「ふふっ」

　とても平和な時間だ。

　昔に戻ったようで、心が落ち着く。

「……そういえば、重音はいつも、帰る時に手を繫つないでくれてた」

「ごほぉ」

　落ち着いていたはずの心が一瞬で乱れた。

「……子どもの時の話だろ」

「重音の方から繫いでくれてた」

「そ、それは、帰り道が暗くて一人じゃ歩けない怖い帰れないとか言ってお前が泣き散らすから、仕方なく……」

「そ、そんなに情けなく泣いてない。ちょっと怖がってただけ」

「いいや泣いてたね。なんなら怖がり過ぎてて帰る時はずっと俺にくっついてたね」

「そ、そんなことまで思い出さなくていい……っ！」

　ムキになる枝折を見ていると、昔に戻ったような気持ちになった。

　確か昔もこんな風に、二人でやいのやいのと言い合いながら、家に帰ってたっけ……。

「ま、流石さすがにもうあの時みたいにはならないだろ。互いに高校生なんだしな」

　高校生になって、枝折は俺の手の届かない存在になっちまってる。なんでもかんでも昔みたいに、とはいかないだろう。

「…………」

　枝折からの返事がなかったので、つい彼女の方を振り返る。

　少し後ろで、彼女は立ち止まっていた。

　暗いから、表情は窺うかがえない。

　でも、震えているのだけ、わかった。

「枝折……？」

「夜道が怖いって、私が言ったら……どうする？」

「ど、どうする、って……」

　つい、言葉がしどろもどろになってしまう。

　こいつは俺に何を求めているんだ。手を繫いでほしいのか？　恋人でもないのに。そもそも俺なんかに手を繫がれてこいつは迷惑じゃないのか。お前は気にしないかもしれないけど、今の俺達が手を繫ぐっていうのは、そういう関係に見られてしまうかもしれないってことなんだぞ。全然、釣り合っていない俺たちが──。

　そんなことを考えながら、彼女の顔をチラ見する。

　めちゃくちゃ赤かった。

　頰はおろか、耳の先まで真っ赤になった幼おさな馴な染じみが、そこには存在していた。

「…………」

　期待半分、不安半分の眼まな差ざしが俺に向けられる。

　正直、枝折のためにも、ここは拒否するべきだとは思う。

　でも、枝折と手を繫ぎたい、と思ってしまう自分もいる。

　枝折に頼まれたからしょうがなく、という理由も揃そろっている。

　……こうやって言い訳を探すところが、卑ひ怯きょうなんだろうな。

「夜道が怖いなら、まぁ、しょうがないんじゃねぇかな」

　彼女の顔は見なかった。

　ただ、手だけを摑つかんだ。

　小さく、そして柔らかな手を包み込む。たったそれだけのことなのに、心臓は爆発しそうになっていた。手汗がすごいとか、思われなければいいけど。

「重音の手、あったかい」

「そう言うお前の手は少し冷たいな」

「知らないの？　手が冷たいのは、心があったかい証拠」

「なんだそれ」

　枝折の手の感触を意識してしまうあまり、つい心にもないことを言ってしまう。

　俺達はただの幼馴染でしかなく、それ以上でもそれ以下でもない。

　だから、特別な感情なんて抱くはずもなく、彼女を意識してしまうことに特別な理由なんてものは一切存在しない。

　するはずが、ないんだ──。











第四章　二人きりで過ごす夜。









　今日も今日とて授業を終え、放課後を迎えた俺達だったが、窓の外では凄すさまじい勢いの暴風雨が街を包み込んでいた。

「雨えっぐ……」

「大雨暴風警報が出てるみたい」

「そりゃこんだけ強けりゃ警報ぐらい出るわな……」

　枝し折おりは俺が用意した紅茶のカップを手で摩さすりながら、窓の方を眺めている。

「傘は持ってきたんだけど……」

「まさかこんなに降るとはなぁ」

　前回の反省を生かし、今回はちゃんと傘を用意してきたみたいだけど、この雨じゃ傘があるとはいえ、流石に帰るのは難しいか。

「当分止やみそうにないし、どうするかなぁ」

「重かさ音ね。一つ提案」

「はい。枝折くん」

「明日は休日。だから今日はお泊まり会」

「却下」

「酷ひどい……」

「いや前も断っただろ。何で二度目ならいけると思ったんだよ」

「前回よりもお泊まりに適した状況だったから……」

　枝折の言うとおりではある。

　外は大雨、しかも暴風。ところにより洪水になる可能性もある。

　そんな中、彼女に帰れとは言いづらい。そもそも傘があったところで、暴風のせいでまともに歩くことすら難しいだろう。

　というか、そもそも、ただ幼馴染が家に泊まるだけなんだし、そこまで意識する方が逆におかしいんじゃないのか？　枝折が泊まったところで、別に何かが起きるわけでもないんだし。

「……帰り道で怪け我がされても困るしな」

「つまり？」

「お泊まりを許可します」

「やった」

　枝折はぐっ、と嬉うれしそうに両手を握る。

「重音とのお泊まり、久しぶり」

「互いの家に泊まったりしてたの、小学生ぐらいまでだったもんな」

　夜遅くまでボードゲームをしたり、一緒に風ふ呂ろに入ったり……いや、この記憶は思い出さなくていいやつだ。

「まぁ、泊まりが決まったところで、一つ決めなきゃならないことがある」

「今日の夜ご飯？」

「それも決めなきゃだけど、もっと大切なことだ」

　俺はベッドを指差しながら、

「どっちがベッドを使うか、だよ」

「重音の部屋なんだから重音が使っていい」

「俺は床でいいよ。客用の布ふ団とんもあるし」

「客用なら、私がそっちを使う。ベッドは重音が使うべき」

「遠慮なんてしなくていいって。こういう時ぐらい甘えとけよ」

「わかった。なら、ベッドを一緒に使──」

「俺がベッドを使えばいいんだよな!?」

　なにかすごくまずいことを言い出しそうだったので、慌てて討論を打ち切る。

「…………」

「何でちょっと不服そうなんだよ……」

「そこまで露骨に拒否されると、ちょっとショック」

「お前が訳のわからないことを言おうとしたせいなんですけどねえ」

「むぅ……」

　リスのように頰を膨らませる枝折の頭に軽く手刀を落としつつ、俺は肩をすくめる。

「どこで寝るかの話はこれで終わりだ。俺は風呂を沸かしてくるから、お前はその準備でもしといてくれ」

　もう言い合いするつもりはないのか、枝折は素直に頷うなずきを返してきた。







「着替えがない」

　枝折とのお泊まり開始から三十分後。

　風呂が沸いたところでその問題は浮上した。

「え」

「急なお泊まりだったから……」

「それもそうか……じゃあ、俺の部屋着でも使うか？」

「えっ」

　俺の心に無限ダメージ。

「……今のは聞かなかったことにしてくれ」

「ち、違う、動揺しただけ。嫌じゃない。むしろ嬉しい。重音の部屋着、借りたい」

　びっくりするぐらい気を遣われていた。その証拠にめちゃくちゃプラスな言葉を並べられている。やはり俺は死んだ方がいい人間なのでは？

　折れそうな心を何とか支えつつ、声を絞り出す。

「ぶかぶかのシャツと短パンでいいか……？」

「（こくこくこくっ！）」

　首が飛んでいくんじゃないかってほどに頷きを返された。いっそのこともう殺してほしい。

「あ、でも、下着は流石にねえから、そこは我慢してくれ」

「持ってるとか言われたらむしろドン引きするところだった」

　本気の引き顔で枝折はそう言った。

　ベッドの下に備え付けられている引き出しから部屋着を取り出し、枝折に渡す。

「俺が持ってる中で一番サイズの小さいやつ選んだから、これ使ってくれ」

「ん、ありがとう」

　俺から部屋着を受け取ると、枝折はこちらに背を向けた。風呂場に行くのかなと思い、引き出しを閉めながら観察していると──

「ふふっ」

　──枝折は俺の服を抱き締めながら、とても無邪気な笑みを零こぼした。

「……枝折さん？」

「っ!?　な、何でも、何でもない。お、お風呂、先に、もらう」

　風のような速さで脱衣所へと駆け込む枝折。

　今、明らかに俺の服に顔を埋うずめてたよな？

　もしかして……服から変な臭いでもしてたんだろうか？　生乾き臭的な。いや、それだけならまだいいけど、洗濯下手だと笑われたのかも……。

「……考え過ぎか」

　とりあえず今後は消臭効果の強い洗剤を使うようにしよう──そんなことを考えている最さ中なか、ふと、俺は気付いた。

「あ、バスタオル渡してねえ」

　なんという失態。このままでは枝折は風呂上がりに身体からだを拭くことができない。

　引き出しからバスタオルを取り出し、慌てて脱衣所へと向かい、扉を開く。

「枝折っ。すまん、バスタオル忘れ──」

　この時、俺はノックという大発明のことを完全に失念してしまっていた。

「……え？」

　扉の先にいたのは、当然ながら枝折その人である。

　だが、いつもと違い、彼女は衣服を身に着けていなかった。

　正確には、下着を脱ごうとしているところだった。

　張りのある胸にまず視線が釘くぎ付づけになる。同年代の女子と比べても大きい……というか、いつもよりも大きく感じる。俺が思っていたよりも枝折は着やせするタイプなのかも。

「ぁ……ぇ……」

　枝折の顔は驚きから羞恥へとその色を変えていく。口はわなわなと震え出し、目尻には涙が浮かび──

「か、重音……？」
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　──枝折の声を聞き、俺はようやく我に返った。

「ご、ごめんっ！　ば、バスタオル忘れてて！　ん、んじゃあっ！」

　バスタオルを脱衣所に投げ込み、光の速さで扉を閉める。

　そして扉に背を預けたまま、ずるずるとその場に座り込む。

「し、枝折のはだ、はだはだはだか……」

　やっちまった……わざとじゃないとはいえ、裸を見てしまうなんて最低だ。でも、彼女の裸が目に焼き付いちまって、頭の中から一向に消えてくれない。

「昔と全然違った……」

　幼い頃に枝折と一緒に風呂に入ったことはある。でも、それはあくまでも互いに身体が成長していないガキの頃の話だ。今回とは状況が違い過ぎる。

　凄すさまじい、破壊力だった。

　目に入ったのは一瞬だけ。しかし、頭からはずっと離れてくれない。完全に焼き付いてしまっている。

「どんな顔して枝折と話せばいいんだよ……」

　頰を焼き焦がすほどの熱が、そう簡単には引いてくれそうになかった。





★★★






　湯船に身体を沈め、ほうと一息。形容しがたい心地良さが全身を包み込む。

　でも、私の意識はお湯の気持ち良さではなく、羞恥の方へと向けられていた。

「うぅ……恥ずかしい……」

　お風呂に入る直前。ちょうど下着を脱ごうとしていたところを、よりにもよって重音に見られてしまった。

　完全に油断していた。

　思い出すだけで、身体が燃えるように熱くなる。

「不意打ちは、卑ひ怯きょうだよ……」

　見られてしまったものは仕方ないけど、恥ずかしい気持ちを消すことはできない。むしろ、忘れられるものなら早く忘れてしまいたい。それぐらい、重音に裸を見られたのは凄すごく恥ずかしかった。

　うう、恥ずかしい。恥ずかしい……けど、それ以上に──

「あんな重音、初めて見たかも……」

　普通に照れるのとは少し違う。

　異性に対してのみ向けるような、明らかな動揺。

「私のこと、意識してくれてるのかな……」

　本人に直接聞いてみないとわからない。

　知りたい。重音が私のことを、どう想おもってるのか。

　でも、それを聞く勇気なんて……私にはない。

「重音のばか……」

　いつまでも私の心をざわつかせる幼おさな馴な染じみに想いを馳はせながら、私は湯船に顔を沈めてぶくぶくとお湯を鳴らす。

「……身体、洗お」

　じゃぶじゃぶと水音を鳴らしながら湯船を出る。

「重音と同じ、シャンプー……」

　お泊まり自体は小学生の時に何回もしてるから、同じシャンプーを使うことが初めてってわけじゃない。

　でも、この年にもなると、流石さすがに意識しちゃうわけで……重音と同じ香りに包まれる自分がどうしようもなく嬉しくて、つい顔がにやけちゃう。

「……ふぅ」

　シャンプーを洗い流して、洗顔も終わらせて。

　次は身体だ──そう思っていたんだけど、

「あれ……ボディソープ、なくなってる……」

　かしゅかしゅ、とポンプを何度も押してみるけど、返ってくるのは虚無だけ。浴室内の棚を見てみても、ボディソープの替えはどこにもない。

「ど、どうしよう……」

　このままじゃ身体が洗えない。

　ボディソープの替えがどこにあるのかもわからない。

　……私が取れる選択は、一つだけ。

「うぅ……」

　恥ずかしい。すごく恥ずかしい。

　でも、身体を洗えないままでいるわけにもいかない。

「か、重音……」

　震える喉に気合いを入れ、もう一回。

「重音！」

　騒がしい足音と脱衣所の扉が開く音。

　浴室の扉にうっすらとした影が映った瞬間、彼の声が聞こえてきた。

『ど、どうした!?』

　見えているのはシルエットだけ。

　でも、目の前に重音がいる。私は今、裸なのに。

　扉を挟んでいるとはいえ、ちょっと……ううん。かなり恥ずかしい。

「あ、あの……ボディソープ、なくなってるみたいで……」

『え。……あ、そういえば昨日使い切ってたんだった……ま、待ってろ。すぐに詰め替え用持ってくるから』

「う、うん」

　足音が遠ざかっていき、数十秒後。重音が戻ってくる。

『持ってきたぞ。こ、ここに置いておくからな』

　扉の前にボディソープを置いて、離れようとする重音。

「待って」

　そのままにしておけばよかったのに、私はつい、彼を引き止めてしまった。

『な、なんだよ』

　それは自分自身に言ってやりたい。

　でも、引き止めたからには何か言わなきゃ。

　うーん、うぅーん……。

「……一人だと寂しいから、話し相手になってほしい」

『この状況で!?』

「……ダメ？」

『いや、別にいいけど……でも、その前にボディソープ受け取ってくれよ。後ろ向いておくから』

「ん」

　重音が後ろを向いたのをシルエットで確認したところで、ゆっくりと扉を開く。

　大きな背中が、目の前にあった。

　重音はこっちを見ていない。それはわかってる、けど……今、裸のまま彼と一緒の空間にいるこの状況があまりにもイレギュラー過ぎて、心臓が爆発しそうなほどに脈打ち始める。

　何かの間違いで彼がこっちを向いたら、全部見られてしまう。

　……その時、彼はどんな反応をするのかな？

「っ！　あ、ありがとう」

　ボディソープを手に取って、素早く扉を閉める。

　何を考えてるんだ私は。本当に何を考えてるんだ。のぼせちゃってるんじゃないの？

『お、おう。で、話し相手になってくれ、ってことだけど……』

　居心地悪そうに声をしぼませる重音。

　私はボディソープをスポンジに沁しみ込ませながら、

「……なにか面白い話をしてほしい」

『なにその地獄の要求!?　絶対に嫌なんだけど！』

　落ち着け私。せっかくこうして二人きりで話せる状況ができたんだ。もっとこう、こういう時にしかできないような話をするべき。

「……じゃあ、私から質問するから、それに答えてほしい」

『まぁ、それぐらいなら……』

　さて、何を聞こうかな。

　こういう時にしか聞けないこと……重音の好きな人、とか？

「……あ、あの、あのあの」

『ん？』

「えっと、その……か、かさ、ねの……」

　好きな人を聞くだけなのに、口が言葉を紡つむいでくれない。

　──私じゃない人の名前を答えられたらどうしよう。

　そんな不安が、私から勇気を奪ってしまう。

『枝折？』

　聞け。聞くんだ。

　重音の好きな人を──

「……す」

『す？』

「好きな食べ物は何ですか……」

『え、ラーメンだけど』

　ああもう、私の意気地なし。

「……ごめんなさい……もう何でもないから一人にしてもらってもいい……？」

『暴君が過ぎる！』

「しくしくしく……」

『何で泣いてんの!?』

「シャンプーが目に入って……」

『子どもかよ……』

　子どもみたいに怖いものなしだったらどれほどよかったか。

　お風ふ呂ろから上がるまでの間、私は情けない自分に涙を流し続けていた。
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「よっし、三章クリアー。ナイス連携だったぜ、枝折」

「ん」

　夕飯後に行った、枝折とのゲーム。

　今回俺が選んだのは、世界的に有名な射撃系ＦＰＳ。迫りくるゾンビを撃ち殺しまくる例のアレだ。

「しっかし、酷ひどいラスボスだったな。攻撃よりも驚かせてくる系のドッキリばっかり仕掛けてくるなんて。どういう設計なんだよって感じ」

「ん……」

　一応ホラーの部類に入るゲームではあるが、本筋はあくまでも銃撃戦だ。なのにこちらの恐怖心ばかり煽あおってこようとしてくるのはどういう了見なのか。

「どうする？　このまま続きやるか？」

「んー……」

「枝折？」

　さっきからやけに声が間延びしている。覇気もない。これはまさか……。

「もしかして眠いのか？」

「ん……おなかも、いっぱいだから……」

　風呂で身体からだは温まり、夕飯で胃袋は満たされている。夕方頃にもゲームを数時間プレイしているし、睡魔が訪れる条件はこれでもかというほどに揃そろい踏みだ。眠くなるのも無理はない。何より時間は既に零時を回っている。

「じゃあ今日はもう寝るか。布ふ団とんの準備をしておくから、先に歯でも磨いてこいよ」

「歯ブラシ、ない……」

「洗面台の下に新品があるから。好きなの使ってくれ」

「ん……」

　寝ね惚ぼけ眼を擦こすりながらふらふらと洗面所へと向かう枝折。彼女の覚おぼ束つかない足取りが見ていてとても冷や冷やするが、まあもう高校生だし心配なんて不要だろう。

　テーブルを折り畳み、壁に立てかけ。スペース確保のために荷物やら何やらを軽く片付け、押し入れから取り出した予備の布団をドスンと置く。枕と掛布団を敷布団の上に運んだところで、枝折が洗面所から戻ってきた。

「お帰り。布団の準備は終わってるから、先に寝てていいよ。俺は歯を磨いてくる」

　欠伸あくびを嚙かみ殺す枝折の横を通り抜け、洗面所へと向かう。

（あの感じだと、戻った頃には爆睡してそうだな）

　しゃこしゃこと歯を磨きながら、眠たげな枝折に想おもいを馳はせる。思い返してみれば、枝折は昔から夜には弱かった。零時前には何度も欠伸をし、その数分後には俺に寄り掛かりながら夢の世界へ。そして寝落ちした彼女を俺の親がベッドに引きずっていく……というのがお泊まりの時のお決まりだったっけ。

（懐なつかしいなぁ）

　口の中を水で濯すすぎ、口元をタオルで拭う。寝てる間に洗濯機でも回そうかと洗濯籠に視線をやると、そこには枝折の下着が。ということは、枝折は今、部屋着の下には何も……いや、深くは考えまい。

「……明日あいつに洗濯させよう」

　幼おさな馴な染じみとはいえ、同級生の下着を洗うのは流石さすがにハードルが高すぎる。そもそも洗い方すらわからないし。

　悶もん々もんとした気持ちのまま、洗面所から居間の方へ。枝折はすっかり布団の中に潜り込んでしまっていた。足はおろか、頭すら見えていない。

「もう寝たのか？　寝てんなら電気消すぞ」

「…………」

　反応はない。きっと爆睡をかましているんだろう。勝手にそう決めつけ、消灯する。

「おやすみ」

　聞こえているはずのない呟つぶやきを残し、俺はベッドへダイブ。布団に潜り込み、大きな欠伸を零こぼす。

「明日は何しようかな……」

　枝折と二人で過ごす休日。外に出るのはだるいから、またゲームでもしようかな。今度はパーティゲームとかいいかもしれない。二人しかいないけど。

「ねむ……」

　睡魔が瞼まぶたを閉じさせる。身体の力も抜けていく。あと数分もしない内に、俺は夢の世界へ連れ込まれることだろう……。

　そう、思っていた矢先。

「重音。起きて。重音」

「ふがっ」

　激しい揺れが俺の身体を襲う。あまりの衝撃に意識は覚醒。瞼を開くと、枝折が闇の中で俺のことを見つめていた。

「な、何してんだ？」

「一緒に寝てほしい」

　この幼馴染は何を言っているのだろうか。

「意味わかんないんだけど、え、なに、一緒に寝てほしい？」

「（こくん）」

「何故なぜ……？」

「さっきのゲーム。ボスが、怖かった」

「確かにそうだな。それで？」

「怖かった」

「……ふむ」

　しばし、考える。

「もしかして、怖くて一人じゃ寝られませーん……ってこと？」

「……そ、そういう言い方も、ある」

　ふいっと視線を逸そらされた。

「そうか。でも、お化けなんていないから安心しろ。じゃあ、おやすみ」

「やだ。無理。一緒に寝る。一緒じゃないと眠れない」

　俺の突き放しも何のその。枝折は勝手に布団を捲めくり、強引に潜り込んできた。

「ちょっ、おい！　何勝手に入ってきてんだよ！」

「お願い。眠ろうと努力したけど、無理だった。重音と一緒なら、眠れるはず」

「いやダメだろ。普通にダメだって」

「昔は一緒の布団で寝たりしてた」

「ガキん時の話だろ！」

　あの時とは互いの精神年齢も肉体年齢も違うのだ。下着を身に着けていない、薄いシャツ一枚の枝折に布団の中で密着されたら、俺の理性がどうなってしまうか……考えたくもない。

「お願い、重音。今日だけ、一緒に寝させてほしい」

　縋すがるような枝折の瞳。無視することなど、俺にはできなかった。

「……まぁ、ホラーゲームを選んだのは俺だしな」

　溜ため息いきを洩もらしながら、布団を持ち上げる。

「今回だけだからな」

「ん……ありがとう」

　微笑ほほえみと共に枝折は布団の中に身を滑らせる。

　そしてそのまま、俺の腕の中にすっぽりと収まってきた。

「……え、背中向けて寝るんじゃねえの？」

「すぅ……すぅ……」

「寝るの早くね？」

　規則的な吐息、そして穏やかな寝顔。完全に寝入っている。これが怖くて一人じゃ寝られないと言っていた者の姿か……？

　──というか。

「胸が押し付けられてて落ち着かねえ……」

　シャツ越しとはいえ、ノーブラである。柔らかく、そして豊満な胸が俺の理性を刺激していた。……やっぱり布団に戻してやろうか。

「おい、枝折……」

「むにゃむにゃ……」

　あまりにも無邪気な寝顔に、つい脱力してしまう。

「はぁ……まぁ、いいか」

　どうしようもないことをいつまでも気にしたってしょうがない。逆に役得と思うことにしよう。

　彼女の小さな身体を軽く抱き寄せ、ゆっくりと瞼を閉じる。

「おやすみ、枝折」

　こんな状況で眠れるわけがないと思っていたが、不思議と、その日はいつもよりも眠りが深かった。











第五章　騒がしいクラスメイトは、ピザを片手にやって来た。









「ふわぁ……」

「さっきから何度も欠伸してるけど、大丈夫か？」

「うん……夜中に何度も目が覚めちゃって……」

　枝し折おりが俺の部屋に泊まった翌朝。

　俺が淹いれたミルクティーのカップを両手で摑つかんだまま、枝折は寝ね惚ぼけ眼で欠伸を零していた。眠気のせいで自分の姿にまで目がいかないんだろう。ぶかぶかの部屋着のたるんだ襟元から肩ががっつり出てしまっている。

「ねむぃ……」

「……どうでもいいけど、もっとしゃんとしろよ」

「だってねむいんだもん……」

　子どものような返答をしつつ、再び欠伸する枝折。

　さっきよりも服は開はだけており、角度によっては胸が半分ぐらい見えてしまっている。正直なところ、かなり目のやり場に困る。

「つーか、何でそんなに眠そうなんだよ。俺よりも早く寝てただろ」

「んぅ……かさねといっしょにねるの、おちつかなくて……」

　それはどっちの意味なんですかね枝折さん。

　良い意味なのか、悪い意味なのか。良い意味だったら素直に嬉うれしいけど……悪い意味だったら、少し、傷付く。

　俺のもやもやなど知る由よしもない枝折は寝惚け眼を擦こすりながら俺のシャツの裾を摑み、上目遣いでこちらを見上げてきた。乱れた襟元からガッツリ胸の谷間が見えてしまい、俺は思わず目を逸らしてしまう。

「かさねは、ちゃんとねむれた……？」

「ま、まぁ。自分ン家ちだし……」

「どきどきしなかったの……？」

「お前は何を言っているんだ」

　いくら寝惚けているからと言って勘違いしてしまいそうなことを言うのは本当にやめてほしい。ほんと、マジで、やめてほしい。

　枝折は俺のシャツを摑んだまま、自分のお腹なかを手で摩さする。

「おなかすいた……」

「……そりゃまあ、もう昼だしな」

　時刻は既に十二時を回っている。爆睡していたせいで朝は何も食べてないし、腹が減るのも当然だろう。

「なんか作るか……って、冷蔵庫空っぽなんだった」

「おなかすいた……」

　眠気と空腹で頭が回っていない枝折は、完全におなかすいたｂｏｔと成り果ててしまっている。

　そんな彼女を苦笑混じりに眺めつつ、俺はこの状況を打破する手段を提案する。

「しょうがない。出前でもとるか」

「やったぁー……」

「なんかリクエストとかあるか？」

「んぅ……ピザがたべたい……」

「了解。てきとーに頼んでおくから、その間に顔でも洗ってこいよ」

「うんー……」

　ナマケモノのような速度で洗面所へと歩いていく枝折。

　割と本気で眠そうだし、一緒に寝るだけで睡眠時間を奪ってしまうなら、次からは布ふ団とんで寝てもらった方が良さそうだ。

　まぁ、それはともかくとして。

「ピザか……食うの久しぶりだな。何を頼むか」

　愛用している出前アプリを開き、ピザのラインナップに目を通す。

「そういえば、枝折はチーズ好きだったっけ」

　チーズを使ったピザはたくさんあるけど、どれがいいとかよくわからないのでとりあえず『大人気！』と書かれていたものを注文してみることに。

　注文を完了したところで、枝折が洗面所から戻ってきた。

「おかえり。ピザはこっちで頼んだから」

「何を頼んだの？」

「五色チーズのシーフードピザ。枝折、チーズ好きだったろ？」

「重かさ音ねが好きなものでよかったのに」

「いいんだよ俺は。別に何でも食えるし。つーか、一応お前は客なんだから遠慮なんてしなくていいよ」

「……そっか。うん、じゃあ、お言葉に甘えます。ありがとう」

　枝折はやんわりとした笑みを浮かべながら、お礼の言葉を口にする。

「それで、ピザが届くまで、何するの？」

「あー……特に決めてないや。三十分ぐらいみたいだし、なんかゲームでもするか？」

「（こくん）。じゃあ、前にやったパーティゲームがいい。今度は、負けない」

「まあ勝つのは俺なんですけどね」

「絶対負けない……っ！」

　闘志の炎を瞳に宿す枝折を手で制しながら、俺はゲームの準備を始めた。







「はい、これで十連勝」

「……目にゴミが入ってたせいでよく見えなかった。ノーカン」

「その言い訳もう四回目だからな」

　子どもみたいな言い訳をする枝折をからかっていると、部屋のチャイムが鳴り響いた。

「お、来たかな？」

　立ち上がり、インターホンの受話器を手に取る。

「はいー」

『こんちゃー。ピザーレでーす』

　受話器越しに聞こえてきたのは、若い女性の声。営業用なのか、不思議と明るい気持ちにさせてくれる声だ。

「はーい。すぐ行きまーす。……じゃ、ちょっと行ってくる」

「いってらっしゃい」

　枝折に見送られるがまま、財布を手に取りいざ玄関へ。

　チェーンを外し、鍵を開錠。ドアノブを捻ひねり、扉を開く。

「はいはい、お待たせしましたよ、っと……」

「こんちゃー。ピザーレでー……って、さねさねじゃん」

「え？」

　やけに聞き覚えのあるニックネーム。というか、俺のことをそうやって呼ぶやつなんてこの世に一人しかいない。

　恐る恐る、配達員の顔へ視線をやる。

　ポニーテールにまとめられたライトブラウンの髪、そしてぱっちりとした目つき。髪色のせいか、はたまた顔つきのせいか、全体的に明るい雰囲気を感じさせる。配達員のくせに何故なぜか制服ではなくラフな私服を身に着けている──そんな少女。

　赤の他人、などではない。

　見覚えのあり過ぎる彼女の名前を、俺はつい口にしてしまう。

「な、何で小こ森もりがこんなところに……」

「唯ゆい奈なでいいってば。つか、どうしてとかウケる。見ての通り、ピザ届けに来たに決まってんじゃん。あたし、実は出前のバイトしてんだよね」

「ウチの高校、バイト禁止じゃなかったっけ……？」

「もち、内緒でやってる。あ、このことは先生とかに言わないでね？　あたし、結構このバイト気に入ってるから」

「は、はぁ」

「つか、ここってさねさねの家なんね。ウケる。配達先が偶然同級生の部屋とか初めての経験なんだけどー。あ、はいこれピザね。千二百円になりまーす」

「え？　あ、お、おう……」

　流されるがままにピザの代金を支払わされる。

　それだけでは終わらず、小森はぴょんぴょんと跳ねながら俺の部屋を覗のぞき込もうとしてきた。

「ねぇねぇさねさね。せっかくだし部屋に上がってもいい？　つーか、一緒にＣｏＧやろうよＣｏＧ。前に約束してたっしょ」

「ま、待て待て待て。どうしてそんな話になる？　それ以前の問題として、今お前バイト中なんじゃねえのかよ！」

「あたしは出前だけだから。さねさねが注文したお店、ウチが登録してる会社と提携してんの。バイトってより個人事業主って感じ？」

　なるほど。だから制服を着ていなかったのか。

　小森はピザの箱を俺に押し付けながら、

「まあ、そんな感じだから次の注文来るまでは暇なんだよね。だからさねさねの部屋に上がらせてー。ゲームしよー。おじゃましまーす」

「いやいやいやちょっと待ってちょっと待ってお願いだからちょっと待って」

　強引に部屋に入ってこようとする小森の肩を慌てて摑む。今こいつに侵入されるとかなりまずい。だって、部屋の中には枝折がいる──っ！

「今度、今度やろう！　今日はちょっと立て込んでて……ゲームどころじゃないから！」

「え、なになに忙しいの？　もしかして部屋の片付けしてる感じ？　いいよ、あたしが手伝ってあげる。これでも掃除とか得意なんだよね」

「片付けじゃなくて……そ、そう！　勉強！　勉強してんだよ！　だからゲームはできないんだ！」

「マジ？　勉強してんの？　休みの日に？」

「そ、そうだよ」

「すご、さねさね超えらくない？　そういえば成績よかったよね。こういう小さな努力がさねさねの成績を支えてるってコトかー。あ、じゃあじゃあ、ついでにあたしに勉強教えてよ。今度の小テスト、わかんないトコがあってさー」

　コミュニケーション能力の化身か何かかこいつ!?　何でこんなに拒否してんのに一歩も退ひかねえんだよ！

　とにかくこいつを部屋に入れるわけにはいかない一心で外へと追いやろうとするが、何故か一歩も動かなかった。こいつの体幹どうなってんの!?

「い、いいから今日は帰ってくれ……」

「えー♪」

「何で嬉しそうなんだよ……っ！」

　何を考えてるのかわからない小森にツッコミを入れる──と。

「重音。さっきから何やってるの？」

　戻ってこない俺を心配したのか、枝折が部屋の奥から姿を現した。
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「あ、ダメだ枝折、こっちに来ちゃ……」

　慌てて枝折を押し戻そうとするが、時すでに遅し。

　小森は目を見開きながら、驚きの声を垂れ流し始めた。

「え？　うそ、常とき坂さかさん？　どうしてさねさねの部屋に常坂さんがいんの？　つか、枝折って呼び捨て……？」

「お、終わった……」

　バレた。ついにバレた。枝折と一緒にいるところを、ついにクラスメイトに見られてしまった。しかもよりによって、クラスの中心人物である小森に。

　……いいや、まだ諦めるには早い。俺はともかく、枝折の今後の高校生活だけは守らねば。交渉だ。交渉するしかない。

「こ、小森。頼む、このことは、他のみんなには……」

「あ、もしかしてワケありな感じ？　オッケー、じゃああたしだけの秘密にしとく」

「そ、そうか……え、今なんて？」

「あたしだけの秘密にしとく。だいじょーぶ、あたしこれでも結構口は堅いから」

　お口チャックの身振りをしながら、小森は無邪気な笑みを浮かべる。

「だから、何でここに常坂さんがいるのかあたしに教えてよ──さねさね♪」

　断るなんて選択肢はなかった。

「……お入りください」

「おじゃましまーす！」

　脱いだ靴を律りち義ぎに並べ、部屋の奥へと走っていく小森。

　そんな彼女の背中を眺める俺に、枝折はぽつりと一言。

「……ど、どういうこと？」

「俺が聞きてえよ……」







「で、何で常坂さんがさねさねの部屋にいんの？」

　三人分のお茶を用意し、全員がテーブルを囲んだ瞬間、小森は何の躊躇ためらいもなく爆弾を全力で投げ込んできた。

「…………」

「……俺が説明するよ」

　不安そうにこちらを見てくる枝折に代わり、小森に事情を説明する。

　俺と枝折が幼おさな馴な染じみの関係にあること。

　オンライン授業を受けるために、枝折が俺の部屋に通うようになったこと。

　大雨洪水警報のせいで家に帰れず、仕方なく俺の部屋に泊まったこと。

　余すことなく、全てを小森に打ち明けた。

「なるほどね」

　小森は腕を組み、顔を顰しかめると──

「つまり、二人は付き合ってるってコトでオーケー？」

　俺と枝折の口からお茶が噴ふん出しゅつした。

「けほっ、こほごほごほ！」

「ま、待て。どうしてそうなる!?　ただの幼馴染だっつったろ！」

　咳せき込む枝折の背中を手で摩さすりつつ、小森に抗議の声を上げる。

「え？　だって常坂さんはさねさねの部屋に通ってるんしょ？　いくら幼馴染だからってそんなことしないって普通」

「いや、ただの幼馴染だけどマジでそんな関係になってんだって」

「え、マジで付き合ってないの？　マジ寄りのマジで？」

「マジ寄りのマジで」

「……うっそ。さねさね、実は二次元にしか萌もえないタイプ？」

「めちゃくちゃ失礼だなお前」

　確かに漫画やアニメは好きだけど、俺の好みは普通に三次元だ。触れもしない二次元の女に恋心を抱けるほど、俺の心は次元を超越してはいない。

「ごめんごめん。とにかく、二人はまだただの幼馴染ってことね。オーケーオーケー」

「含みのある言い方すんな。今後もずっとただの幼馴染だっつの」

「……ふぅん」

「常坂さんは不服そうだけど」

「こいつはいつもこういう感じだから」

「重音のばか」

　罵倒と共にそっぽを向く枝折。俺の言葉のどこがそんなに気に入らなかったんだよ。完璧なフォローだっただろうが。

「へぇ……ふむふむ、なるほどちゃん。そういうことね」

「そしてお前は何を理解した気になってんだよ小森」

「いやいや、青春ですなぁって思っただけっしょ」

「意味わからん……」

　枝折といい小森といい、女子ってのは何を考えてるのか皆目見当がつかない。これが女心というやつだろうか。うん、一生わかる気がしねえ。

　俺にジト目を向けられながら、小森はお茶を一口。

「ふぅ……まぁ、常坂さんがさねさねの部屋に通ってることぐらい、普通に気付いてたけどね」

「はいはい。出たよ実は知ってましたアピール。いいってそういうの」

「いや、これはマジだよさねさね」

「……説明をお願いしても？」

「オンライン授業の初日だったっけ？　二日目だったっけ？　どっちでもいいけど、さねさねと常坂さんの家のチャイムが同時に鳴ってたっしょ？　そん時、さねさね達は偶然だーって誤魔化してたし、みんなも納得してたけど、あたしはお見通しだったかんね。そんな偶然そうそうあるわけないし」

　小森はぴしゃりと言い放つ。

　何も考えていないように見えて、結構敏さといなコイツ。

「あー……その、なんだ。できれば、このことは内緒にしてもらいたいんだけど……」

「もちろん。つか、内緒にしてあげるってさっきも言ったっしょ？　そんなにあたし信用ならない？」

「いや、信用なるならない以前に、どうしてそう、秘密にすることをあっさり承諾してくれるのかがわからないんだけど……」

「あたしも学校に黙ってバイトしてるし」

　小森はテーブルを指で突つつきながら、俺から枝折の方へと視線を移動させる。

「でも、さねさねがどうしても心配になるっていうなら、交換条件を出してあげよう」

「交換条件？」

「そ。さねさね達の秘密を内緒にする代わりに、常坂さんと仲良くしたいなーって」

「……それだけでいいの？」

　無邪気な笑顔の小森に対し、困惑の表情を浮かべる枝折。わかる、痛いほどわかるぞその気持ち。陽キャって何考えてるかわかんねえよな。

「もち。だって常坂さん、誰とも喋しゃべんないしさー。こうやって条件でもつけないとお近付きになれなそうじゃん？」

「誰かと話すのは苦手だから……」

「にゃるにゃる。さねさねと同じ感じなんね。納得納得」

　マジで失礼だなコイツ。

「まあ、それぐらい気にしなくていいよ。話すの苦手ぐらい欠点でも何でもないし。むしろそういうところもひっくるめて、あたしは常坂さんとお友達になりたいっしょ」

「でも、あなたみたいなユーモア溢あふれる人の友達なんて、私に務まるとは……」

「務まるとか務まらないとか固い固い！　もっとフランクにいこうよー」

「あなたみたいに？」

「そーそー！　難しく考えててもいいことないなーい！」

　小森は自分の手をぎゅっと握りながら、

「それに、合うとか合わないとか、そんなのはつるんだ後に決めればいいことっしょ。つーか、あたしはいつもそうしてるよ？　上辺だけでわかることなんて、一つもないしー」

　そう言って、小森はテーブルから身を乗り出し、手を差し出してくる。

「二人の秘密を盾にするようで悪いけど、とりあえず今日からあたしたちは友達ってコトで！　あ、さねさねとはすでに友達だったっけ」

「ゲームする約束してただけだろ」

「うん、だから友達じゃん。何か間違ってる？」

「……ソウデスネ」

　陽キャ怖いよ、超怖い。距離感バグり過ぎてるよ。

「というわけで、友情の握手しよ！　つか、そういえばこの後また別の用事あるから、そろそろ帰らないといけないし」

「…………」

「枝折」

「……わかった」

　おっかなびっくりといった様子で、枝折は小森の手を握る。

　瞬間。小森は枝折の手を両手で握り返しながら、

「よろしくぅ！」

　満面の笑みで声を張り上げた。当然、枝折はたじろいでしまう。肉食獣に怯おびえる草食獣を見ている気分だ。なんだこれ。

「じゃあ、一緒にゲームするの、いつにするかは後で連絡するから！　さねさねは既読スルーしないよーに！」

　いそいそと荷物をまとめ、素早く立ち上がる小森。しかし何かを思い出したのか、玄関へ向けていた足をすぐに止めた。

「そだそだ。常坂さんに一つ言い忘れてた」

「なに？」

　小森は枝折の傍そばまで歩み寄ると、耳元で何かを囁ささやき始めた。

　数秒後、枝折の顔が真っ赤に染まった。

「っ!?　な、なんっ……気付いて……っ!?」

「あはは。常坂さんって意外とわかりやすいにゃーん」

　枝折の動揺っぷりから、またなにか余計なことを言われたんだろうと推測はできるものの、囁き声が小さかったので何を言ったのかまではわからなかった。後で枝折に聞いてみるか。教えてくれるかどうかは知らないけど。

「んじゃま、今度こそお邪魔しましたー。また来るねー」

「ナチュラルに再来訪の予約をするな──ってもういねえ！　足速はえぇ！」

　流石さすがは出前のアルバイターといったところか。大きな荷物を抱えているくせにかなりの俊足だった。帰宅部のくせに陸上部顔負けの速さである。

「はぁ……嵐のようなやつだったな……」

「ん……」

「で、小森から何を言われたんだ？」

「な、何も言われてない」

　明らかに噓うそだ。そもそもの話、俺は彼女達のやり取りを目まの当たりにしているし。

　だが、枝折が言いたくないなら、わざわざこちらから掘り返す必要はあるまい。下手なことをして嫌われたくはないしな。

「ふぅん……ま、いいや。じゃ、せっかく届いたし、ピザでも食おうぜ」

「冷めちゃってるけど」

「……切り分けてからレンジでチンするか」

　次は絶対に他の店でピザを頼もう。

　騒がしいクラスメイトの顔を思い浮かべながら、俺はそう決意した。







　そして夕方。

　ついに枝折が家に帰る時間がやってきた。

「お世話になりました」

　昨日の服を身に着けた枝折が、玄関先でお辞儀をする。

　割と濃い時間を過ごしたせいか、あっという間に一日が過ぎていった気がしてしまう。

「結局、服は洗濯してやれなかったな。すまん」

「い、いい。自分の服ぐらい、自分で洗えるから」

「そっか」

　枝折がそう言うなら、何も問題ないのだろう。気を遣うだけ損というものだ。

「お泊まり、凄すごく楽しかった」

「俺は大変だったけどな」

「重音は本当に素直じゃない……」

「ほっとけ」

　彼女の前だとどうしても素直になれない。なんというか、本当のことを言おうとすると背中がくすぐったくなる。

「また、泊まってもいい？」

「……考えておく」

「ん、楽しみにしてる」

　枝折は荷物を抱え直し、にこりと笑う。

「お邪魔しました。また、授業日に」

「おう」

　もう何度目かもわからない見送り。枝折も慣れてきたのか、俺が手を振り返す前にさっさとエレベーターの方へと去っていってしまう。

　扉を閉め、居間へと戻る。

　テーブルの上に置かれた二人分のカップ。

　朝に枝折が自分の身体からだに巻いていた、ふかふかの布ふ団とん。

　そして、枝折と食べたピザの入れ物。

　枝折がこの部屋で生活した痕跡が、そこかしこに散らばっている。

「……楽しかったな」

　もし俺が枝折と釣り合う人間だったら、こんな楽しさが当たり前の日常を手に入れられていたのかもしれない。

「まぁ、俺にはこれぐらいがちょうどいいのかもしれないけど」

　こんな生活が毎日続いたら、きっと俺は耐えられない。

　だから、そんな夢物語は考えないようにしよう。

　俺が枝折と釣り合う人間になれる日なんて、来るはずがないのだから。











第六章　不器用なリモート通話。









　とある休日。

　朝の内に部屋の掃除を終わらせ、ベッドの上に寝転がりながら、タブレットでライトノベルをぼけーっと流し読みしていた時のことだった。

「ん？」

　タブレットをベッドに放り、枕元で振動するスマホを手に取り、画面をちらり。そこには一件のメッセージ通知が。

「枝し折おりから……？」

　メッセージアプリを起動し、内容を確認。そこにはただ一言、こう書かれていた。

『リモート通話がしたい』

「どういうこと……？」

　要領を得ないメッセージだ。もしかしてオンライン授業で使ってるアプリで通話をしたいって意味なのか？　そもそもあいつの家にWi - Fi環境はないんじゃなかったのか？

　たくさんの疑問が浮かぶが、考えても答えは出ず。さてさてどうしたものかと頭を悩ませること約十秒。

「よし、電話しよう」

　わからないことは直接聞くに限る。枝折の番号に、迷うことなく電話をかけた。

　ワンコール目で繫つながった。

『もしもし』

「重かさ音ねだ。メッセージの件だけど……あれどういうこと？」

『どういうことと言われても……リモート通話がしたい、としか……』

「電話じゃダメなのか？」

　遠距離で話したいなら電話でも問題ないはず。

　しかし、俺の疑問に対し、枝折はぴしゃりと言い放った。

『ダメ。アプリを使って、リモートで会話したい。もちろん、カメラ付きで』

「そもそもWi - Fi環境ないんじゃなかったっけ？　どうやってリモート通話するんだよ」

『小こ森もりさんからてざりんぐの方法を教えてもらったの。てざりんぐを使えば、Wi - Fi環境がなくてもリモート通話ができるんだって』

　確かに、その方法ならWi - Fi環境がなくても通話は可能だ。テザリングには制限があるから、あくまでも一時的な通話なら、だけど。

「わかったわかった。それで、アプリは何を使うんだ？」

『授業でいつも使っているのと同じもの。それ以外、使い方はわからないし……』

「おっけー。俺はいつから準備すればいい？　やることは終わってるから、いつでもいいぞ」

『じゃあ今から。すぐに準備する。リンク、送るね』

「ほいほい」

　通話を切り、ベッドから立ち上がる。リモート生活初期の頃と比べると、枝折とも割と自然に話せるようになった。何日間もあいつと二人で過ごしてるんだから、当然っちゃあ当然なのだろうけど。

「っとと、早く準備しなきゃだな」

　ノートＰＣをテーブルに置き、リモートアプリを起動。枝折から送られてきていたリンクから、ミーティングルームに参加する。

　数秒の読み込みの後、画面いっぱいに枝折の姿が表示された。いつもの私服と違う、シャツとスカートというラフな姿の彼女。つい、意識してしまう。

　枝折はカメラを見つめながら、前髪を弄いじっていた。他にも衣服を整えたり、肌の調子を確かめたり……どうやら、ノートＰＣのモニターを鏡代わりに使っているようだ。そして俺が部屋に入ってきたことにはまだ気付けていない、と。

　身だしなみを整える彼女を観察するのも一興ではあるが、流石に気の毒なので声をかけてみる。

「枝折。全部見えてるぞ」

『……っ！』

　真っ赤な顔で何かを訴えかけてくる枝折さん。しかし、その声はこちらに全く届いていない。

「ミュートになってるから何も聞こえない」

『っ！　……っ！』

　枝折が覚おぼ束つかない様子でマウスを操作し、ようやくミュートが解除される。

『……ど、どこから見てたの？』

「枝折が前髪を整えてたところから」

『〜〜〜っ！　も、もっと早く、声をかけてほしかった……』

「カメラをオフにしてから前髪を弄ったりすりゃよかったんじゃね」

『……その発想はなかった』

　やはり天然か。まぁ、外出時とかによくやるけどな。路駐してる車の窓とか店のガラス窓を鏡代わりに使うの。

　これ以上からかわれたくないのか、枝折は咳せき払ばらいを一つ挟むと、

『それで、問題とか、ない？』

「ああ。特に声が遅れてたりとかはしてねえよ」

『そう……ふふん。これでもう私はリモートマスター。機械音痴とは言わせない』

　得意げに鼻を鳴らす枝折。とても可か愛わいらしい。

　彼女が今回リモート通話をゴリ押ししてきたのは、これが理由なのだろう。自分一人の力だけでリモート環境を整えられた。それを俺に自慢したい。だけど電話だとその感動をしっかりと伝えられない。そうだ、リモート通話を提案してみよう──みたいな。

　なんともお可愛いことこの上ない……が、一点、気になることがある。

「ということは、もう俺の部屋に来る必要がなくなったってことか……？」

　枝折が俺の部屋に通っているのは、自宅にオンライン授業を受けられるだけの環境が整えられていないから。テザリングとはいえ、リモート環境を整えられている今、俺の部屋に通う理由は存在しない。

　もしそうなったとしても、元の関係に戻るだけだ。だから別に何も気にすることなんてない。ないはずなんだけど……。

『重音の部屋には、まだ通うことになると思う。てざりんぐは有限だから、毎日の授業に使うには容量が足りない、って。……それに、重音の部屋に行けなくなるのは嫌だから』

「え？」

『な、何でもない。とにかく、重音の部屋はまだ使わせてもらうと思う』

「そうか……」

　枝折との関係はまだ続けられる。

　そのことに、どこか安あん堵どしている自分がいた。

『どうしたの？　頰が緩んでる』

「べ、別に緩んでねえし」

『もしかして、私がまだ部屋に来るとわかって、安心した？』

　めちゃくちゃニヤニヤしていた。俺をからかえるからと調子に乗っているのだろう。

　だが、そうは問屋が卸さない。俺はやられてばかりの男ではないのだ。

「ああ、安心したよ。お前用のお菓子がまだたくさんあるからな。あんなにたくさんのお菓子、俺一人じゃ食べ切れそうにないし」

『い、いつもそんなに食べてるわけじゃない』

　大食いだと思われるのが嫌だったのか、枝折は頰を膨らませる。いや、多分これは嫌がってるんじゃなく恥ずかしがってるんだ。彼女の顔が朱に染まっているのがカメラ越しでも見て取れる。

　俺は恥ずかしがる枝折に笑みを向けつつ、

「とりあえず、さっさと雑談にでも移ろうぜ。せっかくリモートで通話してんだし」

『（こくん）。あのね、この前、駅前に新しく喫茶店ができたんだけど……』

　最初に喫茶店の話が出てくるって……やっぱり食べるの好きなんじゃねぇか。







　俺達の会話は喫茶店から始まって勉強の話へと続き、そしてついにはゲームの話題へと移っていた。

『前よりはＦＰＳも得意になってきた。今なら、重音に勝てるかも』

「じゃあ今度サシで対戦してみるか？　ハンデなしのガチバトルで」

『か、考えておく。……でも、できればハンデは欲しい』

「ははっ。わかったわかった。じゃあ、どんなハンデがいい？」

『重音は素手で、私はアサルトライフル』

「無理ゲー過ぎるだろ！　仮にも射撃ゲームだぞ！」

『ふふっ、冗談』

　クスクスと可愛らしく笑う枝折。画面越しのはずなのに、いつものように家にいるみたいに話ができている。距離は遠くても身近に感じられるリモート通話に、少し新鮮さすら覚えてしまう。

『ん……喉渇いた』

　そう言って、枝折は可愛らしく舌を出す。何時間もぶっ通しで喋しゃべっていたのだ、喉が渇くのも当然だろう。

『お茶、飲むね』

「ついでだし俺も飲んどくか」

　会話中に用意していた麦茶に手を伸ばし、一気に喉へ流し込む。

　と。

『きゃっ』

「ど、どうしたっ？」

『お茶、零こぼしちゃった……』

　画面を見ると、手でも滑らせたのか、部屋着にお茶をぶちまけたばかりの幼おさな馴な染じみが映っていた。

「おいおい、何やってんだよ。大丈夫か？」

『ん。下着までは濡ぬれてないから』

　下着、というワードを意識してしまいそうになるが、あえて聞かなかったことにする。

「とりあえず着替えたらどうだ？　そのままだとシミになっちまうだろ」

『そうする……』

　枝折は悲し気な面持ちのままマウスを操作。リモートアプリの反応を見るに、どうやらマイクをミュートモードにしたらしい。

「相変わらず抜けてるな……」

　幼馴染の可愛らしい一面についつい苦笑が洩もれる。

　画面の向こう側では、枝折が上着に手をかけ、今まさに脱ごうと──ってちょっと待て。

「あいつ、カメラつけたまんまじゃねえか！」

　カメラの存在を失念してしまっているのか。はたまたマイクミュートにするだけでカメラもオフになると勘違いしているのか。理由は定さだかではないが、とにかく、枝折はカメラを作動したまま、俺に着替えシーンを配信する羽目になっていた。

「枝折！　カメラ切れてねえぞ、オイ！」

[image: ]

　必死に呼びかけるが、反応はない。まさかコイツ、自分じゃなくて俺の方をミュートにしているのか!?

「くそっ、どうしたら……」

　俺の焦燥など知る由よしもない枝折は上半身下着のまま部屋を歩き回る。

　簞たん笥すからシャツを何枚か取り出し、それを持ったまま壁かべ際ぎわの鏡の前まで移動。シャツを自分の身体からだに合わせ、どれがいいかを悠長に選び始める始末。

「さっさと着替えろよ……っ！」

　なるべく映像を見ないようにしつつ、アプリのチャット機能で呼びかけてみる──が、当然反応はなし。そうしている今も、枝折は鏡の前で一人ファッションショーを展開している。

「そうだ、電話なら……っ！」

　スマホを手に取り、彼女に電話をかけてみる。

『もしもし……』

「着替え！　こっちに見えちまってるぞ！」

『え？』

　恐る恐るといった様子で枝折はパソコンを確認する。下着姿の幼馴染が急に近付いてきたので、俺は慌てて視線を外した。

『…………』

　枝折は沈黙したまま、カメラをオフにする。

　そして数分後、カメラ、そしてマイクミュートがオンにされると共に、ジャージ姿の枝折が映し出された。

『…………』

「えーっと……枝折、さん？」

『……もっと早く電話してくれればよかったのに』

　枝折はジャージの袖で口元を隠しながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「いや、こっちも慌てていてそれどころじゃなかったんだよ」

『ギリギリまで私の裸を堪たん能のうしたかったとかじゃなく？』

「お前の中での俺、どんだけ変態なんだよ！」

『この前のお泊まり会の時、着替え覗のぞかれたし……』

「あ、あれも不可抗力だっただろ！　故意じゃねえ！」

『でも、恥ずかしかった……』

「そ、そもそも、カメラを切り忘れたのはそっちなんだから、俺にだけ非を追及するのはどうかとも思いますし、ここは両方のミスということでどうか手を打ってくださいませんでしょうか……っ！」

　動揺のあまり口調がバグってしまっていた。だけど、俺は絶対にここで退ひくわけにはいかない。己の尊厳を守るためにも、なんとしてでも両者痛み分けで終わらせなくては。

『……確かに、カメラを切り忘れていたのは私。それについては、ごめんなさい』

「お、おう……」

『でも、これだけは言わせてほしい。……重音のえっち』

　ブヅンッ！　という音の直後、ミーティングが終了された。どうやら枝折の方からアプリを強制終了されたらしい。

　さらに、数秒後。俺のスマホに枝折から一通の写真が届いた。

　送られてきたのは、枝折の自撮り写真。しかし、決して笑顔などではなく、俺に対して舌を出すお怒り気味の写真だった。んべっ、という擬音があまりにも似合い過ぎるそれに俺は思わず吹き出してしまう。

「子どもかよ」

　土下座するクマのスタンプを返したら、見事に既読スルーされた。











第七章　作り過ぎた夕飯、隠し切れない秘密。









「ふわぁ……今日も疲れた……」

　授業が終わり、伸びをしながら欠伸あくびを零す放課後。

　最近暖かくなってきたせいか、夕方頃になるとどうしても眠くなる。そろそろカフェイン配合のガムでも用意した方がいいのだろうか。買うなら量の多い缶タイプがいいんだろうけど、あれって結構高いんだよな……。

　ガムの値段を調べるためにスマホを手に取り、検索エンジンを開く。んー、やっぱりそこそこ高いな。もう少し安価だったら買ってもよかったんだけど……。

「何見てるの？」

「んー？」

　テーブルの向かいから枝し折おりが身を乗り出し、画面を覗き込んできた。彼女が見やすいように俺はスマホを傾ける。

「眠気覚まし用のガムでも買おうかなって。最近、昼過ぎぐらいになるとめちゃくちゃ眠くなるからさ」

「コーヒーじゃダメなの？」

「カフェイン摂とり過ぎになっちゃうじゃん」

「そのガム、カフェイン入りって書いてあるけど……」

「最後には吐き出すからセーフセーフ」

「そういう問題じゃないような……」

　何言ってんだこいつ、と言わんばかりに枝折は眉を顰ひそめる。こういうのは実数値ではなく気分の問題なのだ。大雑把と思わないでほしい。

「まぁ、一ひと先まずは保留かな。授業中に眠気に耐えられなくなってきたら導入するよ」

　スマホの画面を消し、再び欠伸を一つ。

　すると、枝折がいきなりその場で立ち上がった。

「冷蔵庫で冷やしてるお茶、取ってくるね」

「おうー」

　そういえば、枝折が持ち込んだお茶を冷やすために冷蔵庫を貸してるんだった。

「…………（そわそわ）」

　キッチンから戻ってきた枝折はテーブルの上にお茶を置き、そして何故なぜかそわそわし始めた。

「どうしたんだ？」

「重かさ音ね。甘い物、嫌いじゃなかったよね？」

「別に嫌いじゃねえけど……何で？」

「実は……」

　どうしたのかと眺めていると、枝折は背中から白い箱を取り出した。

「なんだそれ」

「ケーキ。重音と一緒に食べようと思って、買ってきてた」

　朝、ここに来た時になんかケーキっぽい箱を持ってるなとは思ってたけど、まさか俺の分まで用意されていたとは。

「一緒に食べたい。……ダメ？」

「ダメじゃない」

　幼馴染の上目遣いには勝てない俺なのであった。

「ケーキかぁ。でも、そのまま食うのももったいねえよな。紅茶でも淹いれるか」

「じゃあ、私はお皿とフォークを用意する」

「ほいほい」

　キッチンに移動し、紅茶のホットを準備する。せっかくだから少し高めの茶葉を使ってみようか。こういう時じゃないと使わないだろうし。なんか普通に飲もうとするともったいなく感じちまうんだよな。

「これでよし、と……」

　紅茶を二人分淹れ、ミルクや砂糖なども準備し、居間へと運ぶ。そこでは枝折がケーキを皿に盛りつけた状態で俺を待っていた。

「ほれ、紅茶淹れてきたぞ」

「ん、ありがとう」

　テーブルの上にカップを置き、枝折の向かいに腰を下ろす。

　枝折が買ったというケーキは全部で二つ。一つはイチゴの載ったショートケーキで、もう一つはブドウやキウイなどの多種多様な果物が混ぜ込まれたフルーツケーキだった。

「重音はどっちがいい？」

「んー、そうだなぁ」

　個人的には、ケーキの王様であるショートケーキが食べたい。食べたいのだが……。

「（キラキラキラ）」

　子どものような綺き麗れいな瞳でショートケーキを見つめる枝折を前に、そんな選択など誰ができようものか。

　最近やけにわかりやすさが増してきている幼おさな馴な染じみに肩を竦すくめつつ、フルーツケーキの載った皿を自分の方へと寄せる。

「俺はこっちにするよ。キウイ好きだし」

「ショートケーキじゃなくてよかったの？」

「確かに気にはなるけど、俺よりもショートケーキを食べたくてしょうがなさそうなやつがいるからな」

「っ」

　自分の行動に気付いていなかったのか、俺に指摘された枝折は恥ずかしそうに俯うつむいた。

「あ、ありがとう……」

　真っ赤な顔でお礼を言ってくる幼馴染が可か愛わい過ぎる。

「そんじゃ、まぁ、いただきます」

「いただきます」

　一口サイズに切り分けたケーキをフォークで口へと運ぶ。生クリームの甘さとキウイの酸すっぱさが同時に舌を刺激した。

「うん、美味うまいなこれ。生地もふわふわですげえ美味い」

　我ながら語彙力の欠片かけらもない食レポだ。美味い以外何も言えてねえ。芸能人の皆様方はよくもまああれだけの語彙をすらすらと並べられるものだ。素直に尊敬しかない。

「…………」

　頭の中で必死になって食レポを考えていると、枝折の食べかけのショートケーキが目に映った。

「…………」

　味に慣れてしまうと、その次には他人が食べているものの味が気になってくるのが人間というもの。実際問題。フルーツケーキから枝折のショートケーキへと、俺の意識は完全に向いてしまっていた。

「枝折」

「？」

　ケーキを頰張っていた枝折は口の中のものを飲み込み、首を傾かしげる。

「なに？」

「お前のやつ、一口貰もらってもいいか？」

　枝折は少しだけ驚いたように目を丸くするも、すぐに頰を緩めながら、

「はい、あーん」

「……オイ」

「嫌なら食べなければいい」

「くっ……」

　施す側と施される側、完全なる上下関係が確立されていた。

　ケーキの刺さったフォークを揺らしながら、枝折は口角を上げる。

「いらないなら、私が食べる」

「ま、待て。わかった。ちゃんと食うから」

　額を押さえ、溜ため息いきを一つ。

　こういうのは勢いが大事だ。一瞬でも躊躇ためらえば、二度と前に踏み出せなくなる。

「あ、あーん……」

　宙を漂うケーキをぱくり。甘ったるい味わいが口いっぱいに広がった。

「ん、美味い」

「行きつけのケーキ屋さんの一番人気だから当然」

　ふんす、と枝折は得意げに胸を張る。自分で作ったわけじゃないのにどうしてこうも偉そうなのか。

「じゃあ、次は重音の番」

「は？」

　予想だにしなかった注文に、思わず間抜けな声が洩もれてしまう。

　見ると、枝折は口を大きく開けていた。さながら、餌を求める雛ひなのように。

「いや、食いたいなら勝手に食えばいいじゃん。何で俺がお前に食わせる流れになってんだよ」

「でも、私は食べさせてあげたよ？」

「お前が勝手に食わせてきたんだろうが」

「……重音のけち」

「ぐっ……」

　口を尖とがらせ、露骨にいじける枝折に、罪悪感を覚えてしまう。

　彼女の視線に耐え切れず、俺は溜息を洩らした。

「はぁ……わかったよ。食わせてやるから口開けてろ」

「……いいの？」

「お前が頼んできたんだろうが。何で不思議そうな顔してんだよ」

「重音が素直に乗ってくるとは思わなかったから」

　言われてみれば、確かに、今までの俺からしたら有り得ない行動だ。

　でも、相手が枝折だからか、不思議と嫌じゃない。

「別に、深い意味とかねえよ。ほら、いいから口開けろ」

「う、うん」

　戸惑いを隠せない様子のまま、枝折はもう一度口を開く。

「い、いくぞ」

「（こくん）」

　俺は切り分けたケーキをフォークで持ち上げ、彼女の口へと運んでいく。

「んぐっ。っ……ん、む……」

　小さな口が、咀そ嚼しゃくのためにもぐもぐ動く。

　ハムスターのように頰張る幼馴染をじーっと観察していると、ふいに顔を逸そらされた。

「お、美味おいしい、です……」

　流石さすがに恥ずかしいのか、耳の先まで真っ赤に染まる枝折。

　そんな彼女の口元には、生クリームがついていた。

「おい、口についてるぞ」

「ふぇ？」

　そのままだと格好がつかないので、口元をティッシュで拭ってやる。

　枝折は虚を衝つかれた、としか言いようがない間抜け顔を浮かべていた。

「何だよその顔」

「あ、え、その……あぅ……」

　目は泳ぎ、口はわなわなと震え、頰は真っ赤に染まっている。どこからどう見ても挙動不審だ。はて、何かおかしなことでもしてしまっただろうか。

「く、口元の……あ、ありがとう……」

「気にすんな。それぐらい大したことじゃ──」

　待て。

　俺はさっき、ナチュラルに何をした？

　女子の口元を得意げな顔で拭わなかったか？

「そ、そういうことか……っ！」

　自分のあまりにも恥ずかし過ぎる行動を理解し、俺は慌てて弁明を始める。

「す、すまん。気になったから、つい……わ、悪気はなかったんだ。マジですまん」

「う、ううん。大丈夫。気にしてない。むしろ、ありがとうございます……」

　お互いにわたわたと言い訳し合うという不思議な状況。こんな俺達を小こ森もりが見たら愉悦の表情を浮かべていたに違いない。

　しかし、謝罪のキャッチボールは、すぐに中断された。

　部屋のチャイムという妨害が入ることによって。

「た、宅配便かな？　ちょっと見てくるわ」

「う、うん。いってらっしゃい」

　渡りに船とはまさにこのこと。

　玄関まで早歩きで向かい、「はいはーい」とお決まりの台詞せりふを吐きながら扉を開く。

「こんばんは、文ふみ月つき君」

　そこにいたのは、現国教師・佐さ々さ木き愛まな美み先生だった。

「……せ、先生？　ど、どうしてここに？」

「どうして、って……同じマンションに住んでいるのだから、わたしがここにいても何らおかしくないと思うのだけれど」

　いや、それは理由になっていない。同じマンションだからと言って、自室の前に教師が立っていたら誰だってビビるに決まっている。

　動揺が顔に出ていたのか、佐々木先生は俺を見て頰を緩めると、

「ごめんなさい、冗談よ。今日は文月君に渡したいものがあってね」

「渡したいもの、ですか……？」

　よく見ると、彼女の手には大きな鍋が握られていた。

「実家の母から野菜が大量に送られてきちゃって。料理はしてみたのだけれど、流石に量が多過ぎて、冷蔵庫に入り切らなかったの」

「はぁ」

「食べようにも一人じゃ多過ぎるし、せっかくだから文月君にお裾分けしようかと思いまして」

「あ、ありがとうございます」

　美人と名高い佐々木先生の手料理を食べられる。一生にあるかないかのラッキーイベントだ。学校中の男子が聞いたら嫉妬のあまり目から血を流すことだろう。

　先生は鍋を軽く振りながら、

「文月君って好き嫌いとかあるのかしら？　これ、煮物なんだけど……卵とか平気？」

「えっと、まぁ、はい。好き嫌いはないので……」

「そう。それならよかったわ」

　先生はそこで一旦言葉を止めると、何故なぜかはにかみながら……、

「それで……あなたさえよかったらなのだけれど……一緒に食べない？」

「えっ」

　予想だにしない提案に思わず目を剝むいてしまう。

「食べるって……俺と、夕飯をですか？」

「他に何があるの……？」

「いや、そうですよね。夕飯ですよね。そりゃそうだ……」

「一人じゃ食べ切れる量じゃないし、食べるなら二人の方がいいと思うのよ」

　そういう問題ではない。今、奥には枝折がいるのだ。こんな状況で先生に部屋まで上がり込まれたら、最悪の事態になりかねない。いや、確実にそうなるだろう。何としてでも断らねば。

「え、ええっと、気持ちはとてもありがたいんですけど、先生と二人というのは……」

「……もしかして、迷惑だったかしら？」

　しゅん、と可か愛わいらしく落ち込む佐々木先生。授業中の厳格さはどこへいってしまったというのか。心が揺れてしまうからギャップを突きつけてくるのはやめてくれ。

「い、いえ、別に迷惑というわけではなくてですね……」

「実は、一緒に食べようと提案しているのは、もう一つ理由があるの」

「え？」

「この前、冷蔵庫を貸してくれたでしょう？　その時の借りをまだ返していなかったのを思い出してね。普段はあまり料理なんてしないのだけれど、文月君に恩返しをするために頑張ってみたの。それで、せっかくなら料理の感想とか聞きたくって……」

　良心が痛む。めちゃくちゃ痛む。何で大人相手にここまで胸が苦しくならなければならないのか。涙目の美女って罪深過ぎませんかね。

「……わかりました。煮物が冷めてもいけませんし、一緒に食べましょう」

「文月君……っ！」

「でも、ちょっとだけここで待っててください。外だと冷えちゃうんで、玄関で。ほんの五分ぐらいでいいんで」

「ええ。わかったわ」

「で、ではっ」

　先生を玄関に待たせ、扉で仕切られたリビングへと慌てて戻る。

　怪け訝げんそうな表情の枝折が俺を出迎えた。

「随分と長かった。何かあったの？」

「落ち着いて聞いてほしい。佐々木先生がこれから部屋に上がってくる」

「……本当に何があったの？」

　時間がないので、なるべく簡潔に事情を全て説明した。

　話を聞き終わった枝折は額を押さえると、深い、とてつもなく深い溜ため息いきを洩らした。

「重音は相変わらず押しに弱過ぎる」

　あまりの正論にぐうの音も出なかった。

「それで？　私はどうすればいいの？」

「一旦、どっかに隠れててくれねえか？」

「隠れろと言ったって……隠れられそうな場所はどこにも……」

　洗面所やトイレに行くには玄関を経由しないといけないので選択肢としては論外。人一人が隠れられそうな場所をしいて挙げるならばクローゼットぐらいだけど、中には服がたくさん詰まってるし……。

「ええい、服なんて全部出せばいいだけだ。枝折、クローゼットの中に一旦隠れておいてくれないか？」

「わ、わかった」

　そうと決まれば何とやら。俺はクローゼットの中にしまわれている衣服を摑つかむと、その全てを乱暴に引きずり出した。しわが付きそうだが、今はそんなことを気にしている余裕などない。

　空っぽになったクローゼットに枝折を押し込み、扉を摑む。

「なるべく早く帰ってもらうから。少しの間我慢しててくれ」

「ん」

　枝折の頷うなずきを確認したところで、扉を閉める。

「よし、これでとりあえずは大丈夫だろ」

　あまり待たせていると怪しまれるかもしれないので、急いで玄関へ。なるべく平静を装よそおったまま、先生を出迎える。もちろん、枝折の靴を隠すのも忘れない。

「お、お待たせしました。どうぞ」

「ありがとう。お邪魔します」

　鍋を一旦床に置き、脱いだ靴を並べ、部屋の奥へと向かう先生。俺は冷や冷やしながらその背中を追う。

「お鍋、ここに置いておくわね」

「あ、はい」

「……にしても、少し散らかり過ぎではないかしら？」

　テーブルの上に鍋を置きながら、眉を顰ひそめる佐々木先生。その視線はクローゼットの傍そばに積み上げられた衣類へ向けられていた。

「干していたものを取り込んだばかりでして……あはは……」

「まぁ、男の子の一人暮らしですものね。ずぼらになるのは仕方がない、か」

　先生は豊満な胸を押し上げるように腕組みし、数秒ほど唸うなると、

「よし。せっかくですから、片付けを手伝ってあげましょう」

　あまりにも余計過ぎるお世話に全俺が泣いた。

「い、いいですよ別に片付けなくたって！　ほら、こうやって端に寄せておけば邪魔になりませんし！」

　クローゼットを背中で庇かばいながら、衣類を足で壁の方へと押しやる。

　しかし、その行動が逆に先生の心に火を点つけてしまったらしく、

「生徒の生活を改善させるのも教師の務めです。部屋の乱れは心の乱れ。こんな状態では勉強にだって身が入らないでしょう？」

「いや散らかってる方が集中できるんですよ俺！」

「それはそれで問題だわ。片付けましょう」

　ダメだ、強引なところはいつもと全然変わらねえ！

　俺の制止も空むなしく、先生はクローゼットへと近付いていく。あの中には枝折が隠れている。これ以上近付かれたら、最悪の事態に──ッ！

「せ、先生！」

「え？　──きゃっ！」

　先生の手がクローゼットの扉に触れる、その直前。俺は彼女の肩を摑み、近くの壁に押し付けた。俗にいう壁ドンというやつである。

「ふ、文月君っ？」

　急な出来事で動転しているのか、先生は顔を赤らめていた。だが、そんなことを気にしている場合ではない。早く、この状況を打破しなくては。

　さあ、どうする？　どうすれば、先生はここからいなくなってくれる？　考えろ、考えろ……。

「だ、駄目よっ。わたし達は教師と生徒なんだから。せ、せめて、こういうのはもっとお互いのことをよく知ってから……っ！」

「……先生」

「ひゃ、ひゃいっ」

「気を遣って、あえて隠していたんですけど……」

　先生の顔を至近距離で見つめつつ、俺は真面目な声色で告げる。

「実は、そのクローゼットの中には……エロ本が入ってるんです」

「………………………………え？」
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　俺の尊厳が崩れていく音が聞こえた。

　しかし、今更止めるわけにはいかない。零こぼれそうになる涙を堪こらえつつ、俺は言葉の続きを紡つむいでいく。

「エロ本です、エロ本。しかもかなりドギツイ性癖のエロ本です。ちょうど新しい隠し場所を模索しているところに先生が来たので、こんな不自然な隠し方になってしまったんです」

「そ、そうなの……で、でも、あなたまだ、高校生でしょう？　え、エロ本だなんて、そんな……ね、年齢制限とか、大丈夫なのかしら……？」

「男子高校生の性欲は年齢制限程度で抑え込めるほど大人しくありません。俺のこの煮え滾たぎった性癖を受け止める覚悟があるのであれば、そのクローゼットを開けてください。でも、もしその覚悟がないのなら……どうか、見なかったことにしてください。俺は、先生のことを傷つけたくはありません」

「あわ、あわわわわ……」

　俺の社会的価値を生いけ贄にえに捧ささげた捨て身の策に、先生は激しく狼ろう狽ばいする。頼む、どうか成功してくれ……っ！

「そ、そそそ、そうよね……あなたも、年頃の男子高校生ですものね……」

　真っ赤な顔で目をぐるぐる回しながら、先生は俺の拘束から抜け出した。

「ゆ、夕食は、あなたが全部食べてちょうだい。わ、わたしは、ちょ、ちょっと、自分の家であ、頭を冷やしてくるから……お、お邪魔しましたぁーっ！」

　佐々木先生は叫びながら、光の速さで走り去っていった。

　俺という人間を最悪な方向で勘違いされてしまった気がするが、これも枝折との関係を守るため。俺個人の犠牲でこの生活を守れるならば安いものだ。……いや、割とデカい代償だった気がするけど。

「……今度誤解を解きに行こう。ぐすん」

　零れ落ちる涙を指で拭う。久しぶりに流した涙は少しだけしょっぱかった。

「っと、いけねえ。枝折をクローゼットから出してやらないと」

　先生は帰ってくれたのだから、もう隠れてもらう意味はない。

「おーい、枝折ー。大丈夫かー？」

「……重音」

　扉を開くと、何故なぜか正座状態の枝折が俺を出迎えた。しかし、何故だろう。とてつもない殺気を感じる。

「ど、どうかしたのか？」

「……これ」

「あん？　──ヒュッ」

　あまりの動揺に、喉から変な音が洩もれた。

　枝折から渡されたのは、一冊の雑誌だ。

　しかし、ファッション雑誌とか漫画雑誌とか、そういう類ではない。

　表紙に裸の女性が載っている、その雑誌の名は──

「これ、なに？」

「…………」

　冷汗が頰を伝い、床にシミを作り出す。

　枝折との関係が始まる少し前。興味本位で買ったはいいが置き場所に困り、結局クローゼットの奥に押し込んだエロ本があったようななかったような……。

「重音は巨乳に挟まれたり押し潰されたりするのが好きなんだ？　ふぅん……」

　もうすぐ四月も終わるというのに、凍いてつくような寒さが俺を襲う。きっと窓の外では季節外れの大吹雪が猛威を振るっているに違いない。

「あは、あはは。そ、それは、ですね……」

「……重音のえっち。最低。脳と股間直結男」

「べ、弁明を！　弁明をさせてはくれないでしょうか！」

　俺はその場に膝をつき、枝折への説得を開始する。

　当たり前かもしれないけど、全てが終わった頃には、先生の煮物はすっかり冷め切ってしまっていた。
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「重音は大きな胸が好きなんだ……」

　帰り際ぎわに重音から渡されたクッキーを齧かじりながら、私はベッドの上でごろごろ転がる。謝罪の心を込めておりますのでどうかこれで許してください、って重音は言っていたけれど、彼の中で私はお菓子で買収できる女だと思われているのかも。ちょっと心外。

「私もそんなに小さくはないんだけどな」

　パジャマ越しに自分の胸を触ってみる。同年代の女子の中では大きい方、なはず。クラスの女子と自分のものを比べたことはないから、他の人のサイズなんてわからないけど。

「大きいと言えば、佐々木先生も大きいよね……」

　胸も大きくて、足も長くて、おまけに身長も高い。まさにモデルのような理想体型。あの人は教師じゃなくてモデルをしていた方がいいんじゃないかって思っちゃう。

　佐々木先生と比べられたら、私に勝てるところなんてない。ううん、形なら私の方に軍配が……でも、先生の方が大きいし……むぅぅぅ。

「もっと胸を強調した服を着る、とか……？」

　大胆な格好をした自分を想像してみる。……似合わない自信しかない。ああいうのは小森さんみたいな明るい人がするから似合うのであって、私みたいな自分に自信がない人が着るようなものじゃないんだ。

「にしても、重音もああいう本、持ってるんだ……」

　重音も男の人だから、えっちなことに興味があるのは当然……だと思う。

　でも、重音のそういう一面を今まで見たことがなかったから、少し驚いちゃった。

「私がいるのに……」

　写真だろうと絵だろうと、私以外の女性に重音の興味がいくのは嫌だ。重音には私だけを見ていてほしい。たとえそれが、えっちな視線だったとしても、重音には、他の女性を見てほしくない。

　こういう時、他の女の子はどうしてるんだろう。恋人でもない、ただ片かた想おもいしているだけの男の子に、自分以外の人を見てほしくない時。

　えっちな本を一冊も持たないで、なんて、ただの幼おさな馴な染じみの立場じゃ言えないし。

「そもそも、重過ぎるよ……他人の所有物に口を挟むなんて……」

　クッキーを箱に戻して、枕に顔を埋うずめる。

　重音のせいで変な悩みが増えてしまった。こんなの、クッキーひと箱じゃ足りないよ。

「うぅぅ……もっと露出とか増やした方がいいのかな……」

　ベッドの上をごろごろ転がって、枕に向かってむーむー唸うなって。

　結局その日は、一睡もできなかった。











第八章　リモートコスプレと、初めての友達。









『さねさねとリモート通話したいなー。きゃは☆』

「…………なんだこれ」

　発売されたばかりのゲームを深夜までプレイし続けたせいで、昼頃の起床となってしまったとある休日。

　スマホのメッセージ通知で叩たたき起こされた俺は、やけにテンション高くてウザさまで内包している意味深な文章に軽い眩暈めまいを覚えていた。

　こんなテンションのメッセージを送ってくる知り合いなんて一人しかいない。クラスの中心人物の小こ森もり唯ゆい奈なである。

　しかし、今の俺は絶賛寝不足状態。さて、どうしたものか……。

「……いいや、寝よ」

　スマホを枕元に投げ、再び瞼まぶたを閉じる。今日は夕方まで寝るのだ……。

「ふわぁぁ……むにゃむにゃ……」

　瞼を閉じ、睡魔に身を任せる──が、すぐにスマホの着信音が鳴り響いた。

「うるっさ……」

　スマホを見ると、犯人はやはり小森唯奈。

　着信音が鳴り止やむ様子はないので、溜ため息いき交じりに通話をオンにする。

「……はい、ふみつきですけど……」

『おっはよーさねさね！　あれ、もうこんにちはの時間だっけ？　まぁいいや。もしかして起きたばっかり？　起きたばっかりならそれでも別にいいんだけどメッセージ見てくれた？　当然見たよねだって既読ついてたもんね。つか、既読したんなら返信しろし。既読スルーは大罪だって憲法にも書いてあるっしょ』

「ごめん。もうちょっとペース落としてもらってもいい？」

　小森のマシンガントークは寝起きの頭には破壊力が高過ぎる。あまりの情報量に脳がパンクするかと思ったわ。

『ありゃ、ごめんごめん。で、どーなん？』

「端折はしょり過ぎだろ……何がどーなんだよ……」

『ゲームに決まってるっしょ。しおりんとさねさねがこの前二人でゲームしたって聞いてさー。あたしだけ仲間外れじゃん？　めっちゃサガるじゃん？　だからあたしもさねさねとゲームしたいなーって思った次第でございまする』

「しおりんって誰……？」

『しおりんはしおりんだよ。さねさねの幼馴染の常とき坂さかしおりん♪』

　まさかの枝し折おりだった。というか、この前まで名字で呼び合っていたはずなのにもう名前呼びしてんのかよ。女子、距離詰めるの早くない？　……いや、枝折はそんなキャラじゃないから、小森が勝手に距離を詰めただけだろうけど。

『前に約束したのに結局やってないしー。いいからゲームしようよげぇーむぅー』

「タイミングがなかったんだからしょうがないだろ……」

　基本的に放課後は枝折がいるから他のやつと遊ぼうという気になれないしな。そういえばあいつ、日に日に帰る時間が遅くなっていっているような気が……。

『だから今日やろー今日ー。あたしはさねさねとゲームがやりた過ぎて禁断症状が出そうなんですよ。くっ、右みぎ眼めが……疼うずく……っ！』

　止とどまることを知らないハイテンションが俺の思考を妨害した。これは首を縦に振るまで引き下がらないパターンだな。……はぁ、しょうがないか。

「わかったよ、やればいいんだろやれば」

『ふふふん♪　さねさねならそう言ってくれると思ってたし』

「それは予定を押し付けてきたやつが言うセリフじゃねえんだよ」

『あはは、まぁそう言わないでよー。さねさねが喜びそうなサプライズも用意してあげてるんだからー』

「サプライズ？」

　かなり自信のある声色だが、全然思い当たる節がない。俺が喜びそうなもの？　最近発売されたゲームは一通りチェックしてるけど、それでもないのか……？

『まぁまぁ、それはこの後のお楽しみということで。十分後ぐらいに始めるから、遅れたら承知しないからねー。んじゃんじゃ』

「あ、おいっ。勝手に時間決めんな！」

　慌てて呼び止めようとするが、通話は既に切られていた。マイペースの化身かよ。

「なんかもうすでにめちゃくちゃ疲れたんだけど……」

　自分とテンションが違う人との会話はどうしてこんなにも疲れるのか。俺、一生陽キャになれる気がしねえよ。

　こめかみを指で押さえつつ、スマホで時間を確認する。

「寝ぐせぐらい直しとくか……」

　カメラ越しとはいえ、女子と顔を合わせるのだ。起きたばかりの姿では失礼というものだろう。

　引き出しから新しいタオルを取り出し、俺は大口を開けながら洗面所へと向かった。







　顔を洗って寝癖を直し、外に出ても恥ずかしくない衣服に着替えて準備完了。

　ノートＰＣをテーブルの上に置き、後はミーティングルームのリンクが送られてくるのを待つだけ──だったのだが、

「全然送られてこねえ」

　十分後に始めると言ったくせに、かれこれ三十分ぐらい音沙汰がない。時間に間に合うように身だしなみを整えた俺の努力を返してほしい。

「マイペース過ぎるのも考えものだな……」

　ソシャゲのスタミナ消費でもして時間を潰してようか、とスマホに手を伸ばしたまさにその時、ようやく小森からメッセージが送られてきた。

「あいつマジで何してたんだよ」

　文句を言いつつメッセージを開くと、そこには『ごめんなちゃい♪』のスタンプと長ったらしいＵＲＬが。

　スマホでは入れないので、ＵＲＬをコピーし、ノートＰＣと共有で使っているメモ帳アプリへペースト。ノートＰＣで同じアプリを開き、ようやく通話を繫つなぐことに成功する。

　部屋に入ると、相変わらず明るい笑顔の小森が大きく手を振っていた。

『こんにちはーさねさね！　待った？』

「当たり前だろ」

『まぁまぁ、そう怒るなし。ちょっと準備に手間取っちゃってさー』

「準備って……ただノートＰＣの電源点つけるだけだろ」

『そっちはすぐにできてたんだけど、別の方の準備がねー』

　さっき言ってたサプライズの話だろうか。いい加減、それが何なのかを教えて欲しいのだけど。

『あんまり引っ張っても白けるだけだし、ぱぱっとお披露目しちゃおっかな。さぁ、しおりん。おいでおいで』

『ま、待って。まだ、心の準備が……』

「は？」

　そこにいるはずのない人物の声が聞こえたと思ったら、画面いっぱいに死ぬほど見覚えのある美少女が姿を現した。




　胸元がガッツリ開いたフリフリレースのミニスカメイド服姿で。




「…………」

『おぉ。ほらほら見てみしおりん。しおりんが可か愛わい過ぎてさねさねフリーズしてる』

『びっくりしてるだけなんじゃ……？』

　──ハッ！　いかん。想定外の事態に脳がフリーズしていた。

『おーい、さねさね大丈夫ー？　……あーこりゃダメだね。しおりん、ちょっと屈かがんで胸の谷間見せつけながら投げキッスしてあげたら？』

『そ、そんなことできるわけないでしょう!?』

　枝折の口から今まで一度も聞いたことのない大声が飛び出した。どうやら普段のキャラを崩してしまうほどに恥ずかしいようだ。

「え、えっと……何してんの、お前……？」

『わ、私の意思じゃない。これは、小森さんが勝手に……』

　あ、名前で呼んでるのは小森の方だけなのね。

「小森お前……もしかして、サプライズってこのことか……？」
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『いえす。朝、買い物してたらしおりんと偶然会ってさー。見た感じ暇そうだったからウチまでお持ち帰りして着せ替え人形にさせてもらっちゃった☆』

『暇だなんて一言も言ってない！　今日は買ったばかりの小説を一日かけてじっくり読むつもりだったのに、どうしてこんなことに……』

　顔を両手で覆い、よよよと膝から崩れ落ちる枝折。完全なる被害者の哀れな姿に流石さすがの俺も同情を禁じ得ない。

　床に手をついたまま、枝折は目尻に涙を浮かばせる。

『うぅ、もうカメラ止めてぇ……』

『えー？　まだまだこれからっしょ。せっかくたくさん用意してるんだからさー』

『ひっ……！』

　ここまで絶望の二文字が似合う表情を、俺は生まれてこの方一度も見たことがない。

『か、重かさ音ね。お願い、通話切って……』

　小森はダメだと悟ったのか、縋すがるように俺にお願いしてくる枝折。ここまで必死になるだなんて、いったいどんな服が順番待ちしているというのか。

『さねさねはしおりんのコスプレ見たくないの？　チャイナ服とかー、猫耳とかー、巫み女こ服とかー』

「その前に聞きたいんだけど、どうしてそんなにコスプレ衣装揃そろってんの？」

『お姉ちゃんがコスプレイヤーなんだよねー。で、「友達に着せたい」って言ったらすぐに貸してくれた。これが姉妹の絆きずなってやつ？』

　おそらく違うと思う。

『まぁ、そんな裏事情はどうでもいいんだってば。で、どーなん？　さねさねはしおりんの色んなコスプレ見たくないの？　ちなみに、あたしはさねさねの前で恥ずかしがるしおりんが超見たいです。絶対可愛い』

『悪魔みたいなこと言わないでよぉ!?』

　キャラをかなぐり捨ててまで声を張り上げる枝折を余よ所そに、少し考える。

　枝折の制服姿は正直見慣れている。毎日のように見ているからそれは当然だ。部屋着だって、この前のリモート通話の時に見させていただいている。

　だが、コスプレ衣装はどうだ？　彼女との何年間にも及ぶ付き合いの中で、一度でも見たことがあるか？　いや、ない。だからこそ、先ほどのメイド服を見て、思考がショートしてしまったのだ。

　正直、見たい。しかし、枝折はめちゃくちゃ嫌がっている。嫌がる幼おさな馴な染じみに手を差し伸べず、己の欲に従うことは悪なのではないだろうか。やはりここは自分に厳しく、彼女の意思を尊重するべきなのでは──

『ちなみに水着もあるし』

「好きなだけ着せ替えしてやってくれ」

『重音!?』

「……ごめん」

『どうして目を逸そらすの!?　ねぇ！　重音!?』

　罪悪感に押し潰されそうだった。でも、ごめん枝折。後悔はしてません。

『じゃ、さねさねの許可ももらったコトだし、次の衣装いってみよっかー』

『私は許可してない！』

『いいからいいから。ほら、着替えるよー』

『重音ぇぇぇぇぇぇぇ……』

『じゃ、また後でねー』

　首根っこを摑つかまれた枝折が小森と共に画面外へと消えていく。完全なるドナドナ状態だった。今度、枝折に美味おいしいものでも作ってやろう。そうでもしないと背中を刺されかねない。

『さねさねお待たせー』

　枝折に何を作ってやるか考えていると、小森が戻ってきた。

　何故なぜかチャイナ服を着た状態で。

「何でお前も着替えてんの!?」

『へーい、你ニイ好ハオ。いやぁ、しおりんを着替えさせてたらあたしもテンションアガっちゃってさー。どう？　似合ってるー？　ぴすぴーす』

　笑顔で両手ピースを見せつけてくる小森。悔しいが、美少女なだけあってかなり似合っている。

「……まぁ、悪くないんじゃねぇの？」

『さねさねは素直じゃないなー。女の子は褒めてナンボですよ？』

「知らねぇし。そんなことより枝折はどこに行ったんだよ」

『ふふん。楽しみな気持ちが抑え切れていないご様子』

「ち、ちげーし」

『さねさねは素直じゃないなー。ま、いいや。ほら、そんなトコで突っ立ってないで早くさねさねに見せてあげなよー』

『うぅ……』

　情けない声と共に枝折が現れる。

「す、スク水だと……!?」

『しかも旧型でございます！　いやぁ、しおりんえっちだね！』

『見ないで……』

　隠すように両手で身体からだを抱きながら、枝折は目尻に涙を浮かべる。

　まさかここまで過激なコスプレを見せられるとは思ってもみなかった。スクール水着の強きょう靭じんな生地を以もってしても押さえきれない枝折の巨乳に、つい目が吸い込まれてしまう。

『どうどう、さねさね？　めちゃカワじゃね？』

　羞恥に顔を染める枝折の肩を抱きながら、小森は太陽のような笑みを向けてくる。美少女二人が俺の前でコスプレ衣装を披露するとか、ちょっと現実味がなさ過ぎて眩暈めまいを覚えてしまいそうだ。

「うん、まぁ……いいんじゃねえかな……」

『よかったねしおりん！　さねさね嬉うれしそうだよ！』

『素直に喜べない……』

　歓喜よりも羞恥の方が勝っているのか、枝折は頰を赤らめながら唇を震わせる。衣装も相まってか、身を縮めるその姿はとても幼く可愛らしい。

『ほんとはメイクもしたかったんだけど、流石に時間かかり過ぎるし、とりあえず今日は衣装だけってコトで』

『今日「は」……？』

『時間もないから次いこっか』

『小森さん。今日「は」ってどういうこと？』

『いいから、次、次ー』

『待って、説明を……重音、助け──』

　助けを求めるように伸ばされた手は虚むなしく空を切り、再び枝折達は画面外へと姿を消した。あれは相当気に入られたな。まあ、美少女を着せ替えするのってめちゃくちゃ楽しそうだもんな……。

『しおりんこれも似合うんじゃない？　割と童顔だし』

『ひっ……そ、それって、幼稚園児が着てるものなんじゃ……』

『サイズは大人用だからだいじょぶっしょ』

『そういう問題じゃない！　嫌、こっちに来ないで……嫌ぁああああああああ！』

「楽しそうだなー」

　幼馴染の悲痛な叫びに、俺は他人ひと事ごとのような呟つぶやきを返すのだった。







　その後も小森によって色んなコスプレをされては俺に見られるという生き地獄を味わわされた枝折。

　小森が用意した衣装の全てを試着し終わった頃には、完全に燃え尽きてしまっていた。

『羊が一匹、羊が二匹、羊が三匹……』

『うーん、やりきったーって感じ。エモい写真たくさん撮れたしー』

　死んだ瞳で現実から目を背ける枝折（胸元がガッツリ開いたコスプレ衣装を装備）と満足げな表情でスマホのアルバムを確認する小森。あまりにも対照的な二人に思わず苦笑が洩もれてしまう。あとどうでもいいけど、多分エモいの使い方間違えてると思う。

「枝折、大丈夫か……？」

『許さない』

　会話のキャッチボールをガン無視して殺意を向けられた。これはかなりの重症だ。

　そんな枝折の隣で小森はニヤニヤしながら、

『可愛いしおりんをたくさん見られてさねさねも満足したっしょ』

「まぁ……」

『もー、そこは素直に褒めとけし。せっかくしおりんが身体張ってくれたんだからさー』

『あなたが張らせただけ……っ！』

　確かに、あそこまでしてもらっておいて何も言わないのは問題かもしれない。素直に褒めるのは恥ずかしいが、それ以上に恥ずかしい思いをした枝折のためにも、ここはプライドを捨てるべきだろう。

　画面越しに枝折を見て──でもやっぱり恥ずかしいのであえて彼女の目を見ないようにしながら──俺は言う。

「か、可か愛わいかったと、思うぞ。うん」

『っ。そ、そう……ありがとう』

『あたしから振っといてなんだけど、目の前でイチャイチャされると超ムカつくし』

「じゃあ何でやらせたんだよ！」

『それはもちろん、しおりんのために決まってるっしょ。ね、しおりん』

『し、知らない』

　何故俺が褒めることが枝折のために繫つながるのか。いくら幼馴染とはいえ、彼氏でも何でもない男から褒められたところで何も嬉しくないだろうに。

『あー、楽しかった。もうイイ時間だし、そろそろ通話切ろっかな』

「始まりから終わりまで本当にやりたい放題だなお前」

『酷ひどいなぁ。あたしはきみ達のためにやってるだけなのにー』

「は？　それってどういう……」

『あ、やっべ。今のはナシで！　じゃあねーさねさね。ゲームはまた今度〜』

「お、おいっ。うわ、あいつマジで切りやがった」

　向こう側から強制的に部屋を閉じられたため、こちら側の画面には『該当するミーティングが存在しません』というエラーメッセージが表示されていた。

　急に戻ってきた静寂の中、俺は壁に背を預けながら、天井を見上げる。

「俺達のためってどういうことだよ……」





★★★






「いやー、めちゃくちゃしちゃってごめんねしおりん」

　重音との通話を切った小森さんは、申し訳なさそうに謝罪の言葉を口にした。

　まさか謝られると思っていなかった私は、ただただ目を丸くする。

　そんな私に構わず、小森さんは次の言葉を口にする。

「しおりんとさねさねの関係を進めてあげたくて、ちょっと強引な手を使っちゃった。うん、流石さすがにあたしも反省してます」

「う、ううん。大丈夫。薄々勘付いてはいたから……」

　以前、小森さんが重音の部屋を訪れた時、『応援するね』と私に言ってきたのを覚えている。そして今回の強引としか言えないコスプレお披露目会。他人の気持ちにあまり興味がない私でも、私のためにやってくれたんだってことぐらい、流石にわかる。

　小森さんは私の腕に抱き着きながら、

「で？　で？　さねさね嬉しそうだったけど、しおりんはどうだった？　さねさねに褒められて嬉しかった？」

「……（こくん）」

　誤魔化す必要はないので、素直に頷うなずいてみる。

　ぱぁぁ、と小森さんの顔が明るくなった。

「そっか。そっかそっか！　喜んでもらえたならあたしも一肌脱いだ甲か斐いはあったし」

　脱ぐというか着るというか、恥をかいたのは私だったような気がするけど、あえて指摘はしないでおこうと思う。

　嬉しさのあまり私の肩に頰を擦り付けてくる小森さん。

　そんな彼女を眺めていると、とある疑問が浮かんできた。

「あの、小森さん。一つ、聞いてもいい？」

「ん？　なーに？」

「どうして、私のためにそこまでしてくれるの？」

　至極当然な疑問だと思う。

　私と小森さんは同じクラスではあるけど、そこまで親しいわけじゃない。まともに会話したのだって、この前が初めてだ。

　なのに、どうしてこんなに協力してくれるのか、それがわからない。

「私が何かしてあげたわけじゃない。なのに、どうして……」

「……しおりん、意外とバカじゃんね」

「ばっ……」

　急に罵倒されてしまった。

「だ、だって、私とあなたはただのクラスメイトで、友達というわけじゃ……」

「うん。まだ友達じゃないかもね。でも、あたしはしおりんと友達になりたいんだ。前も同じコト、言った気がするケド」

「え……？」

　記憶の箱を探ってみる。確かに、帰り際ぎわにそんなことを言っていた気がする。

「で、でも、私はあなたと一回ぐらいしか話したことない……」

「その人と友達になれるかどうかは回数なんかじゃ決まらないっしょ」

　あまりにも真面目に返されてしまい、私が間違っているような気にさせられた。これが重音の言う『陽キャ』の感性なのだろうか。私には、ちょっと理解できない。

　小森さんは私の頰を指で突つつきながら、

「しおりんはさー、難しく考え過ぎなんだと思うよ。もっと単純になってもいいと思うよあたしは。つか、そうじゃないと人生楽しくなくない？」

「単純に……」

「気になる人がいる。その人と仲良くなりたい。よし、仲良くなれるように頑張ろう。それぐらい単純な話っしょ」

　小森さんは私の顔を自分の方へ強引に向かせると、真面目な声で言った。

「……それとも、しおりんはあたしと友達になりたくないの？」

「そ、そんなこと、ない、けど……」

「なら、あたしと仲良くしてほしいな。あたし、しおりんのこと、結構好きだし」

　無邪気な笑顔が眩まぶしかった。

　ともだち。

　友達。

　新鮮な響き。慣れない言葉。……でも、凄すごく嬉うれしい。

「こ、小森さん」

「唯奈でいいよ。苗みょう字じだと堅苦しいっしょ」

「ゆ、唯奈……ちゃん」

「ゆーちゃんでもいいんだよ？」

「……唯奈ちゃんでお願いします」

「あははっ。じゃあそれで」

　唯奈ちゃん。

　私の初めてのお友達。

　どうしよう。嬉しさのあまり、口元が緩んでしまう。

「……ふふっ」

「お、笑顔のしおりんチョーかわいい。むむむ。こんなにかわいいしおりんをいつも見られるなんて、さねさねはずるいなぁ」

「か、かわいいとか、そんなこと、ない」

「かわいいよー。笑ってるしおりんを初めて見たのもあるケドさ。しおりん、学校じゃ全然笑わないし」

　全然、は言い過ぎじゃないかな……と思ったけど、学校ではいつも一人で誰とも話したりしないから、言い得て妙なのかも。

「しおりんは表情硬いしね。お地蔵様みたい」

「酷い……」

「でも、さねさねの前だと表情豊かじゃんね。やっぱり好きだから？」

「……た、多分」

　重音の部屋でも言われたけど、やっぱり小森……唯奈ちゃんは私の重音に対する気持ちに気付いているみたい。私って、そんなにわかりやすいのかな。

「表情豊かと言えば、さねさねもそうだよね。学校にいる時はいっつも無表情。男子にも女子にも冷たくて、何よりすっごく退屈そう。なのにしおりんの前でだけは普通の男子みたいに笑うし怒るし元気だし。わかりやすいったらありゃしない」

　あまりにも酷い重音評に思わず苦笑してしまう。重音、他の人からはそんな風に思われてたんだ。

「だからこそ、なのかな。しおりん達のこと、応援したいなって思ったんだ」

「それは、見ていて楽しいから……？」

「うん。二人が一緒にいる時、いつもとは違う二人が見れるっしょ？　そんな二人をいつまでも見ていたいなーって」

「……それに、さ」唯奈ちゃんは照れ臭そうに髪を弄いじりながら、

「二人が仲良くなれるお手伝いができたら、あたしも自信を持ってしおりんの友達だって言えるかもなー、って」

「唯奈ちゃん……」

「あ、あはは。な、なに真面目なコト言ってんだろあたし。あー、顔あっつ」

　真っ赤になった顔を手で扇あおぎながら、目を泳がせる唯奈ちゃん。マイペースで強引で唯我独尊な人だと思っていたけど……誰よりも優しい、素敵な人だ。

「と、とにかく！　しおりん達のコトはこれからも応援するから、しおりんもあたしのコトどんどん頼っちゃってくれていいからね！」

「（こくん）。よろしく、お願いします」

　友達ができた。しかも、重音以外だと初めての友達が。

　重音に報告したら、私に友達ができたこと、喜んでくれるかな……。











第九章　お膳立てからの、振り絞った勇気。









　急な気温変化のせいか、いつもよりも早く起きてしまった日の朝。

　俺は朝食を食べながら、朝のニュースバラエティ、その中の血液型占いのコーナーをぼけーっと眺めていた。

『そしてＯ型！　Ｏ型の人は今日超ハッピー！　気になるあの子と距離を詰められるかも？　一年ぐらい疎遠だった幼おさな馴な染じみとグッと仲良くなるなら、今日しかない！　ラッキープレイスは映画館！』

　Ｏ型の人が社長を務めるスポンサーから賄賂でも貰ったんじゃないかってほどの偏りっぷり。後で絶対テレビ局に苦情の電話くるだろこれ。

『幸運な人も不幸な人も、今日一日頑張りましょう！　いってらっしゃい♪』

　その『いく』は『行く』なのか『逝いく』なのか気になるところではあるが、とにかく血液型占いのコーナーは終了した。……なんか疲れてしまったので、静かにテレビの電源を落とす。

「気になるあの子……」

　ふと頭に浮かんだのは、最近俺の家に通い詰めている幼馴染の顔。リモート生活が始まる前よりは確実に仲良くなれているものの、昔と比べたらまだまだ距離感があるといっても過言ではない。ちょっとしたことで互いに無言になるし。居たたまれない空気になったのだって一度や二度では済まないし。

「いや、別に枝し折おりとそういう関係になりたいわけじゃないんだけど」

　誰に対してかもわからない言い訳を並べるが、もちろんそれに反応してくれる人はただの一人も存在しない。

「……映画館かぁ」

　気になるあの子と距離を縮めるための、ラッキープレイス。映画館に一緒に行ける時点でもうその子との距離はかなり縮められているのではないかと思う次第だが、参考程度として頭の片隅に置いておくぐらいはしてもいいだろう。

　そう、参考程度として。

「近くに映画館とかあったかな」

　スマホで調べてみると、徒歩十分圏内に割と大きな映画館が確認できた。別に枝折を誘おうとか思ってない。ただ、少し気になっただけだ。参考程度に。

「あ、この映画。今度あるんだ。ちょうど気になってたんだよな」

　有名なアクションスターが主演を務めるコメディアクション。動画配信サービスでシリーズは全部予習済みなので、放映直後に観みてもなんら問題はない。

「あいつ、こういうの観るのかな」

　何年も付き合いはあるけど、枝折の映画の好みなんて全然知らない。コメディ系の漫画は好きだったとは思う。でも映画までその好みが適用されるかどうかは、流石さすがにわからない。

　そもそも、あいつがこの映画を好きだったとして、どうやって誘えというのか。ただの幼馴染、しかも別にイケてるわけじゃない、教室の隅でいつも本ばっかり読んでる陰キャぼっちから映画に誘われたところで、嬉しい以前に気味悪がられるだけなのではないのか。

「…………」

　考えてもわからない。わかるはずがない。誰かを映画に誘うだなんて経験、今まで一度もしたことがないのだから。

　どうしたものか。解決しようのない難題に頭を悩ませている──と、突然、スマホが小刻みに震え始めた。

　画面を確認すると、そこには一件のメッセージ通知が。送り主は小こ森もりだった。

「何だ……？　『今日こそ一緒にゲームしよー』……まだ諦めてなかったのか」

　中々にしつこいやつだ。俺なんかと一緒にゲームをしたって楽しくないだろうに。

　だけど、この身軽さはとても羨ましい。断られるかもしれない、なんて一度も考えたことないんだろうな。だからこういう誘い方ができるんだ。そうに違いない。

「いや、小森に聞けばよくね？」

　ふと思いついた名案。

　自分一人で考えてダメなら、他の人に聞けばいい。

　……面倒臭いって断られたりしないだろうか？

「ええい、こういうのは送ってから考えればいいんだよ」

　不安な気持ちを押さえつけ、文章を打ち込み、送信する。

『枝折を映画に誘いたいんだけど、どうすればいいのかわからない』

　スマホの前でそわそわしていると、すぐに返信が来た。

『さねさねついにしおりんをデートに誘うの!?　やるじゃん！　いやー、さねさねはやる時はやる男だと思ってましたよ、あたしは！』

　文章だけからでも伝わってくる異常なまでのハイテンションに胸焼けを覚えた。

　否定的なメッセージじゃなかったことに安あん堵どしつつ、返信する。

『デートじゃない。気になる映画があったけど、一人で行くのもなあ……、って思っただけだ』

『はい噓うそ。万年ぼっちなさねさねがぼっち映画に躊躇ためらうわけないじゃん』

『ボロクソ言わないでもらえます？』

『事実を述べてるだけだし。ま、勇気を出したってコトで納得してあげましょう』

『どうでもいいから誘い方教えてくれ』

『さねさね冷たくね？　そんな態度だと女子から嫌われるっしょ』

『ほっとけ』

『でも、さねさねの勇気に免じて今回は特別にあたしが一肌脱いでやるし。あ、美味おいしいスイーツが食べたいにゃーん☆』

『なんでも奢おごるから早く教えてくれ』

『はいスクショ。はー、スイーツ楽しみー』

『……小森』

　キラキラお目々のクマがごめんなさいするスタンプが送られてきた。超うぜえ。

『まあ、誘い方っていってもフツーにメッセージ送るだけなんだけど』

『なんて書けばいいんだ？』

『「今度映画でも観に行かないか？」とか「気になる映画があるんだけど」とかで問題ないなーい』

『それだけでいいのか？　「一人で行けばいいのに」とか言われたりしないか？』

『ネガティブ拗こじらせてんねー。しおりんに限ってそんな断り方しないと思うけど』

『やんわりと断られるかもしれないだろ』

『うーんこれは重症。あたしが例文作ったとしても、心の中で無限に言い訳して結局送らない未来が見えるっしょ』

　ぐうの音も出なかった。なんなら自分でもその未来が容易に想像できた。

『いいこと思いついたし』

『なんだ？』

『一人だと言い訳ばかりで行動できないなら、あたしが一緒にいてあげればいいし』

『どういうことだ？』

　メッセージを打ち、さらに首を傾かしげたところで、返信が来た。

『断られるのが怖いなら、断り切れない状況を作ればいいだけっしょ』







「お邪魔しまぁーっす！」

　放課後。

　映画館のことで頭がいっぱいだった俺の部屋に、小森が問答無用で押し掛けてきた。

「……来るなら来るって先に言え」

「先に言ったら断ってたっしょ」

　否定の言葉が一文字たりとも出てこなかった。

「あれ？　唯ゆい奈なちゃん……？」

　玄関先で小森と漫才を繰り広げていると、枝折が様子を見に奥から出てきた。

　小森は靴を脱ぐと、枝折に勢いよく抱き着いた。

「しおりんこんばはー！　遊びに来たよー！」

「ゆ、唯奈ちゃん、苦しい……」

　すこぶる仲良しさんだった。コスプレ会の時は余よ所そ余よ所そしかったはずなのに、いつの間にこんなに仲良くなったんだろうか。

　小森のコミュ力の凄すごさを思い知らされる──と同時に、枝折のスペックの高さも再認識させられた。俺が枝折の立場だったとしても、こんな短期間で小森と仲良くはなれなかっただろう。

　……いかん。余計なことを考えちまってる。

　ネガティブな方へ思考が向かわないように、俺は場の軌道修正を図る。

「人の家でイチャつかないでくれ」

「ち、違う」

「そだよーさねさね。これは女子同士のスキンシップー」

「そっすか」

　どうせ言い争っても勝てないので強制的に会話を終わらせることにした。

「しおりん成分を摂取したところで、早速遊びますかー」

　小森は枝折に抱き着いたまま言う。セリフと行動がどう考えても合っていない。

「おい、話が違うぞ。協力してくれるって──」

「まあまあ、そんな心配しないでよさねさね。泥舟に乗ったつもりであたしに任せておきなさーい。あれ、紙舟だっけ？」

「大船な」

　相変わらずマイペースが極まっている小森に大きな溜ため息いきを吐つきながら、

「……もう勝手にしてくれ」

「言われなくてもー！　しおりん、家主の許可が出たからゲームしよー！」

「う、うん」

「部屋の中で走り回るな。ガキか」

　絡からみ合いながら居間へと向かった女子コンビの後を追いかける。

　小森は荷物を置くや否いなや、棚に並べられたゲームソフトを物色。複数人用のパーティゲームを見つけると、迷うことなくゲーム機に挿入した。

「まるで実家にいるかのような流れる手口だなオイ」

「授業の時に棚の中身は事前に確認しておいたのだよさねさねくん」

　そういえば棚の位置を変えよう変えようと思って結局変えてなかったっけか。いやそれ以前に授業中だからって人の家の棚を観察するなよ。プライバシーの侵害だぞ。

「ほらほら、二人共早く座って座って。時間は有限なんだし」

　モニターにゲーム画面が表示された瞬間、小森が俺達を手招きした。床を見るといつの間にやら三人分のコントローラーが並べられている。ウチにコントローラーは二つしかないので、一つは小森が家から持ってきたものだろう。こいつ、最初からこのゲームをする気でいやがったな？

　何度目かもわからない溜息を洩もらしながら、小森の隣に座──ろうとしたところで、何故なぜか脛すねを叩たたかれた。

「いたっ」

「もー、あたしの隣はしおりんだし。しおりんほら、早く早くー」

「う、うん」

　何なんだいきなり。座る場所なんて決まってなかっただろ。

　痛む足を摩さすっていると、加害者が服を引っ張ってきた。

「さねさねはしおりんの隣ね。二人でしおりんを挟んじゃお」

「はいはい……」

　かなり強引だし、きっと何か考えがあるのだろう。小森が任せておけと言ったのだから、もう何も言うまい。

　全員が配置についたところで、小森はスタートボタンを押した。

　彼女が選んだこのゲームは、前に俺が枝折とプレイしたパーティゲーム。

　小森は最大四人までプレイできるスゴロクモードを選ぶと、あくどい笑顔でこんなことを言い出した。

「フツーにやってもおもんないし、罰ゲームありルールでやろっか。無難に、ビリの人が一位の人の言うことを何でも聞くってコトで！」

「えっ!?　き、聞いてない」

「今言ったもーん」

「唯奈ちゃん……！」

　慌てる枝折をからかいつつ、小森は意味ありげな笑みをこちらに向けてきた。

　なるほど、そういうことか。

　小森の笑みを見て、ようやく理解したぞ。

　ビリが一位の言うことを何でも聞くという罰ゲーム。当然、ビリは一位からのお願いを拒否することはできない。罰ゲームというていであれば、流石さすがの俺でも枝折を映画に誘うことができる……と思う。

　めちゃくちゃ強引な手だ。小森以外の人間がやったら反感を買いかねないほどの。

　でも、そんな手を使ってまで協力してくれる小森には感謝しかない。

「ふふん♪　絶対に負けないしー」

「が、頑張る」

　正反対ながらも勝負に意欲を見せる女子二人。

　こういうことで盛り上がれるような人間ではないが、小森がここまでお膳立てしてくれたのだ。俺もやる気を出さなければ。

「勝つのは俺だ」

「お、さねさねやる気じゃん。これはしおりん、罰ゲームの危機？」

「絶対に負けない……！」

　負けられない戦いがここにある。

　冷汗が頰を伝うのを感じながら、俺はコントローラーを握り締めた。







　ボロクソに負け散らかした。

「さねさね、スゴロク弱過ぎじゃない……？」

　緑色の恐竜が優勝トロフィーを嬉うれしそうに掲げる映像が流れる中、小森は割と本気で俺にドン引きしていた。ちなみに恐竜の使用者は小森その人である。

「まさかほぼ全部のダイスで一の目しか出さないとか、流石のあたしも想定外だったし」

「うるせえ……」

　恨み節を吐くが、正直、自分でも自分の弱さに驚きを隠せていない。

　ミニゲームはほとんど勝てていたのに、とにかくダイス運が壊滅的だった。

「しかも止まるマスのほとんどがアンラッキーマス。まともなアイテムも取れてなかったし、もしかしてさねさねってスゴロクの才能ないんじゃない……？」

　ボロクソに貶けなされていた。でも事実なので何も言えなかった。もう誰かいっそのこと俺を殺してくれ。

「凄い負けっぷりだった。くふっ……」

　打ちひしがれる俺に、枝折の吹き出し笑いが追撃してくる。あえて言及するまでもないだろうが、彼女は二位である。

　何故こんなことになってしまったのか。どう考えても勝つ流れだったじゃん。マジであり得ないんだけど。

「この世界に神なんていねえ……」

「笑いの神ならいると思うっしょ」

「はっ倒すぞ」

「……っ！　……っっ！」

　俺と小森の漫才でついに耐えられなくなったのか、枝折が腹を抱えてその場に蹲うずくまり、ぷるぷる震え始めた。

　呼吸困難に陥る枝折の背中を小森は苦笑混じりに摩りつつ、

「クソ雑ざ魚こさねさねをからかうのも悪くないけど、もう時間も遅いし、罰ゲームを言い渡さないとね」

　俺にだけ見える位置で、片かた目を瞑つぶる小森。

　当初の計画が俺のせいでパーになってしまっているというのに、まだ何か考えがあるというのか。

「さねさね」

「ハイ」

「さねさねはこの後、しおりんに言いたいことをちゃんと言うこと。誤魔化したりしたらダメだよ？　自分の言葉で、最後まで、ちゃんと言うように」

「？」

　小森の言葉の意味がわからない枝折は首を傾かしげる。

　しかし全てを知っている俺は、慌てて彼女に食って掛かった。

「……お、おい。待て。話が違う」

「それはこっちのセリフだし。パーティゲーム無才能マン」

「ぐぅ……」

　正論を突きつけられた俺は呻うめき声を上げるしかなく。

　そんな俺の胸板を小森は軽く小突きながら、

「それに、勢いで誘った方が、意外と上手うまくいくもんだし」

「そういうもんか……？」

「さねさねは臆病過ぎるっしょ。もっと自信持ってこ？　大丈夫上手くいく上手くいく」

「……わ、わかった。頑張ってみる」

「おー。頑張れー♪」

　小森は無邪気な笑みを浮かべると、

「じゃ、あたしは帰るから。後は若いお二人でごゆっくり〜」

　風のような速さで帰っていく小森を止められる者など、ただの一人もいなかった。

　嵐が去り、取り残された俺達の間に静寂が訪れる。

　しかし、いつもとは違い、その静寂はすぐに打ち破られた。

「重かさ音ね。私に言いたいことって、何？」

「っ」

　緊張のあまり、心臓が締め付けられる。喉は干上がっているのに、手には大量の汗が滲にじんできていた。

　固唾を吞のんで、枝折の方を振り返る。

「……重音」

　そこには、とても不安そうな顔の幼おさな馴な染じみがいた。

　どうしてそんな顔を、なんて言うだけ野暮だ。何もわからないまま『言いたいことを言え』なんて言葉を残された。不安になるに決まってるだろ。

　小森が……いや、違う。俺自身が招いた結果だ。人のせいにするな。俺に勇気がないせいで枝折を不安にさせているのだ。

　腹を括くくれ。お前のクソッタレみたいなプライドなんかのために大切な幼馴染を傷つけるな。

「……枝折」

「っ」

　枝折は目をぎゅっと瞑り、口を一文字に引き絞る。

「枝折って、映画とか好きか？」

「……は？」

　枝折史上最も間抜けな声が洩れた。

「い、いや、ちょっと、気になる映画があってさ。それが今度上映されるんだけど、一人で観みに行くのも何だかなって……だから、枝折さえよければ、誘おうかなって思ったんだけど……」

「…………」

「し、枝折？」

「……それが、重音が私に言いたかったこと？」

「あ、ああ。そうだけど……」

「…………はぁ」

　盛大に溜ため息いきを吐き散らかされた。

「急に唯奈ちゃんがここに来た理由がわかった気がする。重音が私を映画に誘うために協力させたんでしょう？」

「うぐ」

「罰ゲームもそう。ビリの私に一位の重音が『一緒に映画に行くこと』って命令して映画館に連れて行くつもりだった。……違う？」

「違いません……」

「意気地なし」

「ふぐぅ……」

　あまりにも重い一撃だった。完全にボディにきてる。

「一緒に映画に行くぐらい何度も経験あるんだから、普通に誘ってくれればいいのに」

「い、今と昔じゃ話が違うんだよ」

　皆まで言わせないでほしい。

「……重音は本当にばか。生粋のばか。世界一のばか」

「そ、そこまで言わなくてもよくない……？」

「行く」

「え？」

「行くって言ったの。映画に。せっかく誘ってくれたから」

「ほ、本当にいいのか？　俺と一緒に行っても楽しくないかもしれねえぞ？」

「それを決めるのは私。重音は黙ってて」

「あ、はい」

　すっげえ機嫌が悪そうに見えるが、どうやら俺の誘いは上手くいってくれたらしい。

「映画、いつ行くの？」

「え？　あ、えっと……来週の土曜日以外は全部席が埋まってたから、その日にでもどうかなと……」

「わかった。来週の土曜日。覚えておく」

　短く言い放つと、枝折は荷物をまとめ始めた。時計を見てみると、すでに夜の八時を回っていた。

「帰る」

「お、送ろうか？」

「大丈夫。一人で帰れるから」

「そ、そうか……」

　もう余計なアクションは起こさないでおこう。目的は達したのだから、石のように静かにしておくべきだ。

「……重音」

　玄関口で靴を履き、ドアノブに手をかけたところで、枝折はこちらを振り返る。

　先ほどまでとは違い、彼女は可か憐れんな笑みを浮かべていた。

「映画、楽しみにしてる」

　返事は許されなかった。

　俺が口を開く前に、枝折が走り去っていったから。

　一人残された俺はゆっくりと閉まっていく扉を見つめながら、ただただ目を丸くする。

「……お、女心ってわからねえ」





★★★






　今日、重音から映画に誘われちゃった。

「やった……っ！」

　小さくガッツポーズをしたところで、ここがまだ外であることを思い出して、私は素早く手を引っ込めた。幸いにも周りに人はいなかったみたいで、私は安あん堵どの溜息を洩もらしたり。

「向こうから誘ってきたということは、そういうことなのかな……？」

　一緒に映画を観るだけなら、私である必要はない。

　でも、重音は私を誘った、誘ってくれた。

　つまり、私と仲良くなりたい、ってこと……？

「これってデート、だよね……デート……重音とデート……」

　デートなんだから、映画を観るだけじゃ終わらないはず。一緒にご飯を食べたり、一緒に街を歩いたり……恋人みたいに、指を絡からめて歩いちゃったり……。

　……少し妄想が先に進み過ぎちゃった。

　デートだって思った途端、心が浮うわつき始めちゃってる。

　しょうがないよ。だって、重音から初めてデートに誘われちゃったんだから。

「デートだと思ってるの、私だけかもしれないけど」

　それでもいい。

　重音と二人でお出かけできるというだけで、私はすごく幸せだから。

　それに、雰囲気がよかったら、この想おもいを伝えられるかもしれないし。

「映画、楽しみだな……」

　ついつい足取りが軽くなる。周りに人がいないから、スキップまでしちゃってる。

「新しい服、買っておかないと」

　せっかくのデートなんだから、少しぐらい奮発しよう。

　重音には、一番かわいい私を見てもらいたいから。





★★★






　最近、枝折の機嫌がいい気がする。

　露骨な変化があったわけではない。授業中休憩中問わずに相変わらずのローテンションだし、基本的にはいつも通りの仏ぶっ頂ちょう面づら。

　ただ、雰囲気と言えばいいのだろうか。彼女の周りの空気が、どこか弾んでいるように感じる。

「重音。ペンが止まってる」

「あ、すまん。ちょっとわからないところがあってさ」

「どこ？」

「ここ」

「……公式が間違ってる。よく見てみて」

「え？　……あ。本当だ」

「さっき教えたところなのに」

「ごめんって」

　枝折に膨れっ面を浮かべられ、思わず首の後ろを搔かいてしまう。

「集中力が切れてきてる。今日はもう終わる？」

「そうだなぁ。二時間ぐらい勉強してるし、そろそろ終わってもいいかもな」

「ん、わかった。……そういえば、キッチンにクッキーが置いてあった」

「何で俺の家のキッチン状況把握してるんだよ」

「美味おいしそうだった。……食べたいなぁ」

「そして当たり前のように帰らないのかよ」

「……ま、まだ帰るには早い」

　わかっちゃいたけど、やはり今日も家には帰りたがらない枝折なのであった。

「あっそ。じゃあ、クッキーだけってのも何だし、紅茶も淹いれとくか」

　ノートを閉じ、キッチンへと向かう。

　紅茶とクッキーの準備を手早く済ませ、トレイを両手に居間へと戻る。

「お待たせ」

「こっちも今ちょうど終わったところ」

　テーブルの上が綺き麗れいさっぱり片付けられていた。流石さすがは枝折。細かな気配りが行き届いている。

「ありがとな」

「えへん」

　可か愛わいらしく胸を張る枝折に苦笑しつつ、紅茶やクッキーを並べていく。

「ほい、どうぞ」

「ん、ありがとう。いただきます」

　枝折が律りち義ぎに両手を合わせ、クッキーへと手を伸ばした、まさにその瞬間。彼女のスマホから着信音が鳴り響いた。

「……タイミングが悪い」

「誰から？」

「唯奈ちゃん」

　すぐに電話に出るのではなく、何故なぜかスマホをまじまじと見つめる枝折。電話に出たくないというより、電話に出るかどうか迷っているように見える。

「どうした？　出ないのか？」

「重音がせっかく淹れてくれた紅茶が冷めてしまう……」

　思っていたよりも可愛らしい理由だった。

「冷めちまったらまた新しいの淹れてやるから。友達待たせんなって」

「ん、そうする」

　枝折は微笑ほほえみを湛たたえると、小森との通話を開始した。

「はい、枝折です。こんにちは。今？　重音の部屋にいる。違う、ゲームじゃない。重音に勉強を教えてた。……も、もう。からかわないで」

　恥ずかしさを誤魔化すように、枝折は前髪を指で弄いじり始める。また小森が余計なことを言ったんだろう。あいつもつくづくしつこいやつだ。

「それで、どうしたの？　……え？　あ、えと、ごめんなさい。いきなりの話だったから驚いてしまった。嫌じゃない、けど……でも、迷惑になるかも……」

　どうやら遊びか何かに誘われているらしい。でも、それにしては枝折の様子がどこかおかしいような気が……。

「迷惑じゃない？　うん、うん……そう、なんだ……ちょ、ちょっと、待ってほしい」

　顔からスマホを離し、何故か俺の方を見てくる枝折。その手はスマホの通話口をすっぽり覆っている。

「小森、何て？」

「唯奈ちゃんがお友達に私を紹介したいから、今度一緒に遊びに行かないか、って……」

「よかったじゃん。行ってきたら？」

「……でも、私は人見知り。話すのも上手じゃない。迷惑になるかも……」

　不安なのか、彼女の視線は内向きになっていた。

　俺も人見知りなので、彼女の気持ちは痛いほどにわかる。

　場を盛り上げようと無理をして変なやつだと思われたらどうしよう。

　調子に乗っていると勘違いされてしまったらどうしよう。

　些さ細さいな言動で相手を傷つけてしまったらどうしよう。

　何を話したらいいかわからなくなって相手を困らせてしまったらどうしよう。

　そんな不安が胸を締め付け、一歩を踏み出す勇気を奪ってしまう。そのままずるずると何年も過ごし、ついには自分から率先して他人と関わらなくなる。それが俺達のような人間だ。

「どうしよう……」

　縋すがるような瞳で枝折は俺を見つめてくる。

　正直、万年ぼっちな俺がどうこう言える問題ではない。友達に紹介したいから〜みたいな話なんて人生でただの一度もなかった。だから枝折にアドバイスできることなんて何もないし、彼女に道を示す資格なんて持ち合わせてすらいない。

　そもそも、枝折は俺とは違って、友達に囲まれていてもおかしくないやつなんだ。ちょっと勇気がないだけで、少しのきっかけさえあれば、友達ぐらい簡単にできるはずなんだ。

　だから、俺が何かを偉そうに言うなんてお門違いにもほどがある。

　……でも、不安がっている幼おさな馴な染じみの背中を押すぐらいはしても、罰は当たらないはずだ。

「枝折が一人で会うわけじゃないんだろ？　小森もいるなら大丈夫だと思うけど」

「でも……」

「誰に対しても辛辣なお前を秒で気に入った小森の友達なんだろ？　案外すぐに仲良くなれるかもよ」

「それはそうかも、しれないけど……」

「難しいこと考えず、全部小森に任せりゃいいって。お客さんだと思って、気楽に行ってこいよ。もし何かあったら、俺が愚痴ぐらい聞いてやるからさ」

「重音……」

　枝折は胸に手を当て、数秒目を閉じると、

「……私、行ってみる」

「決めたんなら、早くそれを小森に伝えてやれ。多分待ちくたびれてると思うぞ？」

「うん。そうする。……ありがとう、重音」

「それっぽい言葉を並べただけだから礼なんていいよ」

「ふふっ。重音は素直じゃない」

　枝折は口元に手を当て、クスリと笑うと、小森との通話を再開した。

「もしもし。待たせてしまってごめんなさい。さっきの話、なんだけど……私も、唯奈ちゃんのお友達に会いたい。わっ、よ、喜び過ぎ。びっくりした……」

　小森がどういう風に喜んでいるのか、少し考えるだけで簡単に目に浮かんだ。

「うん、うん……それで、日程はいつ？　私は、なるべくお休みの日がいいけど、他の人に合わせる。……え？　ま、待って。そ、その日、は……そこしかダメ、なの？　みんなの予定がその日しか合わない？　そ、そう、なんだ……」

　突然、枝折の声が震え始めた。顔色も悪くなっている。

　……どうも、雲行きが怪しい。

「ちょ、ちょっと、待ってて」

　枝折は再び通話を中断し、こちらを見てくる。露骨なほどに目が泳いでいた。

「今度はどうしたんだよ」

「唯奈ちゃんの友達と遊ぶ日……今度の土曜日、だって」

　今度の土曜日。

　それは、俺が枝折と映画を観みに行く予定の日だった。

「ど、どうしよう……」

　友達が作ってくれた機会を優先するか、俺との約束を優先するか。

　心の底から迷う枝折を見て、俺はすかさずこう言った。

「まあ待て。断るにはまだ早い」

「え？」

「俺との約束はいいから、小森との約束を優先しろよ。せっかくの機会なんだ。俺なんかのために断るのはもったいねえって」

「で、でも、映画が……」

「映画なんていつでも観れるし。上映期間終了に間に合わなかったとしても、後で配信サービスか何かで観ればいいしな。どうとでもなる映画なんかより、小森達と遊びに行く方を優先するべきだよ。うん、お前はそうするべきだ」

　枝折の言葉を待たずに、早口で捲まくし立てる。

　勇気を出して友達の輪を広げようとしている枝折の邪魔をしているのは、他の誰でもないこの俺だ。……俺さえ我慢すれば、他の全員が幸せになれる。

　だから、お前は我慢しなくていいんだよ。

　俺の身勝手でお前が辛つらい思いをする必要なんて、どこにもないんだ。

「重音は本当に、それでいいの？」

「ああ。もし配信もされそうになかったら、最悪一人で観に行くよ。だから枝折は気兼ねなく小森達の方に──」

「……にしてたのに」

「枝折？」




「私は楽しみにしてたのに！」




　突然の絶叫に、俺の鼓膜が悲鳴を上げる。

　見ると、枝折の目から、大粒の涙が零こぼれ落ちていた。

「重音が私を映画に誘ってくれた時、私は嬉うれしかった。だからずっと、その日が来るのを楽しみに待ってたのに……どうしてそう簡単に諦められるの……っ!?」

　怒っている……とは、少し違う。

　枝折は、泣いていた。

　心から、悲しんでいた。

「私は、重音から映画に誘われた時、凄すごく嬉しかった。どんな服を着ていこうとか、どうやって過ごそうとか、ずっとずっと考えてた……なのに、どうして重音はへらへら笑いながら全部切り捨てちゃうの……？　重音は、私と映画を観に行くのが楽しみじゃなかったの……っ!?」

「そ、そうは言うけど、俺と映画に行く約束のせいで、小森達との約束が……」

「唯奈ちゃん達と遊べなくなるのは残念。でも、それ以上に、重音と映画館に行けなくなる方が嫌だから、断ろうって思ったのに……重音にとって、私との約束は、その程度のものだったの!?」

「ま、待てよ、落ち着けって。その程度とか、一言も言ってないだろ。ただ、俺みたいなぼっちとの約束なんかより、友達の輪を広げるチャンスを大切にした方が、今のお前にはいいと思ってだな」

「私は特別なんかじゃない。私は重音の幼馴染。それ以上でもそれ以下でもない。なのにどうして、重音は私を特別扱いするの？　どうして私なんかのために、自分を犠牲にしようとするの……っ!?」

　枝折を自分と同等だなんて、考えたことすらない。

　というか、考えられるわけがない。

　いつだって周りからチヤホヤされていて、毎日のように男子から告白されていて、何もかもが常人とは違う……そんな枝折を自分と同じに扱うだなんて、そんなの、絶対無理に決まっているじゃないか。

「特別扱いも何も、お前は特別だろ。みんなから憧れられる存在で、歩いているだけで注目されるような絶世の美少女で……。大した取り柄もない、どこにでもいるような凡人でしかない俺なんかとは天と地ほども違う。同等なわけがねぇだろ」

「特別扱いしてくれだなんて、一度もお願いしたことない！　望んでこの顔に生まれたわけでもない！　なのに、重音はいつも勝手に私を持ち上げる。私は重音と同じ場所に立っていたいのに、重音は自分を卑下して、私の邪魔ばっかりする……」

　枝折の目から大粒の涙が零れ落ちる。目元は赤く腫れ、唇は小刻みに震えている。

　こんなに怒っている枝折を見るのは、生まれて初めてだった。

「ねえ、重音。重音にとって私は何？　対等な幼馴染じゃないの？　違うの？」

「それは……」

　周囲の目を惹く美少女と、空気みたいな一般人。

　非凡と平凡。

　対等なはずがない。ただ偶然、幼馴染という間柄に生まれただけ。

　幼馴染という関係性を取り除いたら、俺と枝折を繫つなぐものは何もなくなる。

「……俺とお前が対等になるなんて、無理だ。だって俺はお前と違って、特別な人間になんてなれるわけないんだから」

「っ。……もういい」

　そう言うと、枝折はスマホを耳に当てる。

「唯奈ちゃん。今度の土曜日、大丈夫。うん、大丈夫。気にしないで。……楽しみにしてる。うん。じゃあ、また」

　三度目の通話は数秒にも満たなかった。

「…………」

　通話を終えた枝折は無言で荷物をまとめ始める。すぐに彼女を止めるべきなのかもしれないが、俺は動くことはおろか声を発することすらできなかった。

「重音のばか」

　そんな言葉を残し、枝折は俺の部屋を後にした。

　残されたのは、完全に冷え切った紅茶と手付かずのクッキー。そして部屋の真ん中で呆ぼう然ぜんと立ち尽くす、哀れな凡人。

「……何でこうなっちまうんだよ」

　ベッドに背を預けるように、座り込む。天井を見上げると、熱いものが頰を伝った。

「俺は、ただ──くそ、ちくしょう……」

　その日を最後に、枝折が俺の部屋を訪れることはなくなった。











第十章　嫌われた先の、逃げた後で、俺は。









『部分否定と全部否定の違いについてですが──』

　佐さ々さ木き先生の説明を聞き流しながら、ノートＰＣの向こう側を軽く見やる。

　そこには当然、誰もいない。

　クラスで人気の無口な美少女も、一年間疎遠だった幼おさな馴な染じみも……そして、オンライン授業を今まで一緒に受けてきた女の子も、ここにはいない。

　ノートＰＣの画面には、彼女の姿が映っているというのに。

『…………』

　彼女は一言も喋しゃべらない。授業中だから当然なのだけど、それでも、いつも以上に無口で無表情に思えてしまう。

　あれから何度か連絡はした。メッセージだって送った。だけど、彼女はその全てを無視している。なんだか、昔と立場が逆転した気にさせられる。

　授業を受けられないから俺の部屋に来ていたはずだけど、今の彼女は普通に授業を受けている。誰かの部屋を借りているのか。そう、たとえば小こ森もりの家とか。まぁ、それを確かめる術すべは今の俺にはないのだけど。

　俺が怒らせてしまったから、彼女は俺との距離を置いた。

　この状況は、彼女の気持ちを考えられなかった俺の愚かさが招いた結果でしかない。

（……俺の部屋ってこんなに広かったっけ）

　孤独なのには慣れているつもりだった。

　でも、彼女とのリモート生活が忘れられないばかりに、今の俺は凄すさまじいまでの孤独感に苛さいなまれてしまっている。

（…………）

　何もない空間を、ただただぼーっと眺める。

　当然、授業に身など入らない。

　その日、俺は教師から授業中に十回以上注意をされた。







　放課後になったが、俺は夕飯の準備すらせず、ベッドに倒れ込んでいた。

「…………」

　体調が優れないわけじゃない。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているわけでもない。

　ただ、何もやる気が起きない。

　幼馴染と喧けん嘩かしただけなのに、胸の中にぽっかりと穴が開いてしまった気分だ。

　ちら、とテーブルの上のスマホに視線をやる。

　当然、枝し折おりからメッセージが入った形跡はない。

「こっちから連絡するのもなぁ……」

　もう何度も無視されているし。したところで意味はないだろう。

「はぁ……」

　どうしてこう上手うまくいかないのか。

　自分が嫌になり、溜ため息いきが止まらなくなってきた時、スマホが小刻みに震え始めた。

「…………」

　正直、出る気力はない。

　ただ、もしかしたら、という感情が、俺を突き動かした。

　ベッドから起き上がり、スマホを手に取る。

　電話の発信者は、小森だった。

「……もしもし」

『やっほーさねさね！　元気してるー？』

「元気そうな声に聞こえるか？」

『ですよねー。今日めちゃくちゃ先生から注意されてたし。何なら顔も死んでたし。顔の方は生まれつきだったり？』

「……そっすね」

『ツッコミが返ってこないし！　こりゃ重症じゃなあ』

　相変わらずのハイテンション。話しているだけで疲れるけど、今だけはその場違いなテンションに心が救われるようだった。

「それで、何の用だ？」

『うーん、色々と世間話してからの方がいいかなって思ってたけど、さねさね回り道とか嫌いそうだから単刀直入に言うね』

　一拍置き、小森は続ける。

『しおりんと喧嘩した？』

「……この前の電話ン時に聞こえてたはずだろ」

『まぁ、うん。でも、聞こえてたのは叫び声だけだから。……それで、喧嘩の原因は？』

　彼女は彼女なりに俺達のことを心配してくれてるんだろう。

　あの日のことはあまり思い出したくないけど、俺は答えることにした。

「お前達との約束が俺と映画に行く日と被かぶってたから、枝折のためを思って映画の予定をなかったことにしたらブチギレられた」

『あー……なんかごめん』

「お前は悪くねえよ。ただ、間が悪かっただけだ」

『でも、そっか、そんなことが……映画を誘うように言ったのあたしなのに、全然知らなかった。せめてさねさねに日程を聞いておくべきだったし』

「だからお前のせいじゃねえって」

　そう、小森は一切悪くない。

　悪いのは、全部俺なのだ。

『さねさねは優しいね。でも、ありがと。よし、あたしは悪くない悪くない。さねさねが全部悪い！』

「切り替え早過ぎだろ……」

『それがあたしの取り柄だから。ううん、喧嘩、喧嘩かー……』

「ていうか、何で今更そんなこと気にするんだよ。喧嘩したの何日も前だぞ」

『今日、しおりんがウチに来てさー。授業を受けさせてほしいーって』

　そんな気はしていた。

　彼女が頼れる人間なんて、俺を外せば小森ぐらいしかいないから。

『ここ数日は色んな手を試して何とかやってたみたいだけど。それも無理になったから、ダメ元であたしのところに来たみたい』

　きっとスマホのテザリングで無理やり授業を受けていたんだろう。前にそうやって俺とリモート通話をしていたし。

「そうか。まあ、別にいいんじゃねえの。俺みたいな陰キャぼっちなんかじゃなくて、小森みたいな陽キャで目立つ人気者と一緒にいる方があいつも楽しいだろ」

　枝折は俺と違って特別な人間だ。そんなやつが俺と一緒にずっといたこと自体がそもそも間違っていたんだよ。

『ねえ、さねさね。一つ聞いてもいい？』

「なんだよ」

『どうしてさねさねは、しおりんをそんなに特別視するの？』

「どうして、って……あいつはめちゃくちゃモテるし、みんなからチヤホヤされてるし……そういや、中学の時からモテてたっけか。あいつは断ってたみたいだけど」

『だから、しおりんを特別視するの？』

「あいつは俺みたいな凡人とは違うんだよ。特別視して何が悪い」

『……あたしはしおりんが特別だとは思わないけど』

「それはお前も特別側の人間だからだろ」

『あー……しおりんの気持ちが今ちょっとだけわかった気がするし』

「どういう意味だよ」

『しおりんはね、さねさねから特別扱いされたくないんだよ。……ううん、ちょっと違うかな。特別扱いはされたいけど、腫物に触るようには扱われたくないんだと思う』

「そんなこと……」

『してるよ。だってさねさね、いつもしおりんの顔色ばっかり窺うかがってるもん』

「っ」

　予想もしなかった小森の指摘に、俺は言葉を失った。

　自分で気付いてなかった心の内を指摘されたせいで、動揺が収まらない。

　冷汗が頰を伝う中、小森は俺に厳しい言葉を浴びせ続ける。

『幼馴染が顔色ばっかり窺ってきたら、いい気分にはならないと思うし』

「お前に何がわかるんだよ」

『さねさねが逃げてるだけだってことぐらい、あたしにもわかるっしょ』

「俺は、枝折のために身を引いたんだよ。逃げてるわけじゃ──」




『しおりんがそうしてくれって一度でも頼んできたことがあるの？』




「っ」

　今度こそ、完全に思考が停止した。

『さねさねの言う「充実した生活」って何？　もしそれが「たくさんの友達に囲まれたリア充生活」みたいな感じだったとして、それを本当にしおりんが望んでいるかどうかを一度でも考えたことはあるの？』

「それ、は……」

『さねさねの他人に優しいところは長所だと思うよ。でも、自分を犠牲にすれば全部丸く収まるっていう考え方だけは、流石さすがにどうかと思うし』

　小森は子どもに言い聞かせるように、優しく柔らかな声色で言う。

『しおりんはきっと、さねさねと対等になりたいって思ってるはずだよ』

『ちゃんと仲直りしときなね』そう言って、小森は通話を終了した。

「……うるせえよ」

　通話の切れたスマホを見つめながら、言葉を吐き出す。

「あいつと対等になるなんて、無理に決まってんだろ……」







　小森から心の痛くなるお説教を頂戴してから数分後。

　俺の部屋に一人の客がやって来た。

「文ふみ月つき君、今日調子悪そうだったから。何かあったんじゃないかと思って」

　現国教師・佐々木愛まな美み先生はカップの表面を指で摩さすりながら、心配そうに言った。

「教師として、生徒の悩みは解決してあげないと」

「はぁ」

「だからほら、気軽に相談してみなさい。先生、これでも人生経験豊富なんだから」

「先生ってプライベートの時は本当に物腰柔らかですよね」

「な、何度でも言いますけど、授業中の態度については、ほら、厳格にしておかないとみんな授業に集中してくれないから仕方なくやっているだけだから」

　火ほ照てった頰を手で扇あおぎ、冷まそうとする佐々木先生。相手をからかえるだけの余裕が出てきたのは、きっと色々と考えるきっかけをくれた小森のおかげだろう。

「……って、もう、わたしの話はしなくていいのよ。今はとにかく、あなたのことを話しましょう？」

　佐々木先生は頰を膨らませ、微笑ほほえみ、そして俺に先を促す。授業中もこれぐらい感情表現豊かだったらもっと人気が出るんだろうに。

「ちょっと、知り合いと喧嘩をしてしまって」

「喧嘩を？」

「はい。それで、どうしたものかと悩んでる、感じです……」

「うーん……とりあえず、一つずつ問題を整理していきましょうか」

　そう言うと、佐々木先生は鞄かばんからノートを取り出し、テーブルの上に広げた。

「まず、文月君はその人に何をしたの？」

「他人のためを思ってとった行動が、実はその人にとっては迷惑だったみたいで。でも俺はそのことに気付くことができず、相手を怒らせてしまったんです」

「他人のため？　具体的には？」

「……そいつが友達に遊びに誘われたんですけど、ちょうど俺と遊ぶ日がその日と被っちゃってて。俺はそいつのために、こっちの予定は無視していいって言ったんですけど、そいつは俺の行動が気に入らなかったみたいで……」

「ふむ……」

　佐々木先生は相あい槌づちを打つと、走らせていたペンを止めた。

「文月君はその人のためを思って行動した。だけど、その気持ちは伝わらず、相手を怒らせてしまった。これで合っているかしら？」

「大体は」

「その人が友達と遊べるように、自分が身を引いたのよね？」

「はい」

「なるほど。そういうことね……」

　佐々木先生は何かを理解したような呟つぶやきを洩もらすと、

「どうやら文月君は自分の気持ちに気付けていないようね」

「……自分の気持ち、ですか？」

「ええ。あなたはその人のためを思って行動したと主張したけど……はたして、本当にそうなのかしら？」

「何を、言って……」

　俺は枝折が小森達とちゃんと遊べるように身を引いたんだ。

　そして俺の態度を気に喰くわないと思った枝折が俺に怒って、仲なか違たがいを引き起こした。

　そうだ、そのはずだ。……なのに何で、こんなに胸がざわつくんだ？

「あなたが相手のために身を引いた時、本当は何を考えていたの？」

「何を、って……そんなの、俺があいつの邪魔になる、ってことに決まって……」

　……それ以上、言葉は出てこなかった。

　だって本当は気付いていたから。

　枝折のために俺は身を引く。

　枝折の邪魔になるから、俺が遠慮すればいい。

　そんな体のいい言い訳に甘えて、枝折の隣に並ぶ勇気のなさを誤魔化していたことに。

「っ……」

　胸の苦しさと吐き気に、思わず身をかがめてしまう。

　そんな俺の肩に手を置きながら、佐々木先生は優しい声色で言葉を紡つむいだ。

「あなたはもう、気付いているはずよ」

「…………」

　反論の言葉は、何も浮かんでこなかった。

「自分に素直になりましょう、文月君。自分を偽ったって、何も解決しないわ」

　慈愛に満ちた先生の顔を見て、ふと思う。

　──もう言い訳するのはやめよう、と。

「……怖かったんです」

　気付けば、声が洩れていた。

　ダムが決壊したかのように、言葉が垂れ流されていく。

「俺は何もない、ただの凡人だから。特別なあいつの隣にいるだけで、自分が奇異の目で見られてるんじゃないかって。あいつの隣に立つのに相応ふさわしくないって現実を突きつけられるのが怖くて……だから、全部あいつのためだって言い訳して、あいつのことを気遣ってる振りをして……くそっ、なんだよ。最低じゃねぇか、ちくしょう……」

　全部、自分のためだった。

　それがわかっていながら、俺はあいつを傷付けてしまった。

　自分が傷付きたくないばかりに。

「嫌われるのも当然だ……俺は、それだけ酷ひどいことをしちまったんだから……」

　でも、嫌だ。

　あいつから嫌われるなんて耐えられない。

「また、あの時みたいに仲良くしたい……ちゃんと謝って、やり直したい……」

　枝折ともう一度、やり直したい。

　今度こそ、互いに気を遣うことのない、対等な立場で。

「大丈夫。あなたならすぐにやり直せるわよ」

「先生……」

　涙を拭い、滲にじんでいた視界を元に戻す。

　はっきりした視線の先で、先生は慈愛の笑みを浮かべていた。

「今、あなたが口にした本当の気持ち。その心から溢あふれた言葉を全部、相手にそっくりそのまま伝えればいい。そうすれば、あなたは絶対にその友達とやり直せるわ」

「伝えるだけ、って……本当に、それだけでいいんですか？」

「ええ、もちろん。だって、言葉は長い歴史の中で人間が生み出した最強の武器だもの。その効果はどんな兵器よりも絶大なんだから」

　得意げな表情で片目を瞑つぶる佐々木先生。先生というより母親を彷ほう彿ふつとさせるその態度についくすぐったさを覚えてしまう。

「心配しなくても、あなたならきっとできるわ」

　立ち上がりながら、先生は言う。

「無事に仲直りすることができたら、わたしにもちゃんと教えてくださいね。わたしが教師としての責務を全うできたかどうか、しっかりと確認したいから」

「……いい報告ができるように頑張ります」

「ふふっ。思ったことを口にするのが得意なあなたなら、きっと大丈夫よ」

「それ褒めてます？　それとも貶けなしてます？」

「しっかり褒めてます。教師が生徒を貶すはずないじゃない」

「本当かなぁ」

「あなたはまず人を疑わないことから始めるべきね。癖みたいだから、すぐには難しいかもしれないけれど」

「善処します」

「はい、よろしいです。では、本日の授業はここまで。……頑張ってね」

　佐々木先生の言葉は、それが最後だった。

　再び部屋に一人残された俺は、スマホの画面を見やる。時間はちょうど二十時を回ったところだった。

「……今からやるしかないよな」

　小森に叱られてしまった。

　佐々木先生に激励してもらった。

　背中は押してもらえた。だから後は、行動に移すのみ。

「伝えよう。俺の本当の気持ちを」

　もう、後悔はしたくない。幼おさな馴な染じみと仲直りするために、俺は家を飛び出した。
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　重かさ音ねと喧けん嘩かした。

　生まれて初めて、重音と本気で喧嘩した。

　……とはいっても、私が一方的に怒鳴っただけなんだけど。

「返事、またできなかった……」

　自室のベッドに寝転がったまま、スマホをタップする。メッセージアプリには重音からのメッセージがたくさん届いていたけど、私はその全てを既読スルーしてしまっていた。

　窓の外を見る。

　さっきまでは曇りだった。でも、今は激しい豪雨が降り注いでいる。

　ここ最近、天気は崩れ気味だ。

　ちょうど重音と喧嘩した頃ぐらいから、ずっと雨や曇りが続いている。

「どうして、怒っちゃったんだろう」

　喧嘩したことを私は後悔している。

　せっかく重音との関係を修復できそうだったのに。一時の感情に身を任せてしまったばかりに、今までの努力が完全に水の泡になった。

「…………」

　スマホのアルバムを開き、中身を確認する。そこに保存されているのは、重音とのリモート生活中にこっそり撮ったたくさんの写真。

　眠そうな顔で授業を受ける重音。

　私を見て苦笑しながらケーキをフォークで突つつく重音。

　私のために夕食の準備をする重音。

　たった数週間の思い出だけど、私にとっては大事な大事な宝物。

　この宝物は、これからも増えていくと思ってた。重音との生活はこれからも続いていくと、私は信じて疑っていなかった。

「……悪いのは重音だもん」

　枕に顔を埋うずめて、くぐもった声を洩らしてみる。

　重音は昔から自己評価の低い人だった。テストで高得点を取っても「俺より高いやついるから全然すごくない」と謙虚になったり、体力測定で新記録を出しても「俺なんかの運動神経がよくたって誰も喜ばない」と自分を卑下したり。

　でもそれは、重音が勝手に自分と私を比較していたから。

　私は昔から割と何でもできる方だった。容姿も割と整っている。そのせいで周りから持て囃はやされることだって少なくなかった。

　そんな私の幼馴染を何年も続けている内に、重音は「枝折に比べれば」と自分を下に下に見るようになってしまった。それともやっぱり、私のせいなのかな？

　私は一度だって、そんなことを望んでなんかいないのに。

　重音が勝手に引け目を感じて、私に負い目を感じるようになってしまった。

「……私はただ、重音と一緒に並んで歩きたいだけなのに」

　大切な幼馴染と一緒にいたい。対等でいたい。

　こんな些さ細さいな願いが高望みだとでもいうの？　幼馴染から腫物に触るように接されることこそが正しい現実だとでもいうの？　……そんなの、絶対に嫌だ。

「あの時の約束、重音はもう忘れちゃったのかな」

　遠い遠い昔のこと。

　黄昏たそがれ色に染まる公園で、重音と交わした一つの約束。

　私はちゃんと覚えてる。胸の中に大事に大事にしまってる。時折思い出しては頰を緩めてしまうほどに、私はその約束を大切にしてる。

　高校入学と同時に私から距離を取った重音は、あの時の約束を本当に覚えてくれてるのかな。もしかして、私だけが重音との絆きずなを大切にしてるのかな。

「そんなの、嫌だよ……」

　嫌だ、絶対に嫌だ。私は重音とずっと一緒にいたい。重音の隣に立っていたい。私以外の誰かが重音の隣にいるなんて絶対に嫌だ。私には重音しかいない。友達がいなくて泣きそうだった私に重音が手を差し延べてくれた遠い遠いあの時から、私には重音しかいないんだ。

　──でも、重音からの連絡を無視してるのは、私自身じゃないか。

「っ」

　心の中の私が、私の行動を叱責する。

　──離れたくないって言いながら距離を取ってるのは、私自身じゃないか。

　わかってる。そんなこと、わかってる。

　私の行動は矛盾してる。感情任せの行き当たりばったり。本当に、我わが儘ままで自分勝手。

「……だって、怖いんだもん」

　怖いんだから、しょうがないよ。

　もし『縁を切ろう』みたいなことがメッセージに書かれたらどうしよう。

　私を責めるようなことが書かれたらどうしよう。

　そんな不安が頭の中でぐるぐる渦巻いて、私の勇気を押し潰すんだ。

　だから、しょうがない。しょうがないんだ……。

「…………あの時の重音も、こんな気持ちだったのかな？」

　一週間近く会ってない幼馴染の顔を思い浮かべて、小さな声で罵倒する。

　そんな時、だった。

　私のスマホがぶるぶる震え始めたのは。

「……重音？」

　画面に表示された一件のメッセージ通知。

　送り主は、私の頭の中をいっぱいにしてる幼馴染。

　スマホをタップし、アプリを開き、メッセージの中身を確認する。

　そこには、こう書かれてた。

『お前ン家ちの近所の公園で待ってる』
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　傘を忘れた自分をぶん殴りたい気持ちでいっぱいだった。

「家を出た時は雨降ってなかったんだけどなぁ……」

　公園の屋根付きベンチに座ったまま、降りしきる雨をぼーっと眺める。分厚い雲を見る限り、当分は止やみそうにない。

「……枝折、来てくれるかな」

　スマホでメッセージアプリを確認する。既読はついていた。ただ、最近はずっと既読スルーを続けられているから、読んでもらえてるからと言って安心はできない。

　でも、枝折が来るまで、俺はここから動くつもりはない。

　今日仲直りすると、決めたのだから。

「その前に風邪引いちまいそうだけど……」

　濡ぬれた衣服を指で摘つまみ、うへえと舌を出す。

　と。

「重音っ！」

　公園の入り口から突然聞こえた、可か憐れんな声。

　見ると、そこには待ち望んだ少女の姿があった。バカな俺と違って、ちゃんと傘を差している。

「よかった……」

　安あん堵どのあまり胸を撫なで下ろしてしまう。

　枝折はこちらへ駆け寄ってくると、膝に手を当て、肩で大きく息をし始めた。

「かさっ、かさね……なんっ、で、こんな雨の……中で……」

「……もしかして走ってきたのか？」

「あ、雨も降ってるんだから、無視できるわけ、ない……っ！」

　呼吸困難になってまで急いで来てくれた。

　たったそれだけのことが、すごく嬉うれしかった。

　一分ほどでようやく息を整えられた枝折をベンチの隣に座らせる。彼女は大人しく腰を下ろすと、とても不機嫌そうな顔で言った。

「それで、何の用？」

　前置きも何もなくいきなり本題か。まぁ、枝折らしいっちゃ枝折らしいけど。

　緊張のあまり破裂しそうな心臓を服の上から押さえつけ、声を絞り出す。

「お前に謝ろうと思って」

「何を謝るの？」

「お前を遠ざけるような真ま似ねをしてしまったことを。……あんなことをしちまって、本当に、ごめん」

「…………」

　枝折が口を噤つぐんだ。また怒らせてしまったか……いや、違うな。これは、俺の話を聞くために黙ってくれただけだ。

　彼女の目を真まっ直すぐ見つめる。もう、目は逸そらさない。

「俺はさ、お前から嫌われたくなかったんだ。いや、嫌われるのが怖かった、かな。だから、お前から嫌われることから逃げるために、お前を遠ざけちまってた」

「嫌われるのが怖い、のは、私も同じ、だよ……逃げたいって思うのも……」

　彼女の言う通りだ。

　俺と枝折は似た者同士。

　なのに、違うと勝手に思い込んでいた。

「お前と俺は幼おさな馴な染じみだ。でも、俺とお前の間には、それ以外の繫つながりはない。ただ、幼馴染であるだけなんだ」

「っ」

「幼馴染だから隣にいる。……でも俺は、たったそれだけの理由でお前の隣に立っている自分が周囲から馬鹿にされること、それが何よりも怖かった」

「……考え過ぎなだけ」

「そうかもしれない。でも、そんな不安を抱いてしまうぐらい、俺はお前に対して劣等感を抱いていたんだよ」

　何も隠さない。

　思っていることを全て、ぶつける。

「小さい頃は何もなかった。でも、高校に上がってから、お前は特別になった。やけにモテたり、みんなからチヤホヤされたりな」

「……別に、嬉しくなんてなかったよ」

「俺も嬉しくはなかった。だって、それが俺の自信をなくす決定打だったんだから」

「…………？」

「ただの凡人が幼馴染というだけで特別な人の隣にいる。何で？　枝折の隣に立つ人間として釣り合っていないだろ。──周りからそう思われてるんじゃないかって俺は不安になっちまった」

　考え過ぎだ、とでも言いたげに枝折が眉を顰ひそめるのが見えた。

　でも、構わずに続ける。

「このまま隣にい続けたら、枝折も俺の存在を疑問に思うかもしれない。どうしてこんな凡人が私の隣にいるんだろう、って……そしていつか、自分にはもっと相応ふさわしい友人がいるからと俺から離れていくかもしれない。俺は、それが何よりも怖かった」

「…………」

「だから、俺みたいな不釣り合いな存在がいたら枝折の邪魔になる……これは枝折のためだ……そんな、自分が傷つかずに済むような言い訳を並べて、俺は自分からお前と距離を置く選択をした。お前の気持ちなんて、一切考えもせず」

　心臓が張り裂けそうだ。

　喉もカラカラに渇いている。

　だけど、まだ止まれない。

　言わなきゃならないことがまだある。

「でも、オンライン授業が始まって、お前ともう一度交流して……わかったんだ。俺はお前と離れたくない。幼馴染だとか、そんなのはどうだっていい。お前の対等な友達として、俺はお前の隣に立っていたい」

「友達、として……？」

「ああ、そうだ。俺はお前と改めて友達になりたいんだ」

　怪け訝げんそうな枝折の前で、俺は両手を大きく広げる。

「この公園、覚えてるか？　俺とお前が初めて出会った公園だ。俺とお前が門限破ってまで遊び倒してた公園だ。上とか下とか難しいことを考えず、幼馴染として一緒に過ごした思い出の場所だ」

「……覚えてる。忘れるわけない」

　覚えていてくれた。それだけのことが、今の俺にとってはとても嬉しい。

　でも、嬉しさで言葉を止めたりはしない。

　まだ、本当の気持ちを言えていない。

「この公園で、遠い遠い昔に約束したことも、覚えてるか？」

「っ」

「覚えてなくてもいい。でも、俺はちゃんと覚えてる。ずっと一緒にいよう。あの時の俺達はそんな約束を交わしたんだ」

「…………」

「俺達の関係はここから始まった。俺達の約束はここで結ばれた。だからここで、もう一度やり直させてほしい。お前と対等の存在として、お前の友達として、再スタートさせてほしい」

「…………」

「枝折。俺は、お前とずっと一緒にいたい。幼馴染として、そして友達として。お前とずっと一緒に笑い合っていたい。俺は、お前の傍そばにいたいんだ……っ！」

　言い切った。

　胸の中に抱えていたもの、その全てを。

　俺からできることはもう何もない。あとは、枝折がどう動くかにかかっている。

　枝折は目を伏せ、膝の上で両手を握る。

「……私も、重音の隣にいたいよ」

　枝折は肩を震わせたまま、俺を見上げる。

　彼女の瞳から、大粒の涙がぼろぼろと零こぼれ落ちていた。

「あの時、この公園で交わした約束、私も一度だって忘れたことはない。離れてても一緒だって、幼馴染だから離れることはないって……でも、重音は私から黙って離れていったから、約束を忘れられてるんだって……重音と仲良くなりたいっていう私の気持ちが伝わっていなかったんじゃないかって、それが、何よりも辛つらくて……っ！」

「忘れるわけがない。枝折との思い出は、俺にとって一番大切な宝物なんだから」

「っ……！」

　決して軽くない衝撃が、俺の身体からだを襲う。

　それは、枝折が俺に抱き着いてきた証あかしだった。

「もう、私の傍から離れないで。私とずっと一緒にいて。私には重音しかいない。私の幼馴染は重音だけ。重音がいないと、私は……何もできない……っ！」

　俺の胸元に顔を埋うずめ、嗚お咽えつ交じりに言葉を吐き出す。ずっと特別だと思っていた少女の方は、触れるだけで壊れてしまいそうなほどに小さかった。

　彼女の華きゃ奢しゃな身体を優しく抱き締める。今までの罪を償うように、そして彼女への想おもいが本物だと知ってもらえるように。

「ああ、もう、黙って離れたりなんかしない。どんな時でも、ずっと一緒だ」

「約束、してくれる？」

「ああ、約束だ」

「破ったら、許さない」

「今度こそ、絶対に破らない」

「約束、約束だから……ずっと一緒に……うぅ、重音、重音……っ！」

　心のダムが決壊したのか、枝折は俺の腕の中で泣き喚わめく。

　彼女の涙が止まったのは、雨が上がって雲が晴れ、満天の星が顔を見せた頃だった。
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　公園で重音と仲直りした後、私は家まで送ってもらった。

「……情けない姿を見られてしまった」

　よりによって泣き顔を。しかもかなり本気の泣き顔を。あの時の光景を思い出すだけで顔が熱くなる。

　でも、嬉うれしかった。

　重音とようやく対等になれた気がしたから。

「重音……」

　今はここにいない幼馴染に想いを馳はせる。重音がいないのは当然だ。だってここは私の家で、彼は私を送った後、帰路についたのだから。

「…………」

　正直、寂しい。

　だから、重音に電話をかけることにした。

『もしもし』

「もしもし。今、何してる？」

『え、普通に家に帰ってるけど……何だ、もしかして言い忘れたことでもあったのか？』

「ううん。ただ、声が聞きたかっただけ」

『そ、そうか……まぁ、俺も帰り道暇だったから、別にいいんだけど』

　そうは言いつつ、どこか嬉しそうな声色に聞こえる。やっぱり重音は素直じゃない。私もあまり、人のことは言えないけど。

『あ、そうだ。映画の話なんだけど……今度の休みに、一緒に行かないか？　この前のは結局行けずじまいだったからさ』

「席が空いてないんじゃなかったの？」

『だから、別の映画を観みようかなって。……ダメか？』

「ううん。ダメじゃない」

『よかったぁ……断られたらどうしようかって不安だったんだ』

「ふふっ。重音らしい」

　私が重音からの誘いを断るわけないのに。重音は本当にネガティブな人だ。

　私は頰が緩むのを自覚しながら、

「映画、楽しみにしてる」

『楽しんでもらえるようにエスコート頑張るよ』

「じゃあ、財布は持っていかなくてもいい？」

『一人暮らしで余裕ないんで勘弁してください……』

「冗談」

『お前のは冗談に聞こえないんだよな』

　デートじゃないのに奢おごらせたりなんかしない。

　……いや、これってやっぱりデートなのかな？

　重音との、映画館デート。

　ち、違う。だって、私と重音は幼おさな馴な染じみ。恋人なんかじゃない。……恋人になりたくないかと言われれば、噓うそになるけど。

「…………」

『でもまぁ、俺も楽しみだ。枝折と一緒に映画行くの』

「……本当は、幼馴染以上の関係に、なりたいんだよ？」

　あ。

　やばい。つい、口が滑ってしまった。

　き、聞こえてたかな？　でも、声は小さかったから、聞かれてないかも……。

　焦あせる私に、重音はきょとんとした声色で言う。

『え？　ご、ごめん、何か言ったか？　今ちょうど、車が横を通り過ぎてったせいで何も聞こえなくて……』

　危なかった。ありがとう、誰とも知れない運転手さん。あなたのおかげで私は取り返しのつかないミスを犯さずに済みました。

「私も楽しみ、って言っただけ」

『そっか。まぁ、それならいいんだけど』

　この気持ちはまだ伝えるべきじゃない。

　幼馴染として再スタートを切ったばかりなんだから、まだ、胸に秘めておこう。

　伝えるにしても、彼ともっと仲良くなってから、絆きずなをもっと深めてから。

　その時に、私の口から直接伝えよう。

「ねえ、重音」

　ちょっとした思い付きでスマホの通話口に、軽く唇を触れさせる。

　リモートのキスじゃないけど、今はひとまず、これで我慢しておこう。

『ん？　枝折、今の音、何だ？』

「ううん。何でもないから、気にしないで」

　大丈夫、焦らなくてもいい。

　たとえ離れていたって、私達は繫つながってる。

　ただの幼馴染じゃなくなる日だって、そう遠くはない。
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　晴れ渡った青空が眩まぶしい休日の午前。

　俺は枝し折おりと二人で映画館を訪れていた。

「晴れてよかったな」

「（こくん）」

　俺の隣で頷うなずきを返す枝折は、今まで一度も見たことがないほどのお洒しゃ落れをしている。ファッション関係に詳しくないから服の名称はわからないけど、白を基調としたトップスにライトブラウンの長いスカートというカジュアルスタイル。正直言って、とても可か愛わいい。

「どうしたの？」

　俺の視線に気付いたのか、枝折は小さく首を傾かしげる。その小動物然とした動作に思わず頰が緩んでしまう。

「その服、似合ってるなって」

「……可愛いって言ってほしかった」

「こ、心の中では思ってるから」

「言葉にしてほしかった」

「うぐ」

「でも、嬉しい。重かさ音ねが褒めてくれるなんて珍しいから」

「さ、流石さすがにそこまでじゃねえだろ」

「じゃあ可愛いって言ってくれる？」

「……さっさと映画のチケット買いに行こうぜ」

「はぁ……」

　盛大な溜ため息いきをお見舞いされた。でも、しょうがないだろ。いくら幼馴染とはいえ、女の子を素直に褒めるなんて俺にはハードルが高過ぎるんだから。

　枝折からの冷たい視線を背中に浴びながら、映画館の中へと足を踏み入れる。

　と。

「あ、さねさね！　しおりん！　おっはよー！」

　黒のキャップを被かぶった小こ森もりがこちらに駆け寄ってきた。白黒ボーダーのシャツの上に亜麻色のジャケットを羽織り、下には紺のジーンズを穿はいている。スニーカーも相まってか、普段よりもアクティブな印象を感じさせた。

　大きく手を振ってくる小森に、俺も控えめながらに手を振り返す。

「すまん。少し遅れた」

「あたしも今来たところだぜ☆」

「……は？」

　枝折の口から信じられないほどに冷たい声が洩もれる。見ると、彼女の顔には能面のような虚無の表情が張り付いていた。

「どういうこと？　どうして唯ゆい奈なちゃんがいるの？　説明して」

　枝折は無表情のまま小森に突っかかる。

　小森は枝折に肩を摑つかまれるまま、目を泳がせる。

「え、えーっと、しおりんには大変申し上げにくいことでございまするが、さねさねから誘われちゃいまして……」

「だから？」

「ヒェッ……あ、あたしも最初は断ったんだよ!?　で、でも……」

　ちら、と小森が視線で助けを求めてきた。

　しょうがない。助け船でも出してやるか。

「お前から俺がいないとダメだって頼ってもらえたからさ。だからまずはお前と小森が親友になれるように、全面的に協力してやろうと思ったんだよ」

「だから、唯奈ちゃんを誘ったの？」

「ああ。三人で一緒に集まれるいい機会だったからな。大丈夫、今日一日はお前と小森が仲良くなれるように徹底的にサポートしてやるから！」

「…………」

「……ごめん、ほんとごめんしおりん。でも、さねさねの純粋な声色と善意と厚意とその他諸もろ々もろのせいでどうしても断れなくて……」

「……はぁ。唯奈ちゃん嫌い」

「しおりんごめんって〜！」

「重音はもっと嫌い」

「オイ待て。何で俺まで罵倒されなきゃならん」

　今回ばかりは何も間違っていないと思うんだが。

「（はぁ……でも、これも重音の優しさではある、のかな……）」

「枝折？」

「重音のばーか」

「まだ何も言ってませんけど!?」

「うるさい」

　短く言い放つと、枝折はチケット売り場の方へと先に歩き出してしまった。「待ってよしおりーん！」と叫びながら小森が彼女の後を追いかける。俺は枝折がどうして不機嫌になってしまったのかを考えながら、後を追うことにした。

　と。

「えげぇっ。ど、どうしてあなた達がここに……」

「あれ、まなみん先生だ。おっはよーございまーす！」

「佐さ々さ木き先生、おはようございます」

　みんな大好き佐々木先生が現れた。ポップコーンとドリンクが載ったトレイを両手に持ったまま。ちなみに、その表情はかつてないほどに蒼そう白はくになっている。

「今日、三人で映画を観みに来てるんです」

「そ、そうなのね……仲睦むつまじくて先生はいいと思うわ」

「まなみん先生は何してんのー？　あ、もしかして映画館デート？　まなみん先生は大人の女性だからきっと高収入高身長高学歴のサラリーマンが彼氏なんだろうなー。ねえねえあたしにも紹介しろしー」

「…………よ」

「へ？」

「一人よ、一人！　一人寂しくぼっち映画よ！　悪い!?」

　中々のガチギレだった。でも目尻には涙が浮かんでいた。先生ってプライドが高いから生徒から一人映画をからかわれたのがめちゃくちゃ悔しいんだろうな。

「えー、残念。しょうがないからあたし達が一緒に映画観てあげるしー。ねえねえまなみん先生は何の映画観るの？　悲恋もの？」

「小森さんあなた本当に失礼ね!?　わたしのことは放っておいてくれないかしら!?」

「せっかくお休みの日に会ったんだし仲を深めないともったいないっしょ？」

「あなたのそのコミュ力の凄すごさは本当に面倒臭いわね!?」

　真っ赤な顔で叫ぶ先生を小森はニヤニヤ笑顔でからかい倒す。あまりにも微笑ほほえましい光景につい頰が緩んでしまう。からかわれている本人はそれどころじゃないだろうけど。

「重音、笑ってる」

　生徒と教師の漫才を眺めていると、枝折が横から顔を覗のぞき込んできた。

「あの二人のやり取りが面白くてさ」

「重音が笑った顔、好き」

「……からかうなよ」

「ふふっ。私をがっかりさせたことへの、仕返し」

「だからそれはどのことを言って……」

　枝折を追及しようとするが、俺の言葉は途中で遮られることとなった。

「さねさねー。しおりーん。まなみん先生が観る映画、あたし達と同じみたいだから、みんなで近い席のチケットを買おー」

「ちょっと！　勝手に決めないでくれる!?」

「えー。映画の後に一緒に感想とか言い合いたくない？」

「うっ。そ、それは、その……ちょっとしたいかも……」

「じゃあけってーい！　ほら、二人とも、早くするしー」

「うん。すぐ行く」

　枝折は小森達に会え釈しゃくしつつ、俺の手を引く。

　その顔に、はにかんだ笑みを浮かべながら。

「ほら、早く行こ？」

「……ああ」

　少しだけ距離が近付いた幼おさな馴な染じみに微笑み返し、俺は彼女と共に一歩踏み出した。
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　はじめまして。過去作を購入してくれた読者の方々はお久しぶり。秋あき月づき月つき日ひです。

　本作をご購入いただき誠にありがとうございます。

　一年とちょっとぶりの新作となりました。

　今回のテーマはズバリ「幼おさな馴な染じみ」です。幼馴染だから特別なのか、特別だから幼馴染なのか……そこに焦点を当てた作品となりましたが、如何いかがでしたでしょうか。

　あと、ヒロインは当然メカクレ美少女です。当たり前だよなぁ？（満面の笑み）

　今回はあとがきページが少ないので、謝辞のみで済ませていただこうと思います。前作六ページもあったので、バランスというヤツです。中間はないのか中間は。




　イラストの雪ゆき島しまもも様。この度は本作のイラストをお引き受けくださいまして、誠にありがとうございます。仕事が早く丁寧で、しかもキャラクター達がみんな世界一可か愛わいくてイラストが手元に来るたびに五体投地しておりました。ウチの子達に素晴らしい命を吹き込んでくださり、本当にありがとうございます。




　担当のＴ様。作品作りに真摯に向き合ってくれる神のような御人でした。Ｔ様がいなければ本作は生まれなかったと心から思います。信頼関係を築くためにまず最初にボクの性癖を知ろうとしてくれたこと、今でも忘れておりません。素直になれない幼馴染（メカクレならば尚なお良し）が大好きです。今後ともよろしくお願い致します。




　他にも、営業・広報担当の方、校正担当の方、本作の出版に際しお力添え頂いた全ての皆様に感謝を。本当にありがとうございます。




　そして何よりも、本作を購入して頂いた読者の皆様に心からの感謝を申し上げます。自分に自信がない、でも相手の特別になりたい……そんな面倒臭いキャラクター達のラブコメを楽しんでいただけたら幸いです。

　もし重版して続刊することに成功しましたら（頼みますよファンタジア文庫）、その時はまたよろしくお願い致します。

　以上、秋月月日でした！
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本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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